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会 報 
BEG. 会 費 納 入 の 件 , 日 本 学術 会 議 鉄 物 学 研究 連絡 答 員 会 の 新設 , 


術 会 議 結 晶 学研 究 連 絡 答 員 会 結晶 学資 料 小 委員 会 , 投稿 規定 
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SR 〔 転 勤 及び 転居 ] 蜂谷 可 和 典 (青森 市 新浜 町 書 森 市 中 央 公民 館 3 階 青森 県 水 
産 商 工 部 商工 課 ), 藤田 文雄 (東京 都 港 区 麻布 谷町 22 国土 開発 株 式 会 社 地質 課 ), 石井 
基 裕 (東京 都 柳 並 区 成 宗 1 の 232 公団 住宅 44 OFF), 佐藤 明男 (盛岡 市 平山 小路 90 
原子 燃料 公社 感 岡 訪 在 員 事 務 所 ) , 束 元 定 雄 (広島 市 基 町 1 広島 通産 局内 地質 調査 所 広島 
駐在 員 事 務 所 ) , 松本 唯一 (熊本 市 島崎 町 島崎 516 Apt), 占 部 忠雄 (福岡 県 遠賀 郡 水 
巻 町 槍 196), BATE (青森 県 上 北郡 天 間 林 日 本 鍼 業 上 北 鉄 業 所 ), NRE (東京 都 中 
央 区 日 本 橋 風 町 2 の 1 三井 金属 鉄 業 株 式 会 社 鉱山 部 地質 課 ), BER Rea peak 
山 町 50), 渡辺 卓 (FIR RAM SA IR LRA RAR — BEM) 


SBMAOH 本 年 度 会 費 500 円 (前 納 ) を 本 会 GME 8825 B) 宛 至 急 御 納め 
Fao MER? SRCBML COSZAIIRKBEAM SY LELEABRBAMD TSS 
な いと , 会 誌 の 発送 が 停止 され ます か ら , 御 注 意 下 さい 。 

日 本 学術 会 議 鉱 物 学 研究 運 絡 答 員 会 の 新設 

日 本 学術 会 議 に 表記 の 委員 会 設置 が , 同 会 議 第 27 MACK CARS NK APRIL 
の 準備 中 で , 表記 の 委員 会 の 委員 と し て 本 会 か ら は 学術 会 議会 員 渡辺 万 次 郎 会 長 の ほか に 
次 の 三 名 が 参加 の 予定 で ある 。 KR, ABA, 竹内 常 彦 。 


自 本 学術 会 議 結 品 学研 究 連 絡 委 員 会 結晶 学資 料 小 委 員 会 

日 本 学術 会 議 結晶 学 連 絡 委員 会 内 に 素 記 の 小 委員 会 が 設置 され , 同 会 奏 員 長 よ り , 会 員 
諸君 に 本 小 答 員 会 の 目的 及び 事業 の 周知 方 並び に 協力 方 の 依頼 が あぁ つた . 本 小 答 員 会 は 国 
peice thee (I.U.Cr) の Commission on Structure Reports 及び Commission 
on Crystallographic Data に 協力 する こと を 目的 と する も る も ので, 前 者 は 各国 の 研究 者 に 
ょ つて 決定 せら れ た 結 品 構造 の デー タ を 年 代 順 に 集録 し , Structure Reports な る 書物 
の 形 で 刊行 する こと を その 目的 と し て お り , 現在 まで に 計 9 券 沙 出版 ず な で ある 。 ま た 後 
者 は 各国 の 講 論 文 に 散在 する 結晶 の X 線 回 折 の デー タ を 集め て 一 定 の 形式 で 整理 し , そ 
の 一 部 は Crystal Data な る 刊行 物 の 形 で 公事 し , また その 一 部 は AS.T.M. OB 
ド の 資料 と せん と する も の で ある 。 これ ら 両 調査 委員 会 の 仕事 は I. U. Cr. の 重要 な 事業 
O-MEROTSo RACINE CLIO LOMMBBEACBBtE RD, ono 
事業 に 積極 的 な 協力 を 果して 来 た が , 最近 に 至り これ ら の 仕事 の 対象 と な る 講 研 究 が 頓 に 
BA LD, 発表 され る 論文 の 数 も 年 を 追 つ て 増加 し て いる の で , より 組織 的 な 協力 態勢 
を 作り 上 げ る 必要 に せま られ , ここ に 本 小 委 員 会 の 成立 と な つた 。 本 小 答 員 会 は 手分け し 
て 既に デー タ を 集録 し , それ ら を エ .U.Cr. の 上 記 の 調査 委員 会 に 送 附 する 協力 活動 を 開 
始 し て お り , 会 員 譜 君 は 本 小 答 員 会 に 論文 別刷 の 送 附 その 他 の 方 法 を も つて 連絡 し , 本 小 
委員 会 の 事業 を 御 援 助 願い 度 い 。 尚 本 学会 計 を 担当 の 同 小 委員 会 の 鉱物 学 関係 奏 員 は 舌 藤 
俊男 氏 で ある 。 

お 知ら せ さき に お 知ら せ 致 し まし た 如く 投稿 規定 に より , 刷 上 り 7 頁 を 超過 し た 論文 
に 就 て は , その 超過 分 の 実費 を 著者 か ら 頂 く こ と に な り , 従 つ て 本 号 の 本 文 は 10 頁 増加 
に な り ま し た 。 (編集 係 ) 
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; 鳴子 鉱山 産 泥 状 硫黄 鉱石 中 の 鉱物 共生 関係 に つい て * 


Mineral paragenesis of the muddy sulphur 
ore from the Narugo mine 


高 橋 維 一 郎 (lichiro Takahashi)** 


Abstract : The sulphur deposit of the Narugo mine is mainly mud- 
dy sediment on the bottom of a lake on the top of a volcano, which is 
accompanied by several minor deposits of sublimation and impregnation 
types. Muddy deposit occurs partly in minute laminae and partly in 
lenticular or irregular bodies. It is so fine-grained and muddy that some 
special treatments are necessary for its mining and extraction, for which 
the knowledge of its mineral paragenesis is desirable. The present study 
is made for this purpose with the following results. 

Infered from the results of microscopic, electron-microscopic, chemical, 
differential thermal and X-ray studies, the ore consists of sulphur and 
pyrite, associated with, enumerated in decreasing order, kaolinite, halloysite, 
glassy fragments, pumice, quartz, silicified rock, opal, cristobalite, montmori- 
llonite, diatom crust, sericite, alunite, plagioclase, limonitic material, a 
titanium mineral and hypersthene. 

The most part of the ore has been formed by free chemical precipita- 
tion but some minor portion by impregnation. This is infered from the 
evidence of replacement of some other minerals and rock fragments by 
sulphur and pyrite. 

Some relations of the ore paragenesis to its mining, dressing and 
smelting are also mentioned. 


toe 言 
N-GAGE Cb BIE OWE VERA BA EET SZLCLY は 古く か ら 知 られ 
て お り , 現今 で は 鳴子 鉱業 所 に より 盛 に 開発 され て いる 。 こ の 鉄 石 は 湖底 に 層状 を な し て 
堆積 し た 泥 土 に 細か い 硫 黄 結 品 と 少量 の 黄 鉄 鉄 を 混 え , MOST BAICRRS THRO LE 


lm 


* 東北 鉄山 学会 17 回 総会 (1957 年 5 月 23 日 , BRRATH) VC CREPE 


** 岩手 大 学 工 学部 鉄山 工学 科 
1) 渡瀬 正三 郎 : 地質 , 45, 508~509, 昭 13. 
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質 が 著しく 異な り , KOCKRERMOMEE VELL, SORDIHORATOBM 
の 共生 関係 を 明 に する 必要 が ある 。 

筆者 は か か る 目的 を 以 て , この 鉱石 に つい て 顕微鏡 的 , 化学 的 , 示 差 熱 的 , X 線 的 , 電 
子 頭 微 鏡 的 検討 を 加え て きた 。 得 られ た 結果 は 必ず し も 了 充分 な る の で は な い が , 今日 まで 
の 結果 を 取 ま と め て ここ に 報告 する 。 


2. 位置 及び 交通 


鳴子 讐 山 は 宮城 県 北西 隅 の 県 境 東側 に 発達 する 上 鬼首 陥没 カル デラ の 南東 方 に 近く , 奥羽 
WRASSE AKU) OP WIRE IEL, 玉 次 郡 鳴子 町 に 属す る 。 これ 
に 至る に は 陸羽 東 線 鳴子 駅 か ら 温 泉 街 の 南東 後方 へ 徒歩 の 山道 約 1.5km を 通じ , 約 30 
分 で 山元 に 達し , 別に 鳴子 駅 か ら 上 野々 スキ ー 場 を 経て 自動 車 路 約 3.6km を 通ずる 。 湖 
OAC BIST ROUSE, AGERE CES, SRR ee RO CHET So 

3. 地形 及び 地質 

鉄山 は 鳴子 火山 の 略 々 中 央 に ある 。 CO-KUNSR ROR SEAHEC HO? 
KU, 潟 沼 火 口 を 中 心 と し て , その 西方 , 北方 , 北東 方 , 南東 方 に 接し て 夫々 円 氏 笑 を 
な し て これ を 囲む 鳥屋 ケ ヶ 森 , 松 ヶ 峰 , 胡桃 ケ 岳 , 尾 ケ ヶ 岳 等 か ら な り , その 南方 は 央 山 砕 選 
物 か ら な る 長 壁 に よ つ て 包囲 され る 。 ま た 山 の 北側 は , 直接 又は 河 潜 段 丘 を 経て , 附近 
を 東 流す る 荒 雄 川 の 沖積 平地 で 境 さ れる 。 

潟 沼 は 橋 円 形 の 爆裂 火口 に 水 を 江 え た も る ので, 水面 と 標高 306m, 東西 約 450m, 南 
北約 350m, 水深 は 平均 4~5m, 最深 部 で 20m に 及び 河水 の pH は 2 内 外 5) CH 
る 。 

附近 の 地質 に つい て は 既に 多く の 調査 研究 9332) 07 が な され て いる 97 筆者 自身 詳 
細 な 資料 を 持た ぬ の で , これ ら の うち 本 地方 の 地熱 利用 に 尽力 し た 渡辺 万 次 郎 の 報告 3) 
を 抄 記 すれ ば 次 の 如く で ある 。 

前 記 四 円 鑑 峰 山頂 部 は 形 璃 質 石 英 安 山 岩 か ら な り , その 基底 に 集 塊 岩 を 伴 な つて , RE 
REO LICE DO, その 下 の 春 岩層 を 被 う 。 こ の 春 岩層 は 一 部 に 頁岩 を 伴い , SHEER 
の 川 渡 層 に 当り , HS ARH ORE CMO MBCA Nie BIC TNS OSMAN IE 
Atlee @ EEL L, FIRE CLARA BRR RK hd ba ASHROM FI, 小 
BIE, TERA Cllr MAK BD 5 2 SAROTAMIUS SAL, 共に 第 三 紀 中 新 世 の 火 
帆 性 産物 で 夫々 女川 層 , 人 台 島 層 に 対比 され た 。 WFAN CNB ORV REO —BAwM 
WUT, CUCM Lito 

ETA PEM PSE LER ER, MB Ck AL, ARBs — sic 
泥岩 層 を 挟み , UAT POL COANE SE, その 中 央 部 で 可 成 り の 高 さ に 押し 上 げ ら 


ERYB— : 46k, 1, 21.22, 9g 4. 

渡辺 万 次 郎 : Gk, 33, 48-44, 昭 24. 

AEH Ba] : 鳴子 火山 に つい て , 東北 大 卒論 , 昭 25. 
鳴子 銚 業 所 : 早 大 鉄山 学研 究 報 告 , 6, 159, Ag 32. 
IRE : 地質 , 48, 106, Ag 16. 

鹿 股 信雄 : 千葉 大 文理 学部 紀要 , 1, 280~282, 8g 30. 
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れ , 更に 爆破 され た も の と 信 ぜ られ て いる 。 


4. KR B 
FRBRO—-MNL, BROMBRE 及び 石英 安山岩 を 山腹 及び 湖 肉 数 ヶ所 に 於 て OhYe 
CL, 一 部 は その 表面 に 昇華 し , それ ら も か つて 探 掘 さ れ た が , 本 報告 で は , 現在 の 主要 対 
人 象 を な す 湖 底 の も の の み に つ き 述 べ る 。 

他 の 基山 地帯 に ある 測 沼 と 同様 に , 潟 沼 湖底 に も 周辺 より 運び 込ま れ , 或 は 爆発 当時 ま 
た は その 後 の 風 等 に より 湖面 に 落下 堆積 し た 泥 土 層 や ゃ 砂層 が あぁ つて, BRE, HBKE, 
BRE, 灰色 等 を 呈し , 一 般 に 1 ユ ~60mm OBS CRBS. 泥 状 硫黄 鍼 と は , こ 
れ ら の 泥 土 の うち も 特に 硫黄 分 に と む も の を 称し , RUMOBICLAL, 特に 湖 の 辺 縁 部 の 
漢 所 を 除け ば, S 15% 以上 の も の は 随所 に 発見 で きる と いわ れ , それ ら の 中 特に 品位 の 
BUMS CABO EW, BAKER I So 

RHOREBE ATP BUMOR BERET SL, 稼 行 に 耐え る 録 石 の 大 部 分 は , 層状 , レ 
ンズ 状 又 は 稽 々 不 規 則 選 平 状 に 水平 方 向 に 拡がり , Ad CE Lk ZV BERET 
二 乃 至 三 層 の 良品 位 部 ( 厚 さ 1~Sm) に 逢う の を 普通 と し , この ほか その 一 部 に 垂直 に 
近い 円 俗 状 を 成 し て 高 品 位 の 硫黄 鉄 が 前 記 の 地層 を 任 ぬき, 成層 後 の ガ ス の 通路 を 示し て 
いる 。 


5. £AO HH AB 

1. 肉眼 的 性 質 探 取 直後 の 鉱石 は 約 509%8 の 水 を 含み , 著しく 柔軟 で 多少 流動 性 を 
BO, 一 般 に 灰色 , BRE BREAtEEL, この 三 部 分 が 1~50mm 巾 の 締 状 に 成層 
し , 時 に は この 三 部 分 が 互い に レン ズ 状 や 不 規則 状 に 混 り 合 つ て 産 す る 。 ま た 前 記 三 部 分 
中 に 塊状 レン ズ 状 又は 若干 連続 する 層状 を な し て 灰 黄色 部 や 灰 黒 色 部 が み ら れ , 前 者 は 
特に 硫黄 に 富み , 後者 は 黄 鉄 鉄 に 富む 部 分 で ある 。 灰 色 部 で S 20~35%, 黄 灰 色 や 灰 黄 
色 部 で 30~6098 に 達し , 黄 鉄 鉄 に と む 黒 灰色 部 で は 思 つ た より 品位 は 良く な い 。 

以上 の 淀 状 硫黄 鉄 中 に は 往々 1~30mm KOREN, 石英 安山岩 片 及び 神 黒 色 の 木 
片 を 令 む こと が ある 。 

2. FARRER 灰色 部 中 に 黄 灰 色 及 び 黒 灰色 部 の レン ズ 状 に 入る サン プル に つき , 原 
FRIAS DE AVA EEO, また 硫黄 と 硫化 鉄 の 形態 を 知る た め サ ンプ ル を 浸 液 に 
BL, 更に 硫化 鉄 に つい て は 鉄 石 を 固め て か ら 研 魔 片 を 作り , 透過 及び 反射 頭 微 鏡 の 観察 
に 供し た 。 

(1) 構造 鉄 石 は 大 居 的 に みる と , MALL MOM BHR ACA L BUS a & a 
す が , これ を 拡大 する と , 第 1 図 に 示す よう な 凝 灰 質 岩 に 酷似 し た 砕 選 構造 を 呈し , & 
唱 と 呼び うる 部 分 と , SOMEFRISAEROMD ASRS (以後 便宜 上 比較 的 大 き 
WHERE, SOME EMT ZMMOMD TER LMT ZS) 

PERG, KRG 772%, RH. Beh, DAV VRMRAK treyvuy 
大 集合 体 , BEE, GE クリ スト バル 石 , BAD ARA RMA, WE, 福 


1) 河水 の p 了 HI は 約 2 で 強い 酸性 を 呈し , モン モリ ロン 石 の 存在 は 興味 深く , 今 
後 の 研究 に 値 し よう 。 た だ し 筆者 の 研究 中 の 松尾 鉱床 で も , ここ より 強い 酸性 琉 内 水 
DBRT ZRERK, 同 付 物 が 多量 に 見 出さ れ て いる (鉄山 地質 , 7, 104~111)。 
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第 1 図 泥 状 硫黄 鉱石 CHEST) 


S : Sulphur, Py: Pyrite, 
P: Pumice, OP eOuartz, 
M: Montmorillonite aggligates, 
第 2 図 硫黄 形態 の 数 例 
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Glass, 
Kaoline aggligates, 
Diatom. 


第 3 図 


we Le 


(3) 
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WCAG ARIEL, 


a) Bitty: 


ze 7 See RVC Se に お く と , 筆者 の 調べ た 薄 片 で は , BEA 5~900 w, 菜 
FUL -0.3m へ ~54 で ある 。 以下 に 個々 の 構成 物 の 性 質 に つい て 記述 する 。 

斑 品 及び 基質 の 一 員 と し て 現われ , 形状 は 量 的 に 多い る 
WZ, BRR, BOR, WOR, BOR, 棒状 , GEIR, BUR, 厚 板 状 等 を な し , 往 
々 双 上 唱 や 不 規則 状 集 合 が み ら れ る (第 2 )o 以上 の うち も 銘 


F, BE, 厚 板 状 を 示す る も の は 


癒 らく 生成 当時 か ら 剣 方 硫黄 ( 硫黄 ) と し て 存在 し た も の と 放 
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め ら れ , 長 柱 状 の も の に つい て は 竹 細 な た め 結 唱 形 か ら の 単 斜 硫黄 の 吟味 は 出来 難 か つ た 
が , 他 の 不 規則 形 の も の と 同様 に , 転移 点 以下 の 温度 に ある た め 少 く と も 現在 は すべ て 斜 
方 硫黄 に 属す る と 認め られ る 。 

いづ れる も 開放 = コル 下 で は 淡 黄 乃至 帯 緑 淡 黄 色 で 縮 細 肌 を 量 し , BRAIN EF CisH, 
Sm EH REO BLO PRE ETS. 斑 品 は 5~150g,. 基質 を な す も の は 
-0.5~5ux まで あり , 両者 を 通じ て 量 的 に 多い の は 2-604 CHA. 硫黄 は 以上 の ほか 
VHD BH PRM PROB. FELTED, BRAC GRRL THT SM, これ ら に つい て は 
その 都度 述べ る 。 

(b) 黄 鉄 鉄 …… 斑 品 及 び 基 質 の 一 員 を な し て 全 鉄 石 中 に 現われ , -1~200u まで あり , 
その うち 量 的 に 多い の は 1~804 で ぁ る 。 鏡 下 で 形態 の 比較 的 訴 に 見 うる 2u 以上 の る も 
OCs, 約 70% は 不 規則 形 を 示し , 残り は 自 形 結 品 を 呈し , Bra doe, o nz 
め ら れ , 多い も の の 順に (a を 主 , d, o &€EAIRB), (o RE, a を 伴 な う ), (a の 
み ), (o の み ), (CDA) 等 が 見 られ , これ ら は その 結 品 外形 より , また 不 規 則 形 の も 
の に つい て は 反射 頭 役 鏡 下 の 性 質 か ら 黄 鉄 鉄 と 認め られ る 。 

これ ら 24 以上 の 黄 鉄 鉄 の 表面 を 包ん で , 0150.54 市 の 皮 上 毅 状 硫化 鉄 が 存する こと 
が あぁ り (第 3 図 (1) (2)), 24 以下 の 徴 粒状 硫化 鉄 と 共に , RARE Pc EUR 
を 調べ た が . 筆者 の 調べ た 試料 に つい て は , 折 鉄 鉱 特有 の 偏光 現像 は 見 られ ず , BRRGKIC 
属す る と 認め られ る 。 以上 に 述べ た 黄 鉄 鉄 の ほか 硫黄 と 同様 に , HHO, SMH ic Hkh 
する も の が あり , これ に つい て は その 都度 述べ る 。 

(3) 岩石 片 及び 随伴 鉄 物 (a) BH (1) 772 BAM. KRAPERU AUR 
SAARRUBEBL, -0.5~500x に わた り , 10-1302 の も の が 最も 多い 。 GEC 
無色 透明 乃至 淡 褐色 を 量 し , 時 に 球 題 構造 が 見 られ , また 種々 の 形 の crystallite +e 
む 場 合 が あり , 岩 片 に よ つ て は 散 点 状 , BERK, 島 状 に 硫黄 , BRE, DtVY ay, € 
ン モ リロ ン 石 等 に 交代 され , むし ろ 新 鮮 の 場合 の 方 が 少 い (第 4 図 , (1) (2) ) 。 

(ii) BG HRA BAO EL, 極め て 淡い 福 色 又は 無色 透明 で , 
種々 の 形 の 気泡 に よる 淫 石 構造 が 著しい 。 -0.5 へ ~600x まで あり , 量 的 に 多い の は 20~ 
100xm CHS. BAD (i) と 同様 に 硫黄 , HRA, MeV voip, tv t\uy 石 に 交 
REN, その うち も 硫黄 は 気泡 中 を 了 充 才 す る も の も 見 られ る (第 4 図 , (3) (4)) 。 

(ili) 理化 岩 片 …… 一 般 に 半 稼 角 性 の 不 規 則 形 を 量 し , 3~750g 大 で , 量 的 に は 20~ 
1004 が 最も 多い 。 鏡 下 で は 1~50k 大 の 不 規 則 粒 状 石英 の 集合 体 で , これ また 新鮮 な 
場合 は 至 つ て 稀 で , 部 分 的 に 硫黄 や 黄 鉄 鉄 に 交代 され , また カオ リン 鉱物 , FBLA 
する こと が 多い (第 4 図 , (7))。 

(b) RAPEGKYD (i) カオ リン 鉄 物 …… 斑 品 及び 石 基 を な し , 丸 味 あ る 不 規則 形 が 多く , 
敏 細 な カオ リン 銚 物 結 品 の 集合 体 で , 鏡 下 で は 僅 に 福 色 を 帯び る か , 又は 無色 透明 で -0.5 
へ 100gm に 達し , 1.804 が 最も 多い 。 個々 の カオ リン 釣 物 は 0.224 程 の 大 き さ と 思 
われ , 開放 = コル 下 で は RG, FRAKES, BAR, BAR Us PRECAST 
る 。 こ れ ら も また な た 0.5~104 大 の 自 形 双 は 不 規則 形 の 硫黄 及び 黄 鉄 鉱 の 鉄 染 を 受け る 場 
合 が 多い (第 4 図 , (5) (6)) 。 

(ii) モン モリ ロン 石 …… 和 丸 味 ある 不 規則 形 を 示し , その 微 品 の 集合 か ら な り , 05~ 


266 BRKMEKR BS 


Ett 


第 5 図 


3) (4): Ha, (5) (6) :: カ オリ ン 徴 品 集合 体 , 
a ): ABBE, Ze E UCASE SUILFEREAY CGR TS 
硫黄 (黒点 部 ) & BRK (黒色 部 )。 


500u AC, 1.804 が 最も 多い 。 開放 = コ ル 下 で は 僅 に 福 色 を 帯び , BRIN ERE 
eve, BAR, 鱗片 状 叉 は 不 規則 形 の 徴 晶 の 集合 が お 明 に な り , FRA 帯 黄 灰色 , 
elongation は (+) で あぁ る 。 英 鉄 鉱 を 鉄 染 す る こと 多く , 時 に は 硫黄 の 単 結晶 や 集合 体 
ERAT So 

(ili) 4A I~15 4 KORA, EIR, 薬 片 状 或 は 不 規則 形 を な し , 単独 に 存在 
する も の と 斑 化 岩 片 中 に 令 ま れる も の と が ある 。 鏡 下 で は RAB, THARRRKE 
で , elongation は (+) で あぁ る 。 

(iv) AAA PRE LL, 時 に 刻 面 に よる 双 品 が み ら れ , BERN, 基質 的 に 存在 し , 
-1~55g 大 で 量 的 に は 少 い 。 鏡 下 で は RABY, 千 渉 色 は 帯 黄 灰色 で , elongation は 
(=) 2bSo 

(Vv) Axe —HRUCIR RES SAMAIBE AL, 0.5~300g KE, 10~140z が 最 . 
も 多い 。 往々 部 分 的 に 硫黄 , BRMICARAN (4M, (8)), カオ リン 鉱物 や 絹 雲 母 と 
共生 する 場合 も 見 られ る 。 

(vi) 蛋白 石 及び クリ スト バル 石 …… グ ラス や ゃ 浮 石 の 一 部 に 不 規則 形 及 び 多少 凹凸 ある 
球形 を な し , また 単独 に 丸 味 あ る 不 規 則 形 と し て 現われ , -1~454 大 で あぁ る 。 開放 = コ 
ル 下 で は 無色 透明 , 交叉 = コル 下 で は , 殆 ん ど 複 屈折 を 示さ ぬ 部 分 と , BFC RTM LD 
HY, また 屈折 率 は グラス より 幾 分 低め の 部 分 と , 可 成 り 低 い 部 分 と が ある 。 複 屈 折 を 示 
ST, 屈折 率 の 可 成 り 低 いも の が 蛋白 石 に 相当 し , 他 は クリ スト バル 石 に と む 部 分 と 考え 
られ る 。 

(vii) 斜 長石 …… 多 少 生 角 あ ぁ る 不 規則 形 を 呈し , 0.5~130g 大 で 量 的 に は 少 い 。 BF 
で は 無色 透明 , 交叉 = コル 下 で は 往々 格子 状 ア ル バ イ ィ イト 式 双 品 が 認め られ る 。 こ の 久 物 の 
変質 の 度合 は 既 述 の も の に 比 し て 低く , Bi, 黄 鉄 鉄 , カオ リン 鉄 物 に より 周辺 部 が 僅 に 
交代 され る に 過ぎ な い 。 
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(vil) AREA A, 半 自 形 の 長 粒 状 叉 は 不 規則 形 の も の が 稀 に み ら れ る 。 50~ 
200x 大 で 鏡 下 で は 無色 に 近い が , か すか に KX! = Shes, Z’ = 帯 黄 緑 色 の 多 色 性 を 有 有 
し , FEARKE CHIAIEE EL, いづ れる も 他 の 鉱物 の 交代 を うけ ぬ 。 

(ix) 福 鉄 釣 質 物 及 び チ タン 鉄 物 …… 半 生 角 性 叉 は 丸 味 ある 不 規則 形 を な し , 3~200k 
大 で 量 的 に は 極め て 少 い 。 鏡 下 で は 福 , 帯 神 灰 色 を 量 し , FREE OMB Ci 
FABRA, 厚い 部 分 で は PRCHOC, REPCTRTSLARKANE CAKEER 
し , 福 鉄 鉄 質物 を 主 と す る も の と 思わ れる 。 これ ら の うち 粒 に よ つ て は , 上 記 の 部 分 を 
1~5k 巾 の 不 般 明 性 の 格子 が ウィ ド マ ン ステ ツテ ン 模様 状 に 規則 的 に 貫 ぬ き 残 存する の 
が み ら れ , MERI I VRRE 含む 磁 鉄 鉄 が 次 第 に 鉄分 を 失い つつ leucoxene 様 鉄 物 
に 移 化 の 途中 に ある も の と 思わ れる (第 3 図 , (3)) 。 ま た この と の 録 物 中 に は 攻 鉄 鉄 を 伏 染 す 
る 場合 が あぁ る 。 

(4) BR 既 述 の 岩石 , MMOD, Rahs SROBRMOBBESA, Z 

の 形態 を 第 5 図 に 掲げ る 。 長 さ 60+, 巾 は 6~104 で , 羽根 の 数 は 片側 の み で 24~ 

25 枚 に 達する 。 これ は 日 本 化石 植物 図 詳 や に よる と , 現 生 種 の Navicula sp. に 最も 

近い と 思わ れる 。 BBY SLICK Cla ¢, PRA DFLIRH ETE L, また 和 孔 際 に 無 関 
係 に 硫黄 や 黄 鉄 鉄 の 徴 晶 が 鉄 染 する 場合 も 多い 。 
3. 化学 組成 現場 より 送ら れ な た 鉱石 は 味噌 


BROWNE LS, COMMA 41% で BIR 低 品位 硫黄 鉄 石 の 
あつ た 。 この 中 か ら 随伴 鉄 物 の 決定 に 有利 な よ 化学 組成 
うに , 牙 意 に 低 品 位 久 を 選び , 大 部 分 が 灰色 で Sio, | 53.83Wt96 
一 部 に 黒 灰色 締 状 部 を 伴う サン プル EARLE TiO, oe 
値 は 筑 1 表 に 示す 通り で ある 。 研究 当初 は 単純 Al,O; hoa 
な 鉄 物 組成 か ら 成る も の と 予想 し , 分 析 に より MnO he: 
組成 を 定量 的 に 表 わ そ うと し た が , 研究 の 進行 CaO 0.04 
に つれ て 既 述 の 如く 極め て 複雑 な る を 知り , = MgO 0.21 
三 の 成 分 は 分析 を 中 止 し た も の で , ここ で は 有 参 H2O(+) 3.79 
考 程度 に その 値 を 掲げ る に と ど め る 。 H,0(-) | 1.51 

第 1 表 中 , 鉄 は 黄 鉄 鉄 以 外 か ら も 入 つ て くる Fe Ay ai 
が , その 量 は 極め て 少 い の で , 仮に これ で FeS, 3 24.42 
分 子 を 作れ ば 5.9596 と な り , 残り を すべ て 遊 Total 97.47 


離 硫黄 CBiMT & 21.24% と な る 。 従 つ て この 
録 石 の 場合 , 全 硫 黄 量 の うち 約 1396 が 黄 鉄鉱 
か ら 供 給 さ れる こと を 知る 。 

4. D.T.A. 曲線 HBAPO HARMMERNG SiH D.T. A. 曲線 を 求め た (第 6 
図 ) 。 先 づ 粘土 鉄 物 を 集め る た め , 1g 以下 の 粒子 を スト ー ク ス の 潜 則 に 基き 分 離し , CS。 
で 硫黄 分 を 除い て 実験 に 供し た 。 第 6 図 で 140? 附近 の 吸熱 ピー ク は 吸着 水 に よる も の 
で , 200° 附近 の 小さ い 吸 熱 ピ ー ク (My) は 恐らく モン モリ ロン 石 の も の , 220°~500° 
の 発熱 ピー ク は 残存 硫黄 と 有機 物 に よる も の で , 特に 270°. 附 近 の ピー ク (S) は 前 者 , 


= 


1) 遠藤 誠道 : 日 本 産 化石 植物 図譜 , 102, 昭 30. 


岩石 鉱物 鉱床 学会 


Bit 
g 


第 6 図 硫黄 鉱石 中 の 粘土 の D. 械 . A. 曲線 


Kr 


| 1 = 


$00 600 


(1g LFORFE BD, S ERE) 


第 2 表 KRBKX 折線 (Co radiation) 


26° d(A) I 
Cesta 13,22 4 M 
9.82 10.44 4 S 
12,62 7.54 5 H 
14.27 ook 6 1S 18 M 
20.87 | 4.94 5 5 A 
23.02 4.48 | 12 K H.H™M S 
23.68 ASG asl | RK M 
24.12 4.28 | 12 Q 
24.85 4.16 8 K 
25.40 A OF — il Cae, 
25.87 3.999 6 Pp 
26 .97 3.839 5 K Pp - = 
27.83 3.722 6 S P 
28.80 | 3.599 8 K 
30.02 | 3.455 5 S P 
30.95 3.353 12 K H.H fe) 
33.85 3.073 5 M 
33.97 3.064 6 M 
34.88 2.985 9 BP A 
36.20 2.881 6 CP 
40.73 25572 11 K leat S 
41.78 2.509 8 K M Pi HA 
44.20 2.379 4 Tela dS 
44.83 2.347 24 K 貞二 © 
45.87 生計 4 K QO A 
56.12 1.202 iS S A 
59.03 S17 4 SQ 
61.45 167 52 A 
64.97 1.€67 | 5 K EM Sy XO 
73.85 | 1.490 8 K Hit WLS 
80.97 L371) Q A 
87.60 1.293 4 eter Sis tetas S 
ee I ca a 
K : Kaolinite © Ouarez 
H : Halloysite C : Cristobalite 
H.H : Hydrated halloysite P : Plagioclase 
M : Montmorillonite A : Alunite 
S : Sericite 
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350~400° の ピーク (O) は 後者 の も の と 考え られ る 。 500~600° OAXAMBe — 7 
(Ky) は カオ リン 鉱物 に よる と 思わ れ , 両側 傾 余 部 の 対称 性 か らし て カオ リナ イト が 主 と 
思わ れる 。 750°, 850° 附近 の 小さ い 吸 熱 ピ ー ク (My, My) は モン モリ ロン BHO, 
また 950° 附近 の 発熱 ピー ク (Ky, My) は カオ リン 鈴 物 と モン モリ ロン 石 の 重複 し た も 
の に 相当 し ょ う 。 結局 この 曲線 か ら , Le 以下 の 粒子 中 に 含ま れる 粘 士 鉄 物 は カオ リン 鉄 
物 (る € オ リナ イト を 主 と す る ) を 主体 と し , モン モリ ロン 石 を 少量 伴 な うる も の と 考え られ 
Bo 

5. X RMR D.T.A. に 使用 し た も の と 同じ 試料 を ガイ ガー フレ ツク ス に よ 
り 廻 折 値 を 求め た (第 2 表 )。 

同 表 に 記入 し て ある 如く , 各 値 に 該当 する 粘土 鉱物 は , カオ リン 録 物 (カオ リナ チ ナイト, 
ハロ イサ イト 類 ) の ほか 少量 の モン モリ ロン 石 , 絹 雲 母 等 で あり , HAMMAR 
英 , クリ スト バル 石 , SRA, 明 笛 石 等 で あろ うと 考え られ , 鏡 下 の 観察 と 一 致す る 。 

6. 電子 顕微 鏡 写 真 灰色 録 石 の 粉末 


H=8.5 の 薄い N wee = 


分 散 さ せ て 撮影 し た 結果 を 第 7 図 に 掲げ 顕微 鏡 窟 真 

る 。 殆 ん ど 透明 乃至 亜 透明 で 六角 板 状 結 oe 
EDS <, 大 部 分 は カオ リナ イト , 
一 部 は 絹 雲 母 と 思わ れ , 長 柱状 , 棒状 の 
結 品 は ハロ イサ イト 上 類 に 相当 し , これ ら 
と 共存 する 透明 乃至 亜 透明 で 不定 形 の 鉄 
物 の 一 部 は モン モリ ロン 石 に 相当 する と 
思わ れる 。 

7. 鉱 互 の 構成 物 と その 量 的 関係 仮 
右 鉱 物 を な す 硫 黄 及 び 黄 鉄 鉱 は 鉱石 の 種 
類 に 応じ て 論 化 する が , 一 般 に は 後者 は 
前 者 に 較べ て 御 か に 少 い 。 他 の 随伴 物質 
の 種類 及び 量 的 関係 は 筆者 の 調べ た 灰色 
鉱石 の 場合 は , 多い も の の 順に 次 の よう で ある 。. な お 他 の 鉄 石 の 場合 も 特別 の も の を 除け 
iz, ①~③ の 順位 が 相互 に 多少 変る 程度 で あり , し か も 多く の 場合 ①~⑤ が 大 部 分 を 
占め , O-@ は 少量 , O~O は 極め て 少量 和 谷 ま れる も の と 認め られ る 。 

O(atV VHD) O(7F 7ALBA) ⑨( 石 英 ) Olah) ⑤( 蛋 白石 と クリ スト バ 
VA) ⑥( モ ン モ リロ ン 石 ) O(BROBH OME) OMAA) OARA) ⑰( 福 
POA NLF Iv Bip) O (ARMA) o 

6 HK akA OK A 

本 鉱床 の 成因 に つい て は 既に 渡瀬 正三 郎 が 論 及 し , (CHINOOK EL. な お 昇華 
鉄 独 型 も 若 千 傘 な うぅ 模様 と 述べ て いる が , 後者 の 論拠 に つい て は 触れ て いな い 。 化学 的 沈 
濃 作 用 の み に 限 れ ぼ ば , 既 述 の 交代 及び 和 隙 充 培 性 の 硫黄 と 黄 鉄 鉄 の 生成 に つい て は 説明 が 


(AGE pH 8.5 の NH,OH 溶液 で 分 散 ) 


1) 渡瀬 正三 郎 : 前 出 , 昭 13. 
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REPLAY, ここ に 泥 土 層 に 対し て epigenetic な 作用 を 考え る 必要 が ある 。 また 泥 
土 層 を 略 々 垂直 に 費 ぬ く 円 答 状 良品 位 鉱 は , 泥 土 の 堆積 後 の 鉄 化 剤 の 通路 を 示し , これ る も 
また 大 部 分 は 泥 土 を 交代 的 叉 は 列 隙 充 此 的 に 久 化 集積 し た 多量 の 硫黄 か ら な り , その 大 部 
分 は 泥 土 層 に 対し て epigenetic と 認め られ る 。 

基盤 岩 中 の 噴出 孔 よ り 供給 され た 鉱 化 剤 中 の 硫黄 分 の 大 部 分 は その まま 上 昇 し 湖水 中 
で 硫黄 を 分 離し , 次 第 に 堆積 する 泥 土 と 共に 沈 湿 成層 し , 他 の 一 部 は 泥 土 中 に 浸透 し て そ 
の な か に 交代 的 又は 列 隙 充電 的 に 鉱石 鉱物 を 鉱 染 し た も の と 考え られ る 。 泥 土 層 と いう 土 
岩 の 特 殊 性 の た め syngenetic の も の が 強調 され , epigenetic の も の が 等 閑 視 され 勝ち 
で , (ZAIN Se ELL, GRE, 両者 の 複合 型 と 称す る こと が で きる 。 な お 湖 
UCR, 昇華 型 の 鉱床 が あり , この 風化 流入 も 考え る 必要 が あり , BE¢ on dMpo 
た と 思わ れる が , その 検討 を 経 な く て は 価 と も 明言 は で き な い 。 さ ら に 録 石 中 の 粘 士 鉱物 
に つい て は , 湖底 に 定置 され な い 前 に 生成 し , その 後 運ば れ た も の , RU BARD AH 
底 に 定置 され て か ら 生 成 し た も の と が 考え られ , 後者 中 に は 湖底 に 於 ける 鉱 化 作用 と 密接 
に 関係 し て 生成 し た も の の 存在 も 考え られ る が , これ ら 相 互 の 判別 は 今後 の 研究 に また ね 
ば は ならない 。 


7. Z@HELOGBGBA 

Ax S| PEVETR ES SAIC OVC SKS LCE A SILK OMB EBA SNS 

(1) 硫黄 総量 の うち , 鉱石 の 種類 に より 多少 の 差 が ある が , H 10% 以上 は 黄 鉄鉱 中 
の も の で ある 。 

(2) 硫黄 の 尊 度 は -0.5~150 pu, BeRGKIX -1~200x で あぁ つて , 他 の 鉱山 産 の 鉱石 に 
比 し て 著しく 役 細 な 傾向 に ある 。 

(3) 硫黄 と 黄 鉄鉱 結晶 の 周囲 の 大 半 は , DAV YRMPELL PTO ev EVIVA 
と 絹 雲 母 を 混 え る 粘土 に よ つ て 包囲 され , また これ ら は 坪 に 役 細 に 混 り 合 つ て 存する 。 

(4) 硫黄 及び 黄 鉄 鉄 の 一 部 は , HhOBEPRMH 及び BE BOBREAHEL, また 
それ ら に 交代 的 に 鉄 光 し て 存する 。 

上 の 四 事項 は 乾 鉄 , 選 鉄 , 人 製 錬 に 何等 か の 形 で 不利 に 作用 する こと が 予想 され , BRT 
る こと に より , 操業 改善 上 多少 な り と る も 役立ち うる と 思わ れる 。 

例え ば 東 鉄 に 当り , 蒸気 乾燥 で は 滞 圭 鉱物 中 の 大 部 分 の 水分 は 除去 で きず , CBM CUE 
に 当 つ て 粘 土 鉄 物 は 硫黄 表面 を 保護 し て 深 解 作用 を 防 害 し , 鉄 染 型 の 硫黄 は 場合 に よ つ て 
回 収 困難 と 思わ れ , AODRRSR PH OPA SNA. EPMA EBAZSZL, BM 
粒 が 淫 選 有効 限界 を 超え た り , 岩石 鉱物 片 の うち 仮 石 鉱物 が 外縁 部 に 位置 する も の は , そ 
の た め 当 揚 し て 能率 を 下げ る 。 な お 試薬 を 使用 する 操作 に 当り , 粘土 鉱物 の 多量 の 存在 に 
基 因 し て , その 回 収 率 の 低下 も 問題 と な る で あろ 3。 


8.。 要 約 
以上 の 記述 を 相 約 する と 次 の 通り で ある 。 
(1) 鳴子 火山 の 中 央 に ある 潟 沼 湖底 に は 主 に 層状 の 泥 状 硫黄 鉄 呆 が あぁ つて , 現に SR 
され つつ あぁ ある 。 
(2) 鉄 石 は 湖 の 周辺 か ら 流 入 或 は 湖面 上 に 爆発 や 風 等 に より 降下 堆積 し た 泥 土 中 に 多 
量 の 硫黄 及び 少量 の 黄 鉄 鉄 を 含む も の で , IK, BR, BRESEBRL, その 品位 は 通常 
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S 20~60% で ある 。 

(3) Rata, 反射 及び 電子 頭 復 鏡 的 , 化学 的 , 示 差 熱 的 , XX 線 的 等 に 検討 し た 結 
FR 鉄 石 鉄 物 と し て は 硫黄 を 主 と し , 若干 の 黄 鉄 鉄 を 伴い , 随伴 物質 と し て は 略 々 量 的 に 
多い 順に 次 の 如く 決定 され た 。 カ オリ ン 鉄 物 (カオ リナ イト を 主 と し , ハロ イサ イト 類 を 
従 と する )。 グ ラス と 当 石 , GH BW, BABAL ZV ADSVA, モン モリ ロン 石 , 
BRBOUR BES HAA AR, BRRAWLI YY Ohi, RE. kB RI 
現世 種 の Navicula sp. と 思わ れる 。 

(4) 硫黄 は すべ て HAC, 外形 か ら 明 に 鈴 方 唱 系 と 認め られ る も の る も 可 成 り 多 く , 
この も の は 生成 当時 より 斜 方 硫黄 で あぁ つた こと を 物語 り , この ほか の も の る も 少く と る も 現在 
は 温度 の 関係 上 すべ て 倖 方 硫黄 に 属す る も の と 認め られ る 。 

硫化 鉄 に は 明 に 等 軸 品 系 結晶 外形 を 示す も の の は ほか, 不 規則 形 や 皮 衣 状 の も の が あり , 
筆者 の 調べ た 試料 に つい て は , WIND RABE PF CLERRLAD EINK 

(5) 伝 率 型式 は , 硫黄 と 黄 鉄鉱 の 独立 結晶 の ほか に , Mek BAS MMS DICER 
DBREAHEL, また これ ら に 交代 的 に 鉱 染 す る 事実 か ら , 沈 源 型 を 主 と し , hemes 
な う 3 複合 型 と 考え られ る 。 

(6) 鉱業 上 次 の 事項 に 注意 する 必要 が ある 。 

(a) 硫黄 総量 中 約 109%8 以上 は 黄 鉄 鉄 中 の も の で あぁ る 。 

(b) 硫黄 は -0.5~150p, 黄 鉱 鉄 は -1~200m の 大 き さ を 有 し 著しく 細 灯 で ある 。 
(c) RGA カオ リン RMEELL SEO Sv SV AV ALBEE MZ 5 KEL SKM 
に と み , 硫黄 及び 黄 鉄鉱 の 表面 の 大 半 は それ ら を 主 と す る 泥 土 に よ つ て 包囲 され , 
FROIN SIA BANE り 合 つて 存する 。 

(d) RA 及び 黄 鉄 鉄 の 一 部 は , 他 の 岩石 , KLMKKBLUBROBME AMT S LH 
に , それ ら に 交代 的 に 伝染 し て いる 。 

即ち 以上 に 基づい て 原 鉱 の 乾 久 , HG, 銀 錬 等 に 多く の 困難 が 予想 され , 留意 する こと 
に よ ょ つて 操業 改善 に 幾 分 な り と る も 寄与 で きる も の と 老 え る 。 


(At) 本 研究 に 当り 岩手 大 学長 谷 部 茂 講師 は 試料 を 提供 され 互 つ 御 助 言 を 頂き , 東北 
大 学 竹 内 常 彦 教授 , 南部 松 夫 助教 授 , 岡田 広吉 講師 に は X 線 に つき , 同 大 学 増井 淳一 助 
教授 に は D. 本 . A. に つき , 有 岩手 大 学 沼田 六 七 八 民 に は 電子 顕微 鏡 に つい て , それ ぞ れ 
竹 援 助 を 仰ぎ * また 田中 定 剤 所 長 , 木村 一 郎 副 所 長 及び 同 所 旧 部 の 方 々 に 多大 の 便宜 を 項 
いた 。 

また 秋田 大 学 学 長 渡辺 万 次 郎 先生 に は 本 報告 の 御 校 関 を 賜 わ つ た 。 以上 の 方 々 に 深 基 な 
感謝 の 意 を 表す る 。 な お 本 研究 に は 筆者 に 支給 され た 昭和 32 年 度 文部 省 線 合 科学 研究 費 
の 一 部 を 使用 し た 。 記 し て 当局 に 深謝 する 。 
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AGAIN SI RKRMABOGR 


Studies on the ring ores of with 
sulphur deposits 


gS 木 fi 明 (Toshiaki Suzuki)* 


Abstract : Ring ores occur in many volcanic sulphur deposits which 
are mainly composed of iron sulphides. These ring ores can be classified 
into two types, lava type and shale type, on the basis of their mode of 
occurences and structural characters. 


Lava type is widely found, and it has been reported that such ores 
were formed by the Liesegang’s phenomenon. 


Aaccording to the present studies it can be believed that these rings 
were formed by the replacement along the onion-like cracks. 

The shale type is found rarely, and it seems that these rings were 
formed by the inward diffusion of the reacting solution. 


1. 縮 = 


本 邦 の 録 染 硫 黄 鉄 床 に は 硫化 鉄 の 黒色 輪 に よ つ て 特徴 づけ られ る 共 心 輪状 鉱石 が 屋 々 
HL, その 成因 と し て は 何れ の 論文 も Liesegang BAIA k AAR CHS & RICH 
明 し て いる 。 筆者 は Liesegang MAR k VBMA M7 LVF MOKA GRAPE CLE 
で ある の に 反し て , 黒 久 そ の 他 の 鉱床 に は 少 い こと か ら 他 の 成因 的 要素 が ある の で は な い 
DLBA, この 種 の 鉱石 に 就 い て 研究 し た 結果 , この 考え を 裏付け る 資料 が 得 ら れ た 。 EH 
と し て 松尾 鉄 床 に 於 ける 研究 で ある が , 以下 に その 内 容 を 述べ る 。 


2 MMe RR ZEB 


PSEGLAR CHB OIE MS ACOSO OeBRINCRA THE, BID TH, 
DV CHIRK a PORUSHICS(, VORA A - RARER DP RIBMA rn 
て いる 。 HOPE CD MBOURL TZ ORERORM - FARUSHOMAGE 
に よれ ば 殆 ん ど が 安山岩 の 話 岩 流 ・ 角 奏 凝 灰 岩 中 の 容 山 岩 片 に 限ら れ て いる 様 で ある 。 

松尾 鉱床 に は 鉄 床 生成 当時 存在 し て いた と 見 位 さ れる 類 岩 が 12 枚 あ り , この うち 共 心 
輪状 構造 の 認め られ な いも の は 5 枚 で ある 。 こ れ ら の 輪状 構造 は 何れ る 節理 と 人 亀裂 に 規制 
され て お り , 柱状 ・ 卓 状 飾 理 の も の が 多く , 板 状 飾 理 の も の に は 殆 ん ど 形成 され て いな 
い 。 これ ら の 輪 鉄 は 硫黄 鉱 体 歌 は 硫化 鉄 体 り の 相違 に より その 形成 量 の 差 は な い が , 硫 


PSE SLEPT LAA GASH FT 
GFERDOEDAE SICE SAHOO (HH) ESE 
1) 鈴木 敏明 : Ski yswE®, 13, 164~169, 1954. 
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RA CL 一 般 に 黒色 輪 中 の 硫化 鉄 の 量 が 少く ARE OILSEED BSMSZO 
に 対し て 硫化 鉄 体 の も の は 硫化 鉄 の 量 が 多く な つて いる 。 水 酸 化 鉄 は 硫化 然 体 に は 認め ら 
れ な いで 硫黄 銚 体 に の み 和 形成 され て いる 。 即ち も 輪 の 仮 物 成分 が 鉱 化 作用 の 差 に 基 ず く 硫 黄 
* BEER AD SMO IC 夫々 影響 され て いる 。 RAE CS RKO Ali 良好 な 場合 が 多 
く , 輪状 構造 の 形成 され 難い 燃 岩 は 帽 岩 的 役割 を 果して いる 事 が 多い 。 

THES)? WEKABAO 堆積 を みる 前 に 著しい BAERE AU, PORE RL 
て いる 。 この 下部 類 岩 は 鉱石 帯 の 最 下 部 に な り , LOBBOA CHER 2320 
め ら れる 。 PRBS CHRHEOR DY FNZOIUELL CRA FBO bHME EM ds 
け て で ぁ る 。 {AL RBEHO 著 し か つ な た 谷底 の 部 分 に は 輪状 構造 は 認め られ な い 。 こ の 
事 は 下部 姓 岩 形 成 時 の 比較 的 末期 の 類 岩 の み が RROBMKC 六 し て いた こと を 示し て い 
So 即ち 他 の 層 準 の 話 岩 に 就 い て も そう で ある が , 同様 な 変質 作用 を うけ た も の で る 特定 
DBE S ZI OADM 特に 輸 鉄 を 形成 し 易く な つて いる の で , これ ら の 輪 鉄 の 成因 を 
Liesegang 現象 の な で 説明 する の は 無理 な 様 な 気 が す る 。 FMRKSHO 安山岩 片 に 
形成 し た も の は 岩 の 場合 と 全く 同一 の 外観 を 示し て お り , これ る も 略 鉄 の 形成 され る の は 
多数 和合 まれ る 安山岩 片 の 一 部 に 限ら れ , RRO CEBAVBS LAR L Wh NSB 
き 上 易い 。 又 泥 流 質 岩 石 に は 一 見 誠 岩 と 誤認 し 易い も の が あり , N50 5 OHHOREL 
た 部 分 に は 形成 範囲 は 狭い が , RE? FBRRIK ED % OVE 7e PRG ATE MS Ts 
So この 種 の 囚 鉄 は 節理 と 亀 四 で 規制 され た 部 分 の 周辺 の みか 硫化 鉄 に より 交代 され た も 
の に 潤 移 し て いる 部 分 が あり , 単なる 交代 作用 に よる も の で は な いか と 思わ れる 。 

DEO HIRE NRA OM EOL IMA ERE SLA Liesegang 
BADACAULZEOMADAMCH AO CHM CNS PRA LPL TOSo CNN 
反し て 頁岩 質 洲 灰 岩 中 に 形成 され た も の は その 産出 は 少 い が , 後述 の 如 ぐ 前 三 者 と 外観 ・ 
性 質 が 著しく 異な り 且 Liesegang 現象 の 諸 性 質 に 極め て よく 一 致す る の で , これ ら を 頁 
岩 型 輪 鉄 と 称し て いる 。 

松 尾 鉱床 以外 の 伝染 硫黄 鉱床 で る 稀 岩 及び 角 春 凝灰岩 中 に は ODEO MBM < FER 
きれ て お り , BEL”, BR, BEB, AR 鉱山 を は じ め 筆者 の 調査 し た 信夫 , HM 
山 , HH, 久富 久 山 等 多く の 硫黄 銘 床 で 認め ちら れ て いる 。 その 他 の 岩 質 の も の に 就 い て 
は 殆 ん ど 認 め ち られ て いな い 様 で ある 。 

3. @ 岩 型 輪 鉱 

PAT Ae ot DHE OTGREILTE DOM, 写真 に 示し た 様 な も の が 普通 で ある 。 一 般 に 外側 
の 輪 は 外形 に 左右 され て 角 張 つ て いる が , 中 心 部 に 向い 次 第 に 丸 味 を 帯び て いる 。 箇 理 及 
USE Bld GHROHBIBD FX PSION CH HRONED HAD WBC IL WHET Z RZ 


1) 鈴木 敏明 : 鉱山 地質 , 6, 239, 1952. 

2) Kato,T. Watanabe,T. Nakamoto, A. : Jap. Jour. of Geol. Geogr., 
11,1934; 太田 良平 : 地 調 月 報 , 553, 12~17. 

3) AtABCK : BoAH, 756, 197~202, 1951. 

4) 片山 信夫 : 地質 , 648~649, 171, 1949. 

5) 近藤 文治 郎 : ASK, 805, 347~350, 1955. 

* 肢 手 県 二戸 郡 網代 町 , 他 の 鉄 山 は 後述 。 
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規則 性 が み ら れ ず 概して 不 規 則 な 間隔 を 示し て いる 。 輪 の 幅 は 38mm 以上 で lcm 内 外 
の も の が 多く , BULA CIRC cm 以上 に 及 ん で いる も の も ある が , 同一 輪 で も 幅 
が ボー 様 で な く 輪 の 一 部 が 委 泊 に 細く な つて いる 例 が ある 。 輪 の 数 は 輪 鉄 1 個 の 大 き さ と は 
関係 が な く , 6 本 の 輪 で 構成 され て いる も の が 最高 で , BHISAAHCH So MH 1H 
の 大 き さ は 20~30cm 以上 の 径 を も つも の が 普通 で , 時 に は 2m 内 外 に 及 ん で いる 。 
大 き な 輪 鉄 で は 輪 の 幅 は や や 増大 する こと が ある が , 一 般 に は 畔 質 脆弱 或 は 変 朽 安 山 岩 か 
ら な る 核 状 の 部 分 が 増大 し て いる 。 こ れ に 対し て 小さ な 輪 鉱 は 核 状 の 部 分 る 小さ く 且 硫化 
鉄 鉄 化 され て いる も の が 多い 。 和 輪 の 内 側 は 外側 に 比較 し て その 外 廊 が 不 規則 で , Hae AY 
に 原 岩 と 斑 品 跡 が 筐 つて いる も の が 多い 。 外輪 が 1 ユ ~2cm の 幅 で すぐ 内 側 の 輪 が 急激 に 
3~4mm に 細く な つて いる も の が 履 々 あぁ る が , この 様 な 場合 に は 外輪 は 2 本 以上 の 輸 が 
附 着 し て で きた も の が 多い 。 又 黒色 輪 が 網 脈 状 の 黒色 輪状 帯 に 移 化し た り , 或 は 黒色 輪 中 
に 多数 の 細い 硫化 鉄 の 平行 締 の 認め ちら れる も の が あぁ ある (第 1 図 )。 


第 1 図 類 岩 型 輪 鉄 (黒色 部 は 硫化 鉄 ) Bl 類 岩 型 輪 人 (黒色 部 は 硫化 鉄輪 ) 


> 


0 10 20 cm 0 10 cocm 


更に 詳細 な 観察 を する と , 輪 の 一 部 人 鍼 化 が 進み 内 側 の 輪 に 接する も る も の, 輪 と 輪 を 結ぶ 
細 脈 の 認め られ る も の , この 細 脈 と 輪 と の 交点 が 落合 直り 状 に 膨大 し て 輪 と 細 脈 と が 同時 
生成 で ある 事 を 暗示 する も の Kit 各 輪 が 全部 1 本 の 硫化 鉄 脈 に 合流 し て いる も の (第 2 
図 ) GEC ADSNSo “NS OBKRIS SWE WS LY Liesegang 現象 の な で 
は 説明 で き な い 事 を 示し て いる 。 HEOT LIANG OMRGKBE AIRC HII TE KBE BR 
は 酸化 溶出 帯 で 硫化 鉄 の 溶出 され た 後 の 輪 鉱 が 顕著 な 玉 区 状 構造 を 示す 事 , 更に 稀 で は あ 
る が 松尾 及び 飼 山 鉄山 に は 明らか に FERRY EME L 7c ARR BZ EE 
考え 合せ る と , 輪 鉄 を 特徴 ず け る 硫化 鉄輪 は 鉱 化 当時 で き て いな た 玉 閣 状 構 造 の 鉛 難 画 に 沿 
つて 硫化 鉄 鉄 化 作用 が 行わ れ た 為 で は な いか と 思わ れる 。 即ち 完全 な 同心 円 に 見 える 輪 付 
に も どこ か に 鉄 液 の 通路 が あつ た も の と 考え られ る 。 

鏡 下 で は 黒色 輪 は 主として 硫化 鉄 で 交代 され , MBSR IT ROTH Bo 白色 部 に も 
少量 の 硫化 鉄 が 役 粒 子 で 散 点 し , その 鉄 化 状況 は 普通 の 硫黄 鉄 石 と 同様 に 硫化 鉄 は 隆 品 の 
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周辺 部 或 は 石 基 の 部 分 を 交代 し て いる 事 が 多い 。 福 色 輪 は 水 酸 化 鉄 (BULK & RET GLE 
状況 を 示し て いる ) と 蛋白 石 が 多い 。 

ARRK BG PORWBH EHO D OLE. ARCH SM, 泥 流 質 岩 石 は 前 者 理 明 瞭 で 
な く , 輪 の 数 も 3 本 以内 で , REARS. BAH RRO SHRI BR COLE EE 
例示 すれ ば 下 表 の 様 で ある 。 鈴 化 状況 に 就 い て は 輪 の 存在 位置 と 殆 ん ど 関 連 性 が み ら れ な 
い が , 概して 外側 は 良好 で ある 。 黒色 輪 は 外側 か ら 内 側 に 向い 硫化 鉄 で 潤 減 する の が 普通 
で , 泥 流 質 の も の を 除け ば 黒色 輪 は 白色 輪 に 比較 し て 硫化 鉄 の 含量 が 著しく , 硫化 鉄輪 と 
いう 事 が で きる 。 百 色 輪 は 黒色 輪 に 比較 し て 遊離 硫黄 の 多い の が 普通 で ある 。 


6B 1 # 
a 種 os ce Vee 78 [as 
® の | a s|H,0| Fs|Fes,|Ts/Fs| FeS,|TS| m@ 2% |H,O] FS| Fes, TS 


| TE 


ge (8) | eH | 4.0 | 4.3] 32.021.4| 17 | 19 | 27 | e348 | 0.7 |38.6| 2.2 139.8 
; » | 5.0 {34.0 22.1145.8115| 4 |17/ 4 ~ | 1.8 [16.5 1.1 117.1 
A 側 | ヶ 々 |2.982.5|21.343.9| 18 | 4 | 20] & 々 | 5.7 10.0, 7.9 [14.2 


外 fay | 白色 輪 10.7 |46.8| 1.5l47.6| 32 | 2 | 33 | apeae | 5.8 l23.1| 2.6 lp4.5 
! » 112.0|46.0| 1.746.9| 14| 4 |16|  » |3.5115.22.4116.5 
A | 6” ~=«| 8.9 57.6] 0.257.7| 15 | 2 | 16! » | 8.3] 9.2] 8.0 |13.5 


4. 玉 BK #8 造 

硫黄 鉄 床 の 変質 帯 或 は 硫 気 地帯 に は 履 々 同心 球状 に 脱 離 する 類 岩 が 認め らち られ る 。 例え ば 
MESA OR Cia CLR BE AAI DEA bas HEL (LECB AEE 5 
FRED RAVE AADN CWS. LO Cs HH LBM SNA E 1 個体 と し た 多 
WORRIES. 第 3 図 は これ ら の 様式 図 の 1 例 で , cli BASMnoarn 
緑 泥 石 化 作 用 を うけ た 黒色 変 朽 安 山 岩 で , b と は 明瞭 な 境界 を 示し て いる 。 b REAL 
され て いる が , 未だ 硬く 安山岩 質 構 造 も 残 つ て いる Z。a と の 境界 も 明瞭 で ある が , a iB 
れ ぼ ぽ 安山岩 質 構 造 が 殆 ん ど 消 失 し , 軟質 脆弱 と な り , この 32a HOA CHIC AROR 
離 構造 が 認め られ る 。 a, b, c の 境界 部 に 治 つ て 鉱 化 され 易い 事 は 当然 で あり , HOT 
硫化 鉄 鉄 化 作用 を うけ れ ば ぼ ば 燃 岩 型 輪 鉄 と よく 扶 似 し た も の に な る 。 Ma OFM KIER 
に そつ て 鉄 化 作用 が 行わ れれ ば 第 1 図 て 外輪 の 様 に な る も の と 思わ れる 。 

又 一 関 市 西端 の 外山 鉄山 は 栗駒 山頂 近く に あり , RED AEB RIC So LOK 
VGWOBILER 発達 し て お り , 顕著 な 玉 閣 状 構造 の 発達 し た 燈 岩 が 広い 分 布 を 示し て い 
So 写真 2 は それ ら の 1 例 で , 薄皮 状 の 帯 と や や 厚い 統 密 な 整 と が 互層 し て お り , よく 劉 
離す る 。 LH 3 図 と の 様 な 玉 閣 状 構造 を 示す も の も 多い 。 写真 OMAYIO CLA L Rik 
BEROB OMAR ALS NAWRRALD CEA, この 様 な 場合 の 硫化 鉄輪 は 2 本 以上 の 
輪 が 附 着 し て いた り , 或 は 綱 脈 状 の 輪状 帯 に な つて いた りす る も の と 思わ れる 。 RHR 
ROE EAC E ZR ORADAY NSM, これ は 明らか に 玉 閣 状 構造 が 先 
に 形成 され て いた も の で ある 。 こ れ に 枯 似 し た 現象 は 福島 県 の 信夫 鉄山 に も 認め られ る 。 
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第 3 図 ERR 第 4 図 AAU igh 第 5 図 周 律 沈 涯 模式 図 
(黒色 部 は 硫化 鉄輪 ) 


© 


10 20cm 


BA SIA WORINCR L RBRO—MC, BRA OULD TCHIBEL TOS, 
Z OWA CGRIA ERE CEA DOCHES. ARMBKS PORE bie & MARIS 
EIA ORE L CO SZBMSSo 写真 4 は 八甲田 山 の 北 角 に ある 久富 鉱山 (AE - HK 
BSR) CAM BNTACHS o 泥 流 に 就 い て は 去 区 状 構造 の 形成 され て いる も の を 未だ 
認め て いな い が , FER ERBESE DEE L A 72d OITA REA O CRRA 
Vik DEBRAEO CX AW RBED SA NS. CNL CABRARIWRRKESC 
(LEE OFERE DIA EA SNRAVOTC, ERRHHEO C & SAAB TL 0 
DLER RST S & SIRE RL BW BAIS 何れ る も 硫 気 作 用 等 に 際 し て EARS 
人 造 の で きる 可能 性 が 多い と いう 事 が で きる 。 
5. Rs ®t 鉱 

PESO PEERS POR BARK AIS HORROR D WEI DEBRA 
れ て いる 。 これ に は 大型 で 輪 の 数 の 上 少 い も の (第 4 図 ) と 小型 で 輪 の 数 の 多い もの ( 写 
KS) と が ある 。 輪 の 太 さ は 何れ も 細く 3mm 以下 , 通例 1mm 内 外 で ある 。 輪 の 間隔 
VLE C, 鉱 液 の 供給 源 よ り 遠 ざか る に つれ て 輪 の 間隔 が 海 増 する の が 普通 で , 規則 性 が あ 
る 。 和 輪 鉱 1 個 の 大 き さ は 40cm 内 外 以 下 で あぁ あり, 一 般 に は 数 cm MECH So Mew 
OTHIBED BR 75 (Talia 7 ¢ BBV d EAR AE OV RAS ZA BNAzWOT Liesega- 
ng 現象 が 強く 想起 され る 。 

以上 の 諸点 は 話 岩 型 輪 鉄 と 閉 る し い 相 違 を 示す 点 で ある が , 次 の 講 性 質 の 様 に 類似 し た 
点 も ある 。 即ち 中 心 部 に な る 程 外 形 の 影響 を 受け る 事 が 少く , 次 第 に 丸 味 を 帯び て お り , 
更に 輪 の 一 部 が 突然 断 絶 する こと が ある 。 但 し 輪 の 断絶 は 類 岩 型 と 異な り , 写真 6 ORI 
放射 線 状 或 は 一 定 方 向 に の み 頭 著 で ある 。 

これ ら の 頁岩 質 淫 灰 岩 は 何れ も 粘土 化 作 用 を 受け た も の で , これ を 挟む 砂 質 凝 灰 岩 や 角 
BRE za PIIL © OREO RARITIES NCW Vo HGKOTER S N74 Dz Y Ok4 
RAMA RIC HOKL A, これ ら の 輪 が 微小 断層 GRBARHO C0 HIER 
られ る ) KKLVERDENTWSo 

鏡 下 で 観察 する と これ ら の 輪 に 相当 する 部 分 は 極め て 細か い 復 粉 状 硫 化 鉄 が 分 布 し , 輪 


1) 鈴木 竹 明 : 前 出 , 1954. 
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ht 


ot Hook (#MZ - 112m. L.) 2: BAOEARAE (AIL) 
3 ne cmb FAH) (信夫 ) 4: fRRUREDCE DE ZBAR 


) 5 : 頁岩 型 輸 鉱 (MLE - 3m. L.) 6 : 放射 線 状 に 
HODNZABWHRO (松尾 ・6 m.L.) 


be PVCS HUE GA EBD SN Zo 
6 実験 結果 と の 対比 

ゲル 中 で 2 種類 と 溶液 が 相 会 し て 化学 反応 を 起す 場合 に 週 律 沈 源 を 生ずる 事 は 種々 の 物 
質 に 就 い て 試み ぁ られ て いる が , 筆者 も この 種 の 実験 を schale 及び 試験 管 で 行 つ て みた 。 
爵 状 物質 と し て は 10~5% の 濃度 の ゼラ チン を 使用 し , これ に 約 0.2% の K,Cr,O, 
或 は HLS を 混和 し 凝固 ささ た 。 schale の 場合 は 盾 緑 部 を 切 取 つて 丸い 潜 を 作り , これ 
に 反応 物質 の 水深 液 を 入れ て 拡散 させ た 外 中 心 部 に も 滴下 し て みた 。 ABE OBS 
後 , その 上 に 反応 物質 水溶 液 を 加え た 。 MH 反応 物質 と し て は AgNO, 及び MnSO, を 
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使用 し た 。 以下 に これ ら で RRR E RKC PER OMSIEL AMS RAT Zo 

1) 一般に 反応 に より 生じ た 輪 の 簡 隔 は 規則 正しく 潤 増 する が (METI 一 定 或 は 海 減 
する 事 が ある 由 で ある) , A AVRBUT US MOTHS WR OBE 7 AE 2 Ze < ARR Gd 
り , ONIRL CASH HO Ps L, 規則 性 が ある 。 

2) MEAD BINS TM ODEO TUS (螺旋 状 に 発達 する 場合 も ある 由 で あ 
SY) が , これ ら の 数 個 の 輪 が 拡散 点 に 合流 する 事 は な い 。 類 岩 型 黄 人 鍼 に は 全部 或 は 一 部 
の 輪 が 久 液 の 供給 点 に 合流 し て いる も の (第 1, 第 2 図 ) が ある が , 頁岩 型 輪 人 鈴 に は 合流 
する 様 な 事 は な い 。 

3) 輪 の 処 々 が 放射 線 状 に 断絶 する * の が 普通 で ある が , 不 規 則 に 断絶 し た り , Aye 
FOBPEY DS. RAWAM RT SADC, その 断 紙 の し か た に 何等 規則 
性 が な い 。 こ れ に 反し て 頁岩 型 で は 写真 6 の 様 に 実験 結果 と 蜂 々 同様 な 傾向 が あり , SRT 
性 が 認め られ る 。 

4) SUCHE & BEE CORT S LES RINE EY BREF OVIBE AL, これ が 次 第 に 
同心 円 状 に 排列 する 様 に な る 。 次 に これ ら の 中 に 生々 太い 線 を 生じ , CHIC BEER 
され 肉眼 的 な 大 い 線 に 発達 する 。 Hedges”) 等 の 実験 結果 に よる と , 輪 と 輪 の 問 と 溢 明 
な 部 分 は 輪 の 部 分 の 1/12 の 沈 源 量 で ある と いう 事 で ある が , 観察 結果 に よる と 肉眼 的 
2 ANDRO HD BREF 1S ISIE O BRS AEG CIR» 遠く な る に 従 つて 次 第 に 多 
く な つて いる (第 5 図 ) 。 即ち WEG OVALS OEIC k VBR So 
PE MnS の 沈 滅 輪 の 場合 に は 拡散 点 と 最初 の 輸 と の 間 に 伝 染 幕 が 生じ た 。 PE EMERetLE 
EOIN HC BUCKOMRE DSM, 頁岩 型 に は 殆 ん ど 認め られ な い 部 分 が ある 。 

5) 一 和 単 調 な 美しい 輪 に 見 える も の も 頭 竹 鏡 的 に は その 外線 が 不 規則 な 叫 凸 を 示し て 
So Keil - Fa RUA OKIE VS ARRAA 7k Me AR L TU Bo 

6) BRON ST TF Y CEOS ED, これ を 数 ヶ月 間 放 置 し て 更に 硬く し 
た も の が 輪 に 治 つ て 劉 離 する か 系 か を 確 め た 処 , UBEME 2S Ze DO 729 PEE URS ORL HEIL GR 
HVC TC KIBET ZY ORE HS 2, 頁岩 型 輸 鉄 に は 輪 に 沿う 鉛 離 性 が 全く な い 。 

7) 生成 し た 輪 は 何れ も 細く , 反応 液 の 量 を 増加 し て も 太く は な ら な い 。 ゼ ラチ ン 渡 度 
を 大 に する と 輪 が 細く な る 傾向 が ある 。 一 方 火山 岩 類 が 変質 作用 を うけ れ ば 分 解 変質 し 。 
DEUCE 性質 を 示す と いう 。 MO CHM BUA fe OHS kD BUH BZ 
SOERDN So — OREO OBC k VMOKS OB(LMEA LN Bo WUE 
HPKILHOA S 2 38mm 以上 で ある が , 頁岩 型 の も の は 3mm 以下 の 太 さ で ある 。 RE 
玖 や 従来 記載 され て いる 硫黄 讐 床 以 外 の Liesegang 現象 に よる と 思わ れる 鈴 右 り 等 は 
何れ も この 頁岩 型 の 様 な 細い 輪 か ら な つて いる 。 


以上 を 線 括 する と 論 岩 型 輸 鉄 は Liesegang 現象 特有 の 講 性 質 と 一 致し な い 点 が 多い の 
に 対し , 頁岩 型 輸 鉄 は 実験 結果 と よく 一 致し て いる 。 


1) 渡辺 万 次 郎 : POMBE, 136, 1940. 
2) 小栗 捨 蔵 : 店 用 コロ イド 化学 , 596, 1950. 
: 反応 液 の 拡散 量 が 多い 拡散 点 附近 で は 殆 ん ど 了 断絶 し な い 。 


ie ae Se ee 279 


7. 結 £5 
DLEE EL CMRRRERAO MERE ARL, 最後 に これ ら と Liesegang BAO 
実験 結果 と を 対比 し た が , 上 記 の 講 事 項 を 要約 すれ ば ぽ ば 次 の 様 で ある 。 
1) 講 種 の 鉄 床 の う ち , 硫黄 鉄 床 に は 特に 輪 然 が 多く 形成 され て いる 。 
2) MORIAH, AAW O 2 NC RICKS. 
3) HERE OE A RTEIRORTH So 
i) 同一 変質 帯 で も 特定 の 類 岩 に 形成 され , その 産出 は 極め て 多い 。 
li) APR KAPORUBH IS 妖 岩 と 略 々 同様 な 輪 鈴 で ある が , 泥 流 質 岩 石 に は 不 
完全 輪 が 多い 。 
iii) Si LBB SN, HOB CRIED BERRIES CO MOTWBo 
iv) SO FAGRICBRL CIS SRAM RS Zt vo 
Vv) RE 1 OAS SUH 20~30cm 以上 で , 輪 の 太 さ は 3mm PLk, lcm 
内 外 の も の が 多い 。 
Vi) 輪 の 数 は 3 本 内 外 が 普通 で , 一 般 に 少く , 輪 の 一 部 が 急激 に 細く な り 或 は 断絶 
する 事 が ある が , INMCVAPEB RV 
Vil) 輪 に 治 つ て 到 閣 状 に 伏 離 する も の が 履 々 あり , 気 成 作用 に 基づく 硫黄 輪 の 形成 
され て いる 事 す らち ら あ る 。 
Vili) 一 見 完全 な 同心 円 に 見 える も の で も , どこ か に 鉄 液 の 通路 が あつ た と 思わ れる 
点 が ある 。 
4) EBA OD = 7 EAR OR CH So 
i) 頁岩 質 北 灰 岩 中 に 形成 され , その 産出 は 少 い 。 
ji) 箇 理 と 人 亀 列 に 規制 され , 中 心 部 で は 外形 の 影 枚 が 次 第 に 少く な つて いる 。 
iii) 輪 の 間隔 は 規則 正しく 増加 し て いる 。 
iv) 8K 1 個 の 大 き さ は 通例 数 cm 以下 の 小型 な も の で , 輪 の 太 さ は 1mm AH 
の も の が 多い 。 
v) 輪 の 数 は 数 本 以上 で , 一 般 に 多く , 輪 の 一 部 が 断絶 する 場合 に は 規則 性 が ある 。 
vi) Hal O CEBRCARET SHAME 
5) SHORE TER LAW BAIL 硫 気 作用 等 に より 容易 に ARES ART RRC 2 
Bo LOEB LA aH と は その 性 質 が 類似 し て いる 。 
6) Liesegang 現象 の 実験 結果 に 対比 する と , Vee AGIA AW ARBOR, 
頁岩 型 の も の は 殆 ん ど 一 致し て いる 。 
以上 の 事実 か ら 頁 岩 型 輪 鍼 は 拡散 作用 に よる 週 律 沈 淫 で あぁ ろう が , 燃 岩 型 輪 鍼 の 大 部 分 
は 従来 調 わ れ て きた 様 な Liesegang HARICLACDOCLAVRICEDNSZ. Bl SMO 
発達 し た 類 岩 等 が 硫 気 作用 等 に より 天才 状 構造 を 生じ , この 種 の 人 鱗 列 に 沿 つ て 硫化 鉄 久 作 
用 が 特に よく 行わ れ た 結果 , MOSM RATION S N7RCHSo —-AADAICHLASZIO 
も どこ か に 鈴 液 の 通路 が あり , 拡散 作用 の 役割 は 少 か つた も の と 思わ れる 。 


終り に 御 稿 図 を 賜 わ つ た 東北 大 学 竹内 教授 並び に 実験 に 御 協 力 下 さ つ な た 松尾 鉱山 高校 
針 尾 開 蔵 氏 に 深 基 な る 講 意 を 表す る 。 
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AB RAH DEEN -RUAT VS 4 bE 
A—FRYBLF AYRUAOCERD * 


Chemical compositions of euxenite and ilmenite 
from the Ippaiyama pegmatite, 
Fukushima Prefecture 


aK. Fe. — (Kelichi,Qmori)** 
長谷 川 = (Shuzo Hasegawa) ** 


Abstract: Main constituent minerals of the pegmatite are microcline 
perthite, plagioclase, quartz, muscovite and tourmaline. A considerable 
amount of platy crystal of ilmenite, sometimes attaining to 10 cm in 
diameter and 1 cm in thickness, occurs associating with pinkish microcline 
perthite of which composition is represented as Orgs, Absi.4 An。.s. 
Euxenite, less than 1x3 mm in size, is found in close association with 
ilmenite. The results of chemical analyses of ilmenite and euxenite are 
shown in the table 2 and 4 respectively. Ilmenite has excessive amounts 
of Fe,O,; and TiO, which were derived from the mingling of unmixing 
hematite and titania mineral (rutile ?). The chemical formula of euxenite 
is calculated as (Cag.4q Mno.or Tho.92 Ceo.0os Yo.sa Uo.1e Fe*o12)0.99 (M80.03 
Pet os Alo.oz Tit2o Nbo.as Tao.25 Sip.os)2.06 (0, OH) ¢.s4: 


1. iff 言 

Mit (Hi Y RR) 及び ウラ ン 等 の = オブ タン タル チタ ン 酸 塩 鉄 物 で (Y, U, etc) 
(Ti, Nb, Ta)。O。 の 化学 組成 を 有する 伏 物 の 代表 に ユー クセ ン 石 ポ リク レー ス 石 系 鉄 
物 が あり , 分 子 比 (Nb, Ta),O; : TiO, 31:3 以下 の も の を ユー クセ ン 石 (euxeni- 
te) と 呼び それ 以上 即 も チタン の 多い も の を ポリ クレ ー ス ヌス 石 (polycrase) と 呼ぶ 。 

近年 本 系 の 鉄 物 が 本 邦 各 地 の ペ グマ タイ ト か ら 産 出す る こと が 報告 の ^5) され て いる が , 
稀 産 鉄 物 に 属し 産出 量 も 少く , 且つ 化学 成分 が 複雑 で , 化学 分 析 の 行わ れ た 例 も 少 い 。 筆 
者 等 は 先 に 福島 県 石川 町 漂 路 産 の も の に つい て 記載 し ©, つい で 同 県 雲水 論 産 の も OVO 


q BOAR, 鉱物 学会 , 鉄山 地質 学会 連合 講演 会 (札幌 )】 で 一 部 講演 , 1957. 
"東北 大 学 理 学部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教 密 
) 伊藤 頁 市 ・ 桜 井谷 一 編 : BAe MER (上 ), 484, 1947. 
) 田久保 実 太 郎 ・ 上 田 健 夫 ・ 西 村 新 一 : Okey, 1, 275~290, 1954. 
) PORS— : StH, 2, 130.133, 1955. 
4) 岡本 要 八 郎 ・ 桜 井 欲 一 : Gk, 2, 134, 1955. 
) 
) 


長島 乙 吉 ・ 桜 井 欲 一 : oh, 2, 135~136, 1955. 
大 森 砂 一 ・ 長 谷川 修三 : Gk, 2, 268~274, 1955. 
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いて 報告 し た り 。 更に 最近 , BkAORIGY 8km に 位置 する —AYO ペグ マタ イト か 
ら , 多量 の チタ ン 鉄 鉄 に 伴 つ て ユー クセ ン 石 が 産出 する こと を 見 出し た の で , これ 等 の 産 
状 や 化学 組成 に つい て 簡単 に 述べ る 。 


2. 産地 及び 産 状 


一 井山 は 田村 郡 御 館 , 二瀬 , 飯豊 三村 の 境界 に 位置 する 標高 855m His, 山頂 に は 
斑 灯 岩 が 十 出 し て いる 。 こ の 附近 に 広く 分 布 す る 岩石 は 黒雲 母 角 関 石 花山 図 緑 岩 と , これ 
より 後期 の 黒雲 母 花 賠 隊 緑 岩 と で ある 。 ペ グマ タイ ト は 一 齋 山 の 山頂 近い 西北 斜面 (御館 
村 池 野 橋 ) に あり , 現在 草野 鍼 業 所 に よ ょ つて 東 長 石 を 採掘 し て いる 。 那 山 一 小野 町 , 人 須賀 
川 一 小野 町 聞 に は バス の 便 が あり, 前 者 を 利用 し た 場合 は 柳橋 , 後者 の 場合 は 栃 本 又は 中 
井 で 下車 し て 徒歩 で 達する ?)。 

ペグ マタ イト は 一 部 porphyritic な 中 粒 
ORBB CRE Hic dyke 状 を な し て 存在 第 1 図 AO te 
し , 厚 さ は 3~5m, 5~10° OSES CH 
南 に 傾い て いる 。 COREA EO CH 
JERK LOC RARUEEEREL TB 

ATLA) OFT BMGs 石英 , VK 
REOBBARA A-—Y4), AROSE 
で , 之 等 は 一 般 に 混合 し て 存在 し , 明瞭 な 
pegmatite zonning は み ら れ な い 。 その 
他 , 肉 妥 で 識別 出来 る る ゃ の と し て 電気 石 , 
白雲 母 , 鉄 雲母 及び チタ ン 鉄 鉄 が あぁ る 。 電 
RA, 百 雲母 妙 存 在 す る こと は , 阿武 隈 山 
地 の 西 側 即 ち 石川 , Berke, 手代木 等 に 分 
布 す る ペグ マタ イト と その 村 成 久 物 が 類似 し て いる こと を 示し , 中 央 部 の 羽山 岳 3 わ ロ 
KU, 川俣 系 列 の ペグ マタ イト と 異 つ て いる 。 

LD RIL AT TIA POR BEF チタ ン 鉄 鉄 の か な り 大 き な 結 晶 が 相当 量 存在 する こ 
と で ある 。 し か し この チタ ン 鉄 鉄 は ペ マグマ タイ 中 に 普 偏 的 に 存在 する の で な く , ある 部 分 
に 特に 密集 し て 存在 し , この 様 な 部 分 の 徴 斜 長石 パーサ イト の 赤 味 は 特に BK OT 
る 。 こ の 様 に チタ ン 鉄 鉱 と 共生 する パー サイ ト が 箱 々 濃い 赤色 を 帯 びる こと は 岩手 県 鉄山 
の ペグ マタ イト の 例 で も み ら れ た ")。 

ュー クセ ン 石 は か か る チタ ン 鉄 鉄 に 富む 部 分 に 存在 し , それ と 和 密接 に 共生 し て パー サイ 
} ト 中 或 は 石英 中 に 見 出さ れる が その 量 は 少 い (第 2 図 (1))。 叉 この 様 な 部 分 を 顕 役 鏡 で 


1) 大森 大 一 ・ 長 谷川 修三 ・ 今 野 弘 : AG, 42, 256~260, 1958. 

2) 探 掘 所 より 西方 約 3km, —Y ALPE PEE ahaa (CPEB RAE 1km) 
が あぁ あり, この 裏山 の スカ ルン か ら 美 吸 な 緑 鎌 石 の 結晶 を 産 す る 。 (Yokoyama, K.: 
Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 5, 373~388, 1957) 

3) 大 森 落 一 ・ 長 谷川 修三 : AO 41, 169, 1957. 

4) Hasegawa, S.: Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser, III, 5, 346~354, 
1957. 

5) _ 大 森 茂 一 ・ 長 谷川 修三 : Be, 39, 91-96, 1955. 
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第 2 図 ユー ク ャ セン 石 (Eu), $7 ve (ll), BARRA S-— YI + (M), 
石英 (Q), ゼノ タイ ム (Xe) RU, 
(1) WE 


thea a 


第 1 表 BRAS 
イィ ト の 化学 分 析 (DAT 


ジル コン (Zr) の 共生 関係 : 


(Il) 薄 片 の 顕微 鏡 ス ケツ チ 


第 2 表 FI VERO“ 
学 分 析 (Die RE 


者 , RII, 1956) 
SiO, 65.34 Wt% 
TiO, none 
ALO; 19.12 
He,O; 0.06 
MnO tr 
MgO none 
CaO 0.10 
Na,O 3.53 
K,O 11.60 
H,O(+) 0.22 
H,O(—) 0.18 
— — — ae _ 
Total 100.15 
Gare 2.57, 


Jif, 1956) 
TiO, 49.64 Wt% 
FeO 35.39 
MnO 2.70 
MgO 0.24 
CaO none 
Fe,O, 10.86 
Al,O., 0.11 
SiO, 0.32 
H,O(+) 0.21 
H,O(—) 0.25 
Total 99.72 
G4 12° 4.71, 


観察 する と , ゼノ タイ ム , ジル コン 等 が 認め られ る (HIM (ID)o ¥7I4 ARE 


な し て 単独 に 存在 する こと が 多い が , ジル コン は 短 柱状 の 結 品 水樹 校 状 或 は 放射 状 の 集合 


を な し 特異 な 形状 を 呈し て いる 。 

淡紅 色 を 時 する 徹 斜 長石 ペー サイ ト は 頭 微 鏡 下 で , microcline 中 に albite の lamel- 
lae が 細か く な らん だ perthite texture を 示し , その 化学 分 析 の 結果 は 第 1 表 に 示し 
た 通り で ある 。 この 結果 か ら 端 成分 を 求め る と Orga. Abgz, Any, となり, これ は 石 
川 産 の パー サイ トリ の Or gag Ab gs. An pp 及び 羽山 策 産 "の microcline perthite 


1) 河野 義 礼 : Gk, 15, 55~56, 1936. 
2) KRE—- RB) 


修三 > 岩 鉄 , 前 出 , 1955. 
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の OF 65.7 Absgo.s Anog に 近似 し て い 
る 。 


3 FRY K 


六角 板 状 の 結晶 を な し , 大 な る も の は 径 
10cm, BX lem に 達する 。 測 角 に 耐え 
る よう な 自 形 結 品 は 少 い が , 小さ な 結晶 に 
お いて は 度 面 の 他 に , r (10T1), s (0221) 
等 の 面 が 認め られ る 。 

化学 分 析 の 結果 を 第 2 表 に 掲げ る 。 これ 
より 各 成 分 の 原子 比 を 求め , 酸化 物 の 分 子 
LEE ROS LH 3R(1) の 如く な り , 更に 
(Fe, Mn, Mg) O が 全て チタン KHREB 


筑 3 表 チタ ン 鉄 鉄 端 成分 分 子 比 
(1) 


(Fe, Mn, Mg) O 43.7 Mol% 
TiO, 50.7 
Fe,O3 5.6 

100.0 


(2) 
(Fe, Mn, Mg) TiO, 77.7 


TiO, 12.4 
Fe,O, Doe) 
100.0 


成す る も の と て RTiO』, TiO,, Fes0。 を 求め る と 第 3 表 の 如く に な る 8 これ か ら 
明か な よう に 一 香山 産 チ タン 鉄 鉄 は 純粋 の Rt TiO; の 成分 に 一 致し な いで 過剰 の TiO。, 


Fe,O3 ESC Bo 


RABAT CHART SL, チタ ン 鉄 鉄 中 に 白 


4 2-TRY AOI 
(分 析 者 , 長谷 川 1957) 


| Wt % Cations 
CaO 145" | 
MnO 0.18 3 
ThO, 1.04 | 4 
[Ce},0, 1.62 aie 
Pamcem tra. 46° 9| \ tif. 28 
UO, WTS AL ay 
UO; 10.05 35 
FeO 2.34 33 
MgO 0.38 9\ 
Fe,O, 0.96 | 12 
vee St ae 
1 . 
es | | » 548 
Nb,O; 15.02 | 113 
Ta0; | 14.78 | 
SnO, | 0.39 | 
SiO, N18 19 
H,O(+) | 1.67 | 187 
H,O(-) | 0.33 = 
ee SY = 
Gime | 5.27, | 


i) Omor;, Kas 


色 光 輝 あ る 1 ミ クロ ン 程 度 の 格子 状 la- 


mellae と 小粒 状 の 異種 鉱物 が 包 有 て す 
る こと が 認め られ , MEIER, B 
FUL SC VIF NV EBDN, これ 等 は 
AKO BEMRIC KLOTAEUCRODCA 
ろう 。 こ の 様 に 化学 分 析 の 結果 過剰 の 
TiO。, Fe。O0。 が 存在 し , 赤 鉄 鉄 及び 
ルチル を 包 有 する 例 は 他 に 内 鞭 古 産 の 
FRY REGIA TC 確か め ら れ て い 
Ai). 


4 ユー クセ ン 石 


FY VEGA BCBD OVALE 28 — 
サイ ト 中 に ユー グセ ン 石 の 小結 品 が 構 
BER BUS BREE, 又は 散 点 状 を 
な し て 存在 する 。 自 形 の 結 品 は 見 出せ 
ず , 一 般 に 長く 3mm, 市 lmm 以 
下 の 紡 錯 状 な いし レン ズ 結 品 の 集合 で 
ある 。 肉眼 的 に は 帯 赤 黒色 で , 樹脂 光 
沢 が 強く チタ ン 鉄 鉱 と 識別 で きる 。 頭 
BEEF CLRBEBWC, メタ ミク ト 
の た め 等 方 性 で ある 。 


Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 6, 25~38, 1958. 


284 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 誌 


純 御 な 試料 を 得る こと は 極め て 困難 で あぁ つた が , 約 1g の 純 試 料 を 選別 し 得 て , LER 
に よる 比重 の 測定 及び 化学 分 析 に 供し た 。 Nb と Ta の 分 離 定量 は 容量 法 を 用 いた 。 化 
学 分 析 の 結果 及び 比重 の 測定 値 を 第 4 表 に か か げ る 。 

この 結果 は 猫 路 , 雲水 峯 その 他 の ユー ク ネ セン 石 系 鉱物 の 分 析 結 果 と 大 差 な い 。 こ の 結果 
か ら 原 子 比 を 求め BOR, Z 群 元 素 に まとめ の る と 

X=Ca, Mn, Th, Ce, Y, U, Fet? =265 (0.99) 

Z=Mg, Fet*, Al, Ti, Nb, Ta=548 (2.06) 

O = 1595 (6.00) 
の 如く , Xo.99 22.06 0600 と な る 。 も し る も HO, を 考慮 に 入れ る と Xo.99 Zo.06 ( 〇 , 
OH) 6.34 と な り , いずれ に し て も この 系 の 鉄 物 の 化学 式 六 Z。0。 に 近似 し て いる 。 M 
TiO, と (Nb, Ta)。O。 の 分 子 比 を 計算 する と 1:11 と な り , ユー ク ネ セン 夏 に 相当 し 
て いる 。 

本 邦 産 ニ = オ ブタ ン タル 酸 塩 鉄 物 の 化学 成分 上 の 特徴 は , 殆 ん ど 常に Nb>Ta (重量 比 
CHO, 普通 Nb。O。 の 含量 が Ta。O。 の 約 2 倍 に な つて いる 。 Ta>Nb の 関係 に ある 
鉄 物 は 少数 の タン タル 石 系 統 の 鉄 物 を 除い て は 見 当ら な い 。 こ の 問題 に 関し て は 後 の 機 会 
に 述べ る が , 一 銘 山 産 ユ ー ク セン 石 は Nb,O;/Ta,0,=1.02 と な り , 両者 の 含有 量 は 略 
等 し く 比 較 的 Ta の 多い 種類 と 云 うこ と が で きる 。 


5. 要 約 

MINT 94 RAE Pic, 厚 さ 3.5m の dyke 状 を な し て 存在 
し , BR BMRA S71 b (Orga, Absi.』An。.5), 白色 斜 長石 を 主要 構成 鉄 物 と 
し , その 他 に 少量 の 電気 石 , 白雲 母 , 鉄 雲母 , チタ ン 鉄 鉄 等 を 伴っ つて いる 。 

チタ ン 鉄 鉄 は 主 に パー サイ ト 中 に 板 状 を な し て 存在 し , その 端 成分 比 は Fe TiO, 77.7, 
TiO, 12.4, Fe。0。 9.9 Mol.98 で あぁ る 。 こ の 過剰 の TiO。, FeO, は 離 次 に よ つ て 生じ 
た 赤 鉄 鉄 及び ルチル の 混在 に よる も の で あろ Fo 

ュー ク ネ セン 石 は 1x3mm 程度 の 小結 晶 が 樹 枝 状 , 放射 状 集 合体 と し て チタ ン 鉄 然 に 伴 
っ で HL+ SOURIS (Cagigo Mn0 ooo Ce eo Fet? 
(M&o.03 Fe? 9.05 Alo.os Tiz.29 Nbo.as Tao.2s Sip.os) 2.0¢(0,OH) 6.5, で ある 。 


0-12) 0.99 


終 に 臨み , ARG ORR BA S 17 RAL, 便宜 を 与え られ た 曹 野伏 
業 所 に 対し て 調 意 を 表す る 。 尚 本 研究 の 一 部 に は 文部 省 科 学研 究 費 示 用 いら れ た 。 
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BRARBS LOMMLRAORA (ID) 
Druse in basalt and trachybasalt of Japan (II) 
~A H S&B *¥ (Ryohei Ota)* 


6 BHPRBOS A 

1) BR Beis BASACS DERM 200m の 南北 に 細長 い 島 で この 島 の 海抜 約 
100m 以上 の 部 分 は ほとん ど 平 坪 に 分 布 す る 粗 面 玄武 岩 の 類 岩 流 な ら 成 り , その 下位 に 
は 島 の 北部 の 約 3 分 の LORRI, 中 部 の 約 3 分 の 1 の 区 域 は 変成 岩 , 南部 の 約 
3 分 の 1 の 区 域 は 第 三 紀 層 が それ ぞ れ 占め て いる 。 この 粗 面 玄武 岩 に 唱 洞 鉄 物 を 産 す る 
事実 は 福岡 県 鉱物 誌 に 既に 記載 され て いる 。 残 島 の 粗 面 玄武 岩 を その 外観 か ら 区 別 す る と 
灰 褐色 の も の と 黒色 の も の と の 2 種 が あり , 前 者 は 主として 島 の 北 半 部 に , 後者 は 主 と し 
て 島 の 南 半 部 に 分 布 し て いて 品 洞 鉄 物 は 前 者 中 に 見 出さ れ 後 者 中 に は 全く 見 出さ れ な い 。 
卓 洞 鉄 物 の 産地 は 島 の 中 央 部 東側 斜面 の 中 腹 に あぁ りか つ 大 泊 部 落 の 南方 約 600m ORY 
YC, 統 密 質 の 灰 褐色 粗 面 玄武 岩 か ら 成 り 人 節理 は 著しく な く や ゃ 流 状 構造 が 認め られ , し 
ば し ば 前 記 の 黒色 粗 面 去 武 岩 を 外来 岩 片 様 に 包 有 し て いる 。 他 の 石 銀 場 で も 昭 洞 を 認め た 
が あぁ あまり 著しく な か つた 。 

2) BS 灰 福 色 粗 面 去 武 岩 と この 中 に 外来 岩 片 様 に 包 有 され た 黒色 畑 面 云 武 岩 と を 
鏡 下 で 比較 する と , 両者 に は 本 質 的 の 相違 が な く 造 岩 鉱物 の 種類 ・ 大 き さ お よび 石 基 の 組 
PREIS LA EMR CH SM, 前 者 は 新鮮 で ある に 反し 後者 は 多少 変質 し 有人 色 人 鉱物 の 一 部 
を 交代 し あぁ あるいは 石 基 鉱物 の 間隙 を 充 し て 多少 の 緑 池 石 を 生じ て いる 。 こ れ は マグ VAI 
来 か ら 揮 発 性 物質 に 富ん で お り 固 結 に 当り その 大 部 分 は 気化 し ある い は 品 洞 を 形成 し た が 
一 部 は 残存 し た た めで あつ て , 後者 は 外来 岩 刻 で は な い 。 灰 福 色 玄武 岩 の う ち 品 洞 を 全く 
認め な い 統 密 な 部 分 を 検 鏡 す る と 蘭 通 輝 石 含 有 角 隊 石 寿 棋 石 粗 面 玄武 岩 に 属し , PERIL 
MB BLU ABAD SM OME, 和 斜 長石 は 小さ く 班 品 と し て は 見 出さ れ な 
Wo RASHES 0.8mm 以下 の 短 柱 状 で や や 淡 緑 色 を 帯び 不 規則 な 割 目 が 発達 し て い 
る 。 角 関 石 は 長 さ は 1~3mm で 完全 に オ パ サ イト 化し 原 鉄 物 は 残存 も ず 磁 鉄鉱 ・ 煙 石 そ の 
他 の 微細 料 の 集合 か ら 成 る が , FERPA E RE SN CO So FAAS AE & EES 
量 に あり 移 に 標 森 石 を 包 有 し て いる 。 普通 輝石 は 長 さ 0.5mm 以下 の 柱状 で 淡 緑色 を 示 
Fo 石 基 は 間 粒 状 組 織 で 析 木 状 の 和 斜 長 石 ・ 柱 状 ま た は 粒状 の 普通 灯 石 ・ 不 規則 灯 状 の 磁 鉄 
gk - DEOHIEAB EVEIRO RM 5 MY SRAOSHRICLT VA) RAIL TU 
Bo LIZLIE KR~HRBE の 著しい 多 色 性 を 示す REST FP CAs HR Ce 
Wo RICE ELMS EABT SZ LHORMO ( I LUA AMAL CHER 
は 一 般 に 大 形 で ある 。 統 密 な 部 分 の 石 基 斜 長石 が 長 さ 0.08-0.2mm で ぁ つ た も の が 品 
- 洞 に 宮 ん だ 部 分 で は 長 さ 0.1 へ ~0.3mm と な つて お り , 化学 成分 で は An 73 前 後 の も の 
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BANGS 前 後に な つて いる 。 普通 輝石 で は 長 さ 0.02~0.1mm で あつ た も の が 長 さ 0- 
05 へ 0.14mm と な つて いる 8 BBGKIE 0.01~0.06mm で ぁ つ た も の が 径 0.02~0.15 
mm と な つて いる 。 これ は この 部 分 が 揮発 性 物質 に 宮 ん で いた た めで ある 。 その ほか 長 
針 状 の 火 灰 石 に 富ん で いる こと が 注意 され る 。 

3) 唱 洞 BINGE — A SE RRM BLU チタ ン 鉄 鉄 の 4 種 で ある 
が 頭 著 で は な く 余 程 丹 念 に 探さ な けれ ば 見 当ら な い 。 唱 洞 の 産 状 に は 次 の 3 種 が ある 。 4 
流 理 間際 に 生成 し た も の , b 妖 岩 中 に 点々 と し て 見 出さ れる 大 豆 へ 小豆 大 の 球状 孔 際 に 生 
成 し た も の , BLU CMBR LIZLESENTHS I SEEK POBRANO 
辺 に 生成 し た も の 。 こ れ ら の うち ぇ は 最も 普通 に み ら れ b は 少く c は 稀 で ある 。 ぇ a の 間際 
は 長き 1 へ ~3cm で 厚 さ は きわ め て 薄く , 上 品 洞 鉄 物 の うち 金 雲 母 が 最も 多く 大 き さ る も 委 
2.5mm PKC ORE CH SICRUSF 7 VR + RAE NS ABSA BSC 
IE CE RIOD Ys CN RAMOECES 1.5mm 以下 の 細 針 状 で 白色 の 沸 石 (BF 
達 沸 石 ? ) が 交錯 し 多数 生成 し て いる 。 チタ ン 鉄 鉄 は 径 1.0mm WL PORREPR 
島 で 稀 に 負 品 を 示す 。 パー ガス 石 は 長 さ 1mm 以下 の 草 褐色 柱状 結晶 で ある 。 チタ ン 鉄 
UL SBE LE LAC MRMORMS Lo RRMA RS 1mm LT OLR ERE 
柱状 結晶 で 明らか い 金 雲 芋 の 上 に 附 着 し て いる 。 な お 稀 に 鐘 乳 状 白 色 不 般 明 の 令 白 右 が 見 
出さ れる 。 ペ ポー ガス 石 と 他人 鉱物 と の 関係 は 不明 で あぁ る が , 他 産 地 の 実 例 で は パー ガス 右 は 
常に 金 雲 坪 よ り も 先 で ある 。 諸 鉱 物 の 品 出 順 序 を 第 6 図 に 示し た 。 


第 6 図 残 島 産 品 洞 鉄 物 の 品 出 順 序 
Pargasite 


Phlogopite 


Hypersthene 


Ilmentte 


Latah OIF EBUAKO EA CHS パー ガス 石 8=n.d., (+)2V=76° 80° 82° 
平均 79.3°, CAZ=19° 20° 平均 19.5°。 SBR B= ¥=1.563~1.565 3245 1.5640, 
(-)2V=0, RRR @ =1.698~1.703 平均 1.7005, B=1.706~1.711 平均 1. 
7085, y=1.713~1.718 平均 1.7155, (—)2V=55° 56° 57° 45 56.0°, b で は チタ 
YEG - N— AH ABBE URBAN NEN BIRICTLEE INE THY SH SNS 
か つ 少 な い 。 金 雲母 は 認め られ な か つた 。c CHEB ONBDSEREA OE HA 
Oe: ds > SRI (EX 0.2 へ ~0.3mm) で 包ま れ , これ が waa snes COM 
VMI 0.8mm 以下 の 細 隙 が 存在 する 場合 が あぁ り SOFC 生成 し た も の で ある 。 金 
雲 坪 ・ チ タン 鉄鉱 等 も 見 出さ れ た が 価 れ も 顕 復 鏡 的 の 大 き さ で か つ 少 い 。 

4) 考察 PAG PAs SAMAR KRS CH Y PMO Ci ANA 
2 GAD LR, FAPOAME COMER KRE CHOC, これ ら 
3 PESTO OIA 福川 を 除き いづ れる MRAKRA~ MERA CH SOIR 
CH Ho. BEA Ar Pee LHEFEL TWO SIZED 0 CH ¢ BHC RES FURIE 
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石 が 認め られ マグ マ 自 身 が 元 来 か ら 揮 発 性 物質 に 汗 富ん で いた と 推察 され , また 斑 品 角 関 石 
の オ パ サ イト 化 に よる 揮発 性 物質 ・ ア ルカ ヵ カリ 等 の 再 添加 が 考え られ る 。 こ の 産地 の 粗 面 玄 
武 岩 に 灰 褐色 の も の と 黒色 の も の と の 両 種 が あり 前 者 に 限り 上 品 洞 を 産 し 後者 に は 見 出さ れ 
な い が , 両者 は 本 質 的 に は 異な ちず 後者 は 揮発 性 物質 が が 大気 中 に 発散 また は , 品 洞 を 形成 
する こと な く 人 残存 し た も の で ある 。 この 現象 は 残 島 や 関山 ば か り で は な く 他 産地 で る も 小 規 
UCD FN SRI OMB CCH L Wo COMB ORIBEIRBE RABAT 
グマ と 反応 し た 形跡 が 著しい 事実 は 注意 すべ き で あり , また マグ マ 自 身 が 元 来 か ら 揮 発 性 
物質 に 富ん で いた こと も 重要 で ある 。 品 洞 母 岩 の 記 載 か ら 推 察する と この マグ マ は 地下 に 
BW CEB apie aaa TION CRUCIAL 
T2E AM BDNSS 


7. 下関 市 関山 の 品 洞 

1) BR この 産地 は 下関 市 街 北 東端 に あり 海抜 約 100m の 丘陵 の 中 腹 に 位置 する 
石切 場 で 松本 唯一 が 発見 し , その 後 筆者 が 現地 に 赴 い た 。 石 急場 の 岩石 は 灰 青 褐色 で 統 密 
質 の 粗 面 玄武 岩 で 附近 に は 他 に 黒色 の 粗 面 去 武 岩 も 分 布 し て いる 。 雷 頭 は 少 い が 土壌 の 色 
か ら 准 察する と RAMALREOD MS 広く 灰 青 褐色 粗 面 玄武 岩 の 分 布 は ほとん どこ の 
右 切 場 附 近 に 限ら れ て いる よう で ある 。 両者 が 直接 する 吉 頭 は 見 当ら な か つた 。 

2) BH この 粗 面 玄武 岩 と 外観 お よび 鏡 下 の 性 質 は も ちろ ん 品 洞 鉄 物 の 種類 お よび 
te. ee 

Zin, また この 灰 青 褐色 粗 面 玄武 岩 中 に 黒色 粗 面 玄武 岩 が 外来 岩 片 様 に 含ま れ て いる 

ae 黒色 粗 面 玄武 岩 は 鏡 下 に お いて 灰 青 褐色 粗 面 玄武 岩 と 本 質 的 に は 異な ちな い 
が 緑 泥 石 に 富ん だ も の で ある 点 に お いて , 灰 青 福 色 粗 面 玄武 岩 中 に 交 石 粒 の 皮膜 で 包ま れ 
た た 圭 質 外来 岩上 が 見 出さ れる 点 に お いて それ ぞ れ 似 て いる 。 し か し この 灰 青 福 色 粗 面 支 武 
岩 は 角 関 石 含有 様 枢 石 畑 面 玄武 岩 で あつ て 角 陰 石 は 少な く 移 に し か 認め られ な い 。 BEA 
色 鉱 物 は 税 橋 石 と 普通 輝 石 と が なほ ぽ 等 量 に 見 られ る 。 KAO O 2 EBD OAK 
と 品 洞 に 富む 部 分 の 石 基 と を 比較 する と , 後者 の 造 岩 讐 物 は 前 者 の それ より も 一 般 に 大 形 
で あぁ あり , また 講 鍼 物 の 光学 的 性 質 も 残 島 産 の も ひ の に よく 似 て いる 。 

3) 品 洞 XO BOMMZRI BY CBREODOUEBBCHK<., WOMB 
RRICEML EDOBEV は ほ ば 球状 孔 際 に 生成 し た も の の 2 型 が ある 。 品 洞 鉄 物 は パー ガ 
AA: GES RBBB EUS IVRRO 4 種 で ある 。 流 理 間 隙 は 長 さ 1~3cm で そ 
の 中 に 径 1~1.5mm の 金 圭三 が 多量 に 生成 し て お り , 他 に パー ガス 石 お よび チタ ン 鉄 鉄 
が 頭 役 鏡 的 の 大 き さ で 少量 見 出さ れ パ ー ガ ス 石 は 金 雲母 より 早期 の 品 出 で ある 。 
は 大 豆 以 下 の 大 きき さ で その 中 に チタ ン 鉄 鉄 お よび 紫 藤 煙 石 が 生成 し て お り 金 圭 評 は 認め ら 
A ed 
#3 1.7135, (—)2V=52° 52° 53° sey 52.3° SR B= y= 1.569~1.570 FH 1. 
5695, (—)2V=0. ABN A AGIBMOT DUETS 7720 

4) £R この 産地 の 品 洞 は 残 島 の 場合 に 酷似 し 恐らく 同様 の 成因 で あろ う 。 両 産地 
を 通じ 流 理 間隙 中 の 唱 洞 は 球状 孔 隙 中 の 唱 洞 に 比較 し 金 雲 母 が 頭 閉 で ある 。 こ れ に 似 た 例 
"pes 2h で も 見 られ な た 2。 


8. 佐世保 市 鳥 帽 子 岳 の 品 洞 
1) €R 鳥 幅 子 岳 は 佐世保 市 街 の 東方 約 3km に 位置 し 海抜 568.3m CKLRAO 
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EHD DRS RAFLIN LOLA MAME BRL BABAR LK Co 
の 玄武 岸 は 全体 が 灰 褐色 を 示し 径 0.2~1.0mm OMAR RE ARAM 
は 判り に くく 注意 すべ きこ と は 石英 の 外来 結晶 に 富ん で いる 。 この 岩石 中 に 径 20mm - 
Bx 0.7mm 程度 の 不定 形 の 外来 岩 片 が 1 個 含ま れ 母 岩 に は ほとん ど 附 着せ ず 厚 さ 0.5 
~2.0mm の 孔 際 で 隔て られ て お り , この 孔 際 は 上 唱 洞 鉄 物 で ほとん ど 全 く 充 堪 され て いる 
部 分 も ある が また 中 央 に 座間 部 を 残し て いる こと も ある 。 品 洞 鉱物 は 和 倖 長 石 ・ パ ペパー ガス 石 

RBBB LUF TVRRD OMY MBH ILVUSESER, これ ら 諸 鉄 物 の 上 に 草 
達 沸 石 び 針 状 結 晶 が 多く 生じ て いる 。 

2) BS AiR SL REREIC AR LMACARGES LU MAD OMS 
MHRA BS 1~2mm CHANDOS UV UKERERL RBS DONE 
は An 75~72 で あぁ る が な 縁辺 ほど An 分 子 を 減じ 最 外 縁 は An 60 KH CHF. PRA 
は 長 さ 1~2mm OBER CHEE RL PREM NE LIMES LOA B14 
ング ス 石 化し , SID CRIA O RIDBRAY 5140 石 基 は 麻 粒 状 組 織 を 示し 長 
x 0.2~1mm OMAROS-EA (An 55~50) ・ 長 さ 0.3mm 以下 の SEROMA 
お よび 長 さ 0.2mm 以下 の 柱状 の 普通 畑 石 か ら 成 り , な お 小形 の 方 環 石 が 多く 点 在 し て 
いて アル カリ 長石 が 僅か に 認め られ る 。 RICK EBB S OBO GEER 
岩 が あつ た よう に 思わ れる が 確 で は な い 。 こ れ を 包む 部 分 は 普通 輝石 と 少量 の 斜 長石 と 
か ら 成 り 微量 の 磁 鉄 鉱 を 伴う 。 そ の 組織 は 特異 で あぁ つて 長 さ 1+2.5mm の 細長 い 柱状 の 
SHB Ad HR aH ORICA LAC MEL THU, OED OFS HED THE 
石 の 一 部 を 包 有 し た 形 で これ より 粗 粒 ( 長 さ 1.5~2.5mm) OMRASCLL RMS NSo 
この 普通 輝石 の 光学 恒 数 は 次 の よう で ある 。( エ )2V==44° 44° 44° 46° 47° 48° 平均 46. 
6°, c 人 Z==42° 42° 42° 平均 42.0°。 ま た この 終 長 石 の 化学 成分 は An 55~53 で ある える 。. 
磁 鉄 鉱 は 径 0.15mm LPC PMMA SARS NOS 注意 すべ きこ と は Wi 
石 お よび 倖 長石 は し ば し ば 歪 を 受け て お り 促 屈 な 状態 で 生成 し た と 思わ れ , 27s 
の 一 部 は パー ガス 石 に より 交代 され て いて , な お 倖 長 石 中 に は 炎 灰 石 の 長 柱 状 結 品 が し ば 
し ば 包 有 され て いる 。 FLEA dL CHR: NH RABLURRERSAR 
LARACIMRIDILT J -V 7 V AMMBMICAEL TOA LERBHS. BPHOMEBBEC 
METS LaAW th CIM DNAPORMDMEAAS LUSEERAHANKINYS 

3) 品 洞 上 唱 洞 講 鉄 物 は 2 種 以 上 が 直接 し て 現われ る 場合 が 上 少ない の で 品 出 順序 は あ 
XY PARE TIS OPP PAC MART SLR 7 図 の よう で ある 。 HKALE 1-2.3m 
mM CERE RL バル サム ORR LO LER D> DICER HET SLR MRA 
属す る 。 パー ガス 石 は HS 0.3+1.7 mM の 淡 宰 色 柱 状 結 品 で ある 。 B= 1.636~ 1.638. 
平均 1.6370, (+)2V=76° 77° xB 76.5°, cAZ=21° 21° 22° se¥y 21.3°, Segee 
石 は 長 さ 03+ 1.5mm OYRERAEER EEC Zo B=1.713, (—)2V=54° 54° 平 
1 54°, FI y PSLRA AR CE 0.2~3mm O 6 角 厚 板 状 結晶 で し ば し ば 負 品 が 
み ら れ る 。 

4) 老 察 玄武 岩 ・ 粗 面 玄武 岩 ま た は 安山岩 等 の 中 に 石英 灯 ま た は BRED BUAE 
れる と 六 石 料 か ら 成 る 皮膜 で 包ま れこ の 皮膜 が 直接 また は 孔 陣 を 隔て て 痴 岩 に 接し , その 
孔 際 に 上 唱 温 鉱物 を 生成 する 例 は し ば し ば 認め られ る 所 で ある が , この 産地 は これ が 頭 若 に 
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B77 烏帽子 岳 産 品 洞 鉄 物 の 品 出 順序 
FPlagiaclase ; 


Tridymite 


Wedge-shaped) 


Pargasite 


Phlogopite 


Hype rsthe: ne 


Ilmentte 


RONSERALEBDNS. 石英 粒 ま た は 理 質 岩 片 が マグ マ 中 に 取 込 ま れる と 含有 し て いな た 
揮 人 性 物質 は ガス 化し て 膨張 し て マグ マ と の 間 に 孔 際 を 生じ , また マグ マ の 方 で る も 低温 物 
伯 を 取 込 ん だ た め に 結晶 作用 が すす み 抑 発 性 物質 が 遊離 する 。 揮発 性 物質 は 東 酸 ・ ア ルカ 
リ 等 を 伴い この 孔 除 に 濃 集 し 上 鹿 洞 を 形成 する よう に な る 。 ア ルカ リ 岩 系 の 粗 面 玄武 岩 の 石 
基 に は 方 東 石 は 認め られ ず , EPH D ABR Me GHGS LIRR BS TRA 
常 は な い が , この 産地 の 玄武 岩 は カル クア ルカ リ 岩 系 で あり 石 基 に 方 東 石 を 有 し また 品 洞 
に る も 酸 鉄 物 を 有する 。 ま た 唱 洞 鉱物 は 倖 長 石 を 産 す る こと か ら 考 える と 外来 岩 片 の 核心 
に は 花 届 岩 に 近い 斑 長 質 岩 石 が ある も の と 思わ れる 。 
9 山口 県 福川 の 品 洞 

1) BR この 産地 は 阿武 郡 福 川村 鶴 が 谷 に あり 大 浜 筑 が 資料 を 採集 し 筆者 に 副 与 し 
た 。 こ の 産地 は 萩 市 の 東方 約 10km に 当り , また 杉 健一 の 研究 に より 有名 な 笠山 か ら 東 
方 や や 南 偏 し 約 12.5km を 隔て て いる 。 大 沢 の 作 人 針 し た 地質 図 に よる と 母 岩 の 去 武 岩 は 
古 生 層 の 上 に 直接 載り 類 岩 台地 地形 を 示す 。 BMA KOMBO CHAE 
いて 霞 わ れこ の 産地 か ら 最 も 近い も の は 北東 方 約 1.2km の 場所 か ら 北東 方 一 帯 に 広く 
分 布 し て いる 。 資 料 は 挙 大 の 監 硬 な 数 個 の 玄武 岩 で その 内 の 1 価 に 上 品 沢 が みち れる 。 こ の 
卓 洞 を 含む 岩 塊 は 不 均質 で 一 端 の 部 分 は 暗 緑 色 を 時 し 統 密 質 で ある が , HOKE 
色 を 量 し 多孔 質 で 径 Imm 以下 の ほ ぽ 球状 の 孔 隙 に 富む 。 これ ら 両 部 分 の 境 は 比較 的 明 
RECH ZAMABADLNENILBW Cia OBEGNS ARE CS 0 FLERE DARA WEE CAR 
FALMAMB MAIN dsHNAWVROAANILHLVY A, 径 0.8mm Lh TORBBEAR PPM 
BULA ENZEOWUME 0.15mm 以下 の 光沢 ある 鉄 黒色 で 6 MRO FF v KSA 
在 し パー ガス 石 を 伴っ つて いる 。 ま た な た 和合 長石 の 白色 柱状 結 品 お よび 普通 輝 石 の 灰 緑色 柱状 結 
上 品 る も 認め られ る が , 後述 する よう に 石 基 形成 の 末期 の も の らし く 唱 洞 期 に も 引 続 い て 品 紅 
し て いた か る も 知れ な い 。 

2) 母 岩 お よび 品 洞 。 産地 附近 に 分 布 し 卓 洞 を 全く 有 し な い 統 密 な 玄武 岩 は 全体 が 濃 
青黒 色 を 時 し 個々 の 斑 品 は ほとん ど 認 め ら ちら れ な い が , Mic KF 0.8mm 以下 の 斜 長石 ・ 
長 さ Imm LOMA: BX 2mm 以下 の 角 了 関 石 な ど が 点々 と 見 出さ れ , また 径 lm 
m 以下 の 石英 が 交 石 粒 に 包ま れ て 認め られ る こと が ある 。 BPCRI SL MBASBA 
PIA ERE CREAR - HOSE - Ed bY R2 者 は ほ ば 等 量 に ある 。 邊 
BEL L CRE LUBE SRK SS. HRA (AN75 AP) は 長 さ 0. 
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5 へ 0.8mm OBERCOEOBREL BHAA (hiro BUS ARE RUD ODE 
出さ れる が これ は 外来 結晶 で あろ う 。 MAE 1mm PL FORERERL Ki CH 
AUER OWED BAS RISE BT SL LEBDS. 角 図 石 は 全く オ パ サ イト 化 さ れ し ば し 
ば 両 煙 石 稀 に 標 棋 石 を 包 有 し て いる 。 両 煙 石 が 平行 連 品 を な す も の が 少 か ら ず 見 出さ れる 
が これ は 混成 作用 が 閉 し か つた こと に 原因 する 。 石 基 は 章 粒 状 組織 を 示し 析 木 状 の 倖 長石 
GIRO RBED - FORE TIER OVE - DER ORMBAS LUMROBRAS OD 
ら 成 り , HEBBLUTIA) BAMEOCADLNS. RHEE — LE 0.7m 
M 以下 の 石英 の 外来 結晶 が し ぼ ば し ば 見 出さ れ , その 外縁 は 単 斜 煙 石 の 微粒 に よ つ て 常に 
厚く 包ま れ て お り 石 基 と 反応 し た 形跡 が 著しい 。 ま た 石英 の 一 部 は 鱗 夫 石化 し て いる 。 次 
に 既 述 の 品詞 を も つた 1 個 の 岩 塊 を 検 鏡 す る と , 較 緑 色 部 は 粗 粒 の 普通 輝石 の 集合 か ら 成 
YAMA bE CARCI 樹 枝 状 に 伸長 し , 1 個 の 大 き さ は 長 さ Smm 
以下 で 長 柱 状 を 量 し 例外 な く 閉 し い 歪 を 受け て いる の で 第 属 な 状態 で 生成 し た らし い 。 従 
つて この 普通 輝石 は 品 洞 の 生成 以前 に 伸長 し た も の で ある 。 光学 蛋 数 は 次 の よう で ある 。 
(+)2V=53° 55° 55° 58° a2) 55.2°, cA Z=55° 56° 58° 61° 2 57.5° = OB 
輝石 の 消 光 角 が 著しく 大 きい 点 は 注意 すべ き で あつ て か な り ソ ー ダ に 富ん だ も の と 思わ れ 
る 。 暗 青色 部 は 前 述 の よう に 多孔 質 で は ある が や や ゃ や 斑 状 組織 が 認め られ , ERAN MAL CR 
x 0.8~1.2mm の 終 長 石 ・ 標 機 石 お よび 全く オペ パサ イト 化 さ れ た 角 関 石 の 講 鉄 物 と , tk 
RAMA CRS O1~0.5mm ON RAS LU VAD MMe 5 MO BER E FRO T 
いる 。 LERMNMAONRADS £ UAE LIS LISMIBRERL, RAR ADTLE 
VB ea 72 k FICHE 7: FLERE IAL CARL RE BDNS I ERHDSo UCNS5EO 
場合 斜 長石 の 化学 成分 は An 68~63 で あぁ る が , し ば し ば さら に An HFRALUOAE 
石 (バル サム の 屈折 率 と の 比較 か ら 推 察し 中 性 一 灰 草 長石) が 時 に は さら に その 上 に アノ 
ー ソ クレ ス が 附 着 し 孔 際 に 臨ん で いる 。 普 運 輝 石 は 淡 緑 色 で や や 多 色 性 の 認め られ る も の 
も あり 光学 恒 数 は 次 の よう で ある 。 (+)2V==52° 53° 54° 54° 55° 平均 53.6°, cAZ= 
47° 49° 50° 51°52, 平均 49.8°, な お 僅少 な 例 で は ある が パー ガス 石 が 普通 輝石 を 交代 
し て 生成 し て いる の が 見 られ た 。 SRAOMKCRE DSSS RERCHRA lmm 以 
下 の 針 状 時 に は 柱状 の 炎 灰 石 が や や 多く 見 出さ れる 。 品 洞 鉄 物 と し て 明らか に 決め る こと 
の で きる の は 人 金 雲 坪 お よび チタ ン 鉄 鉱 で 極 く 稀 な 産出 で は ある が パー ガス 石 も 品 洞 期 の る 
の で ある 。 和 倖 長 石 お よび 普通 石 の 一 部 は 石 基 形成 の 末期 か ら 品 洞 期 に も 引 続 い て 品 出 し 
て いた か る も 知れ な い 。 金 雲 母 の 光学 的 性 質 は 次 の よう で ある 。 B=Y = 1.568~1.570「 平 
均 1.5690, X 三 淡 黄 色 Y= 福 黄 色 Z=H 

3) 考察 LOM RY SAAT S LE PURIC ISEB BD VY SOHMAN MORE 
部 が 少く と も 1.5cm OFX CHK, その さら に 外側 を 嘱 青 色 の 多孔 質 部 が 2~3cm 
の 厚 さ で 取 券 き さ ら に その 外側 に 紋 密 な 部 分 が ある と 思わ れる 。 玄武 岩 一 粗 面 玄武 岩 お よ 
び 安 山 岩 等 中 に 石英 粒 ま た は 季 質 外 来 岩 片 が 取 込 ま れ た 場合 , MAA OGKCA ENS 
の 外側 は 母 岩 に 直接 する こと も ある が し ば し ば 多孔 質 部 を 隔て て いる 例 が 認め られ る が , 
これ が 大 規模 に お こつ た 場合 に 相当 する と 考 えら れ マ グマ と か な り 反 応 し て いる 。 穫 者 は 
外来 岩 片 を 実兄 し た わけ で は な い が 類 岩 を 検 鏡 し た 場合 に 石英 や 斜 長石 な どの 外来 結 品 が 
見 出さ れる の で , HE < (ESL EIR BABI RZIET TI 4 PENN T TI 
AP CLDSEW Do MAREMBC BBR E 7 TEAS RS BB EGS koh A 
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Dm LBA SN, 光学 的 性 質 か ら 判 断 す る と 後者 より も ソー ダ に 富む 。 こ れ は 和 孔 陣 生成 
前 に 伸長 し た た めで あろ う 。 伸長 停止 後 は 暑 青色 部 は 揮発 性 物質 に 富み 角 関 石 の 閉 し い 品 
出 を 促 が し その 他 講 伏 物 も 大 きく 成長 し た が , 地表 噴出 後 の 温度 圧力 の 変化 に より 揮発 性 
物質 の ガス 化 お よび 角 関 石 の オペ パサ イト 化 等 に より 前 記 の 唱 洞 を 生成 し た と 考え られ る 。 
10. 佐賀 県 大 野 司 の 品 洞 

1) BR 大 野 岳 は 西松 浦 郡 南波 多 村 に あり 海抜 424m CERBOREID SRS 
沢村 孝之 助 は この 去 武 岩 に 品 洞 を 見 出し 資料 を 筆者 に 貞 与 し た 。 こ の 去 武 岩 は 全体 が 灰 福 
色 を 時 し 斑 状 組織 は あま り 明 瞳 で な い が 注意 し て 見 る と 長 さ 0.5mm LP FOREACH 
上 語 が 点 在 し て いる 。 こ の 岩石 び 流 理 間 際 に 品 洞 鉄 物 を 産 し , RRMA ALF IVR 
KReELLARA - EG - REA LURE FED ON OCHS. OHS 
OPHIR BLU KREtGRt SL HERI FT TVR LAR DPOZOKBE CH 
HL TORE Lo ERIC IRR BEER Ee 72 RE AHEAD ERO TWH 
の が 見 られ る 。 また 徴 細 な 8 MARES ST BRARAM SNA LMAARARMEA 
と の 関係 は 不明 で あぁ る 。 な お 後述 する よう に 岩石 薄 片 で は 有余 長石 お よび 普通 輝石 が 認め ら 
NADY CEM CH 50 品 洞 講 鉄 物 の 唱 出 順序 を 第 8 図 に 示す 。 


第 8 図 AREA? to HIB 
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2) BEBLURIE 。 母 岩 を 検 鏡 す る と SOKA DORA ah 5 BEd 
HE BOD CHEATER T SIO o MAAR S 0.8~3mm OEE 
状 を 示し 淡 緑 色 で 割 目 に そい イデ ィ VT ABIGCWUEA Cur CHAD TC Hil BET A D SCS HR 
を 有する 。 石 基 は 開 灯 状 組織 を 示し 主として 長 さ 0.2mm 以下 の 析 木 状 び 斜 長石 (An 73 
~68) - 長 さ 0.1mm 以下 の 柱状 また は 灯 状 の 衝 機 石 ・ 普 通 輝 石 お よび 4 角 ま た は 粒状 の 
BEA DEMD, な お 方 石 が 点 在 し て 認め らち られ ア ルカ リ 長 石 が 借 か な が ら 見 出さ れ 
Bo BYOB AT BAERS Sb A DEAT 球 に 近い 不定 形 の 斑 長 質 の 部 分 が あ 
り , この 部 分 の 中 央 に 品 洞 が ある 。 こ の 部 分 の み は ガ ラス 基 流 品質 で 造 岩 久 物 は より 粗 粒 
で ある 。 す な わ ち 長 さ 0.3~0.8 mm の 析 木 状 の 斜 長石 ( 累 帯 構造 が 閉 し く 中 核 は An 68 
へ 60 で 外 方 に 向い An 分 子 を 減じ 最 外 縁 は An 38~30) ・ 長 さ 0.2~0.5mm の 柱状 の 
THM GB LUES 0.2 へ ~0.6mm の 長 柱 状 の チタ ン 鉄 鉄 等 が 礼 色 ガ ラス 中 に 見 出さ れ , 
褐色 ダラス は や や BA FAL COT 褐色 グラ ス 中 の みな ら ず SRAPIC O MEPROBER 
石 が 多量 に 見 出さ れる 。 結 品 外形 か ら 考 え 磁 鉄 鉄 と 思わ れる も の は 極め て 少 い 。 和 孔 壁 に は 
SEA (バベル サム の 屈折 率 と の 比較 か ら 推 察し 恐らく 中 性 長石 ) FI VRS TEAS 
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UO YF HES INE LOS OC OMRAISTIUE BRS SHE ZEO_ LIBEL 
ZEVIOS L CHRIMBEAL, LIZLIEMRACROITI-V7V ADIL Tw So 
PME AL SED OE CRE FR LO PSEIEMAY 5NS. (+)2V=n.d., cAZ 
=48° 53° 平均 50.5°。 

3) BR 筆者 は 現地 を 踏査 し た こと が な く 資 料 は 1 個 で ある か ら こ の 品 洞 の 成因 を 
論 す る に は 材料 が 不 十分 で ある 。 北九州 か ら 山 陰 に か け て 分 布 す る カル クア ルカ ヵ カリ 岩 系 の 
玄武 岩 は 石 基 に 微細 な 方 理 石 を 有する が , 上 唱 洞 中 に 多量 の 坦 酸 鉄 物 を 品 出 する こと は 単 な 
る 結晶 分 化 作 用 に よ つ て は 考え る こと が で き な い 。 こ の 場合 鏡 下 の 観察 お よび 品 洞 久 物 の 
MGS CHER ES CEMBRBALAML その 化学 成分 が マグ マ 中 に ほとん さ ど 拡 
前 する こと な く , この 部 分 か ら 唱 洞 を 形成 し た と 思わ れる 。 揮発 性 物質 は 外来 岩 片 中 に 元 
来 か ら 人 和倉 まれ て いた も の ば か り で な く マ グマ か ら 遊 離し て きた も の る も 含む 。 前 記 の 球 長 質 
の 部 分 に チタ ン 鉄 鉄 は あぁ る が 磁 鉄 鉄 は な く か つ 炎 灰 石 に 富む 点 は 注意 すべ き で ある 。 

11. 唐津 市 石 高 山 の 品 洞 

1) BR 石 高 山 は 唐津 市 域 の 南西 隅 に 位置 し 海抜 271m で 附近 で は 最も 高く 石切 
場 と し て 稼 行 され て いる 。 この 産地 は 昭和 29 年 に 松井 和典 が 発見 し その後 筆 考 が 訪れ 
Zo 産地 附近 は 海抜 200~270m の 丘陵 が 起伏 し KRECKEMD SAD TREBLU 
新 第 三 紀 層 の 上 に 直接 載 つ て いる 。 

2) 母 岩 一 般 に 統 密 質 で 濃 灰 色 を 量 し 結晶 度 は や ゃ 高く 長 ま 1mm 以下 の 斜 長石 お 
SURE OBER OA REL TU So GE PIRI S LAHABBERB ICR LMARABE Let 
BALD ORS. SH (An74 内 外 ) は 長 さ 2mm 以下 の 柱状 を 示し 昧 帯 構 造 は 閉 し 
く な さく 横 枝 石 ・ 普 通 灯 石 ・ 磁 鉄鉱 等 を 包 有 し て いる 。 横森 石 は 長 ま 2mm DF OEE 
で 淡 緑 色 を 示し 部 分 的 に イデ ィ ング ス 石化 し て いる 。 石 基 は オフ ィ ティ ッ ク 組 織 で 長 さ 
15~3mm の 普通 輝石 の 主 品 の 内 に 長き 0.7~1.5 mm の 析 木 状 の 倖 長石 (An 60~55) 
お よび 長 さ 0.2mm 以下 の 短 柱状 また は 粒状 の 標 橋 石 や 磁 鉄 鍼 が 容 品 し Ce TOG 
CN SORTED RM RHEBRAH ANS RHA の 濃 灰 色 玄 武 岩 中 に 挙 大 以下 の 大 き 
さ の 真黒 色 の 部 分 が 外来 岩 片 様 に 包 有 され て いる こと が ある が , こ は れ 外来 岩 片 で は な く 
揮発 性 物質 が 大 気 中 に 放散 され る こと な く 緑 混 石 その 他 と し て 残存 し た に よる 。 こ の 岩石 
を 注意 し て 観察 する と し ば し ば 品 洞 が 見 出さ れ , その 産 状 は 他 産 地 の 例 と は や や 異 つ て い 
る 。 す な わ も 統 密 な 岩石 中 に 太 豆 ~ う づ ら 豆 大 の ほぼ 球状 の 孔 際 が 多数 集合 し その 内 の あ 
る も の は 相 連 絡 し て いて , この よう な 多孔 質 の 部 分 が 高き 10 へ ~30cm (最大 1m 余 ) の 
ほ ぱ 円筒 状 を な し て 立つ て お り , この 円 答 状 を な す 多 和 孔 質 部 の . 上 方 は 地表 に は 抜け て いな 
Wo MUMXLIOLGAIRKBHSH, BHO 結 に 際 し 話 岩 か ら 分 離し た 揮発 性 物質 が 
斑点 状 に 集 り 地表 に 抜け きら な か つた も の で ある 。 従 つ て 姓 岩 は 固 結 当時 比較 的 藤 か な 状 
態 が 保 た れ て いた と 思わ れる 。 唱 洞 に 富ん だ 多孔 質 の 部 分 を 鏡 下 に 検 す る と 組織 ・ 但 物 組 
成 お よび 大 き さ 等 に お いて 閉 し い 特 異性 を 有する 。 夷 品 部 と 石 基 部 と の 区 別 は な く 全体 の 
組織 が ガラ ス 基 流 品質 で 造 岩 鉄 物 は 前 記 の 綴 密 質 の 部 分 の 石 基 鍼 物 に 比較 し て 著しく 大 
きく な り 府 長石 ・ 標 機 石 ・ 普 通 畑 石 ・ チ タン 鉄 鉄 お よび 福 色 ガ ラス か ら 成 り , 福 色 ガラ ス 
は 肌 ガ ラス し て いて な お 少 基 の 磁 鉄 鈴 を 伴う 。 こ れ ら 講 讐 物 は 綴 密 質 の 部 分 の 石 基 鍼 物 が 
閉 し く 応 長 し た も の に 相当 する 。 肘 長石 は 長 さ 0.6~3mm の 長 杜 状 で 清純 で あり 化学 成 
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分 は An 40.35 で 縁辺 ほど Sz An 分 子 を 減じ An 30-25 で ぁ つ て , その 外縁 に 
アノ ー ソ クレ ス が 附 着 し て いる こと が ある 。 し か し 他 鉄 物 中 に 包 有 され て いる もの に は 
An 60 広 外 の も の が ある 。 MHA EX 0.5~2mmm の 柱状 で 淡 緑色 を 示し イデ ィ ング 
ス 石 化 は ほとん ど 見 られ な い 。 普 通 輝石 は 長 さ 0.3~1.5 mm の 柱状 で 淡 緑色 を 示す 。 チ 
タン 鉄鉱 は 長き 1~5mm OFRE SL 0.5mm 内 外 の 間隔 で 数 ~10 本 が 平行 し て 見 出 
され る こと が ある 。 これら 平行 群 が 標 橋 石 の 結晶 と 直交 し て し ば し ば 見 出さ れ , この 場合 
チタ ン 鉄 鉄 は いづ れる も 標 概 石 結晶 の 縁辺 部 を 貫 ぬ ぬく が 中 核 部 を 貫 各 いて いな い 。 従 つて チ 
7 YPC ARHMOP IED Fb ETRE ERL CRM LD, BAH 
THY MU CRB TORO CHS 30 HBREAM 7 ARICMELRO RRB ES BC 
出さ れる 。 

3) Bw RMARMIF 7 RAD CH AURA Do 72 B gee Pc Fe: 
x 1A2mm CHROME LE 1~6mm で 薄板 状 の チタ ン BOL DARE L CB 
に 生成 し て いる が , 前 述 の よう に 和 孔 隙 固 壁 の 石 基部 中 に 品 出 し た も の の 一 部 が その まま 孔 
隙 中 に 突出 し た も の で 品 洞 鉄 物 と は 言い 難い 。 品 洞 に 見 られ る チタ ン 鉄 鉄 は この 大 形 の も 
の と は 異 り 径 0.2mm LKOMMA 6 角 板 状 を な し 孔 壁 に 附 着 し た り ま た 大 形 の 和 斜 長 右 
RFI VERO EGROTO Zo BEAIAEH PCA ANNE TL RTH So EO 
ほか 少量 の 沸 石 が 生成 し て いる が 曹達 沸 石 らち し い 。 RRL RRAD 9 ba A ee 
むる の を 認め た 。 こ れ を 双 眼 頭 微 鏡 下 で 見 る と 斜 長石 ・ 普 通 煙 石 お よび チタ ン 鉄 鉄 の 良 存 
な 結 品 形 が 認め られ る 。 SRA HS 2mm 以下 の 柱状 ・ 普通 輝石 は 長 さ 3imm 以下 
ORB GEIR FIV GHEE 2.5mm 以下 の 黒色 薄板 状 を 量 し 相 交 錯 し て 生成 し て い 
て 品 出 順序 を 決め 難い 。 し か し これ ら の 大 部 分 は 石 基 形成 の 末期 に 生成 し た も の で 或 は 品 
洞 生成 期 に 引 続 い て いる か る も 知れ な い が 厳 密 に は 品 洞 然 物 と は 言い 難い 。 こ の 部 分 を 鏡 下 
に 検 す る と BEA MOREE EURO 3 者 が 網状 に 連絡 し 時 に は これ ら 講 鍼 物 の 
間 に 褐 色 グ ラス や チタ ン 鉄 物 を 伴 つ て いて , 全体 と し て 著しく 多孔 質 で あり 斜 長石 や 普通 
BIE RO-BRZCABL TOSI LMHS. HRAARE 0.8~3.0mm の 柱状 
2S MBA RCABENTHSYOIs An 55 内 外 の 化学 成分 の も の が ある が , ガ 
ラス 中 に 生成 し た も の は An 40 内 外 の 化学 成分 で あつ て 外縁 に 微量 の アノ ー ソ クレ ス が 
MLC SZILMHS. MEARS 0.2~0.8mm の 短 柱 状 で 淡 緑 色 を 示し 部 分 的 に 
イデ ィング スズ 石化 し て いる 。 これ に 反し 普通 輝 石 は 一 般 に 大 形 で 時 に は 長く さ 5mm (He 
し 前 記 両 人 然 物 を 包 有 し 時 に は オフ ィ ティ ッ TRIE ART o VERE CH EE HEH THB o 
光学 恒 数 は 次 の 通り で ある 。 (+)2V=53° 54° 54° 56° 57° 3 54.8°, cAZ=S51" 
51° 52° 3244 51.7° 礼 色 ガ ラス は 脱が ラス し て お り , FY VRE RE 0.5~1.5mm 
DHRE BT So 

4) ER IORMORMCERHORLG BH OMROS も 品 洞 鉱物 は Lem 
か な 状態 で 品 出 し た と 思わ れる 。 母 岩 に は 混成 作用 の 行わ れ た 直接 の 証拠 は 訟 の め あられ な か 
つっ た が , 元 来 か ら 揮発 性 物質 に 宮 ん で いた こと は この 類 岩 中 に 前 述 の 真黒 色 部 を 有する こ 
と から る 推察 され る 。 品 洞 鉄 物 の 種類 お よび 共生 関係 は 倉吉 ・ 残 島 ・ 田 倉山 その 他 で 見 ら 
れる も の と 異 り 高温 性 で あり , 鏡 下 に お ける 品 洞 附近 の 石 基 の 観察 や 卓 洞 久 物 の 組合 せ は 
KGEOBS LECT Zo MOT COMMOMAL 大 野 岳 の 場合 と は ぽ 同 様 で あつ 
て , Bb CBE RORBE MLE OMBRAR 7 THICH SE VT SOE Cd 
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洞 を 形成 し た と 考え られ る 。 ま た 大 野 岳 の 場合 より も や や 低温 で あぁ つた らし い 。 既 述 の よ 
うに この 話 岩 の マ グマ 汐 は 花 内 岩 中 に ある と 想像 され る 。 
12. 総 括 

富士 火山 帯 南 帯 の 玄武 岩 に は 品 洞 鉄 物 の 産出 は PRIS. BRR MIC LOLS 
大 島 の 波 淫 港 お よび 岡田 村 の 2 ヵ所 が 挙げ られ て いる の み で , いづ れる も 役 細 な 方 環 石 を 産 
する に と ど ま る 。 こ の 玄武 岩 は 理 酸 に 就き 人 過 飽和 で ある た め 結 品 作用 の 末期 に 石 甚 ま た は 
孔 陣 に 方 理 石 と し て 品 出し た も の で , この 種 の 玄武 岩 に は 混成 作用 (特に 酸性 深成岩 の 混 
成 作 用 ) の 影 絡 は ほとん ど 認 め ら れず , この こと は 地質 学 的 お よび 地球 物理 学 的 見 地 か ら 
る も る 確 め られ て いる 。 こ れ ま で 記述 し た 10 ヵ所 の 産地 は いづ れる 山陰 か ら 北 九州 に か け て 
分 布 す る 去 武 岩 お よび 粗 面 玄武 岩 に 限ら れ て お り , 成因 的 に 地域 的 に 前 者 と は 異 り 混成 作 
用 の 影 絡 が 著しい 。 な お 品 洞 鉄 物産 地 は 以上 の 他 に 文献 に よる と 次 講 産 地 が ある 。 パ ー 
ガス 石 お よび 金 圭 母 : 福岡 県 相 ノ 鳥 つ ・ 山 口 県 見 島 *) ・ 島 根 県 大 根 島 3 お よび 鳥取 市 北 
ARS, BE : 福岡 県 遠賀 郡 日 峰山 (松本 唯一 の 談話 に よる )。 な お ほか に 福岡 県 
鉱物 誌 ・ 平 戸 図 幅 説 明 書 お よび 呼子 図 幅 説 明 書 に も 産地 の 記載 が ある 。 久野 は 地球 上 で 見 
NSE KMBEEOMAIC LOT RKO 3 BARICDEL i. a VU 7T 4} RBM, D 
ANITVNAVBRBLUVCTVAYV AR SROBBERLER OKKBOARIR TT 
ELT ADAMRVIVITRDSEV VT 4B T VE COMBI T VT GThHSb TVAY 
PUR BERET 7 VEDZDERMEL CWS. DORR 7 TIC CLHX OBAMAS 
が , ABPMLADVV TA bBVT7I IOS CHCOTNA MRALRBY7 VPE CHE 
fa eo EG SE TEE HERS FAA CONE MEL EBAKAT SLM. MADE 
士 大 山 帯 南 帯 の 玄武 岩 は ソレ アイ ト 質 岩 系 また は カル クア ルカ リ 震 系 に 属す る 。 edt 
九州 に か け て 分 布 す る も の は 主として アル カリ 娠 系 の 粗 面 玄武 岩 に 属し し ば し ぼ さこ れ に 侍 
い カ ルク アル カリ 岩 系 の 玄武 岩 が 見 出さ れる 。 こ れ ら の 玄武 岩 一 粗 面 玄 武 岩 に 就 て は 富田 
・ 杉 その 他 に よ ょ つて 既に 論じ られ , また いわ ゆる 石英 玄武 岩 に 就 て は アル ヵ リ 横 棋 石 畜 武 
岩 マ グマ か ら 垢 質 岩 の 同化 作用 に よ ょ つて 導 か れ た も の と され て いる 。 本 文 で 述べ た 各 産 地 
の 母 岩 の 記載 を 通 覧 する と アル カリ 岩 系 に 属す る も の と カル クア ルカ リ 岩 系 に 属す る も の 
の 両方 が ある が , アル カリ 理系 に 属す る も の で る も 暴 型 的 な 畑 面 玄武 岩 で は な く 混 成 作 用 の 
影響 (EM peakh お よび 酸性 斜 長石 ・ 角 関 石 ・ 石 英 等 の 外来 結晶 の 混入 ) が 認め られ 
る 。 カ ルク アル カリ 岩 系 に 属す る も の で る も 典型 的 な 云 武 岩 で は な く 石 基 に は 方 理 石 と 共に 
林 村 石 や アル カリ 長石 が 存在 し 同じ く 混 成 作 用 の 影 絡 が 認め られ る 。 以 上 は 注意 すべ き 事 
実 で ある 。 玄武 岩 ~ 粗 面 玄 武 岩の上 唱 洞 鉄 物 の 成因 お よび 産 状 は 複雑 に 豆 り 簡 単 な 法 則 に ょ 
つて すべ て の 場合 を 律する こと は で き な い が , 唱 洞 鉱物 の 種類 ・ 品 出 順序 ・ 共 生 等 を みる 
と 共通 人 性 の み ら れ る 場合 が 少な く な い の で , 既 述 の 観察 を 総括 し 第 9 図 お よび 第 10 図 を 
VEG L720 第 9 RAIL EEMROK ID & PE WBS CH 10 図 は 伴 な う 場 合 で ある 。 HOY 
で は 田倉 山 ・ 高 必 内 お よび 倉吉 で は 酸性 深成岩 の 温 成 の 証拠 が 直接 に 認め られ る 。 BE- 
関山 お よび 恐らく 六連 島 の 場合 は マグ マ が 元 来 か ら 揮 発 性 物質 に 宮 ん で いた も の で ある 
が , 理 質 外 来 岩 片 が 認め られ 混成 作用 に 関係 が ぶ が ある と 思わ れる 。 以上 講 産 地 の 母 岩 は いづ 


1) 竹下 寿 : 趣味 の 地学 , 5, 4 号 , 1952. 
2)3)4) 松本 唯一 : Jap. Jour. Gelo. Geogr., 19, Sp. Pap., No.1, 1943. 
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れ も ア ルカ リ 岩 系 に 属す 。 鳥 峠 子 岳 と 福川 の 場合 は カル クア ルカ リ 岩 比 に 属し いづ れる 筐 
BOSCH LB LORIE CEE OT, いずれ る も 品 洞 鉄 物 の 種類 か らい えば 第 10 図 
の 場合 に や や 近い 。 Bl 図 に お いて は 田倉 山 を 除き 石 高 山 お よび 大 野 岳 は カル クア ルカ 
リ 岩 系 に 属し , 3 者 は いづ れる ARAM SAL TOS. BRIE EA CL 
この 化学 成分 が マグ マ 中 に 著しく は 拡散 する こと な く こ の 部 分 か ら 斑 酸 鉄 物 そ の 他 を 品 出 
し た も の と 思わ れる 。 な お 講 品 洞 鉄 物 の 特性 に た 就 て は “本 邦 火 山 岩 の 上 唱 洞 ” ( 後 報 ) に 述 
ベ べ る 予定 で ある 。 


296 SK DM OR SS 


ZSRALRA RE AOULSH GEA 


Chamical characteristics of glaucophanitic 
_ regional metamorphism 


A 陽太 郎 (Y6tar6 Seki)* 


Abstract : The regional metamorphism which produces glaucophani- 
tes can be regarded as metamorphism under low temperature and high 
pressure. It has been expressed by many authors including the present 
writer that the glaucophanites have no special characteristics in the 
chemical composition. 

However, it is evident from the statistical study of the available 
chemical data that the metamorphic rocks, especially the green schists 
in the glaucophanitic regional metamorphic terrains have generally higher 
content of Na,O and higher ratio of Fe,O。: FeO than the metamorphic 
rocks subjected to other types of regional metamorphism. These features 
are considered to be due to the soda-metasomatism and rather high water 


vapour pressure prevailing in some glaucophanitic regional metamorphic 
terrains. 


UEP RES AE tos US 

先 に 書い た , (ERA SACOM) の 中 で , 筆者 は , 藍 関 石 片岩 形成 の た め の 要 因 
は , 特殊 な 物理 条件 で あぁ り , 藍 関 石 片岩 その も の に は , 何ら , 他 の 角 関 岩 ま た は 緑色 片岩 
の 化学 組成 と か わる も の で は な いと の べた 。 同じ こと は , 都城 らち に よ つ て る も 最近 の べら れ 
72) の みな ら ず , すでに 1901 年 に H.S. Washington に よ ょ つて る 気付 か れ て いた 9)。 

広域 変成 作用 と よ ば れ う る も の を みる と , 藍 隊 石 片岩 を 全く 含ま な いも の と (Dalra- 
dian type の も の な ど ), それ を 産 す る 型 と に 大 きく わか た れる 。 BE, いわ ゆる 藍 B 
石 質 広 域 変成 作用 で あり , 前 者 は , この 見 地 か らい えば 非 藍 関 石 質 広 域 変成 作用 と 呼び う 
る で あろ う 。 両者 の 間 に は , 藍 隊 石 片岩 の 有無 の な な ら ず , 伴う 火 成 作 用 や , 変成 作用 の 
時 代 な ど で 相 当 は つき り し た 差 が 認め られ る 。 従 つて , 両者 の 中 間 型 の も の の 存在 は 当 人 然 
予想 され うる と し て も , この よう な , 広域 変成 作用 の 2 つの 型 へ の 区 分 は , HUT, BR 
的 な も の , また は , 思い つき 的 な も の で は な く , 広域 変成 作用 と いう も の の 本 質 に ふれ る 
も の で ある と 考え られ る 。 ま た , 著名 の 岩石 学 教科 書 の ほとん どす べ て の べ て いる よう 


* 埼玉 大 学 文 理学 部 地学 教室 

1) BS 陽太 郎 ok, 42, 227~238, 1958. 

2) 都城 秋穂 : 地質 , 64, 146~151, 1958; Miyashiro, A. and Banno, S.: 
Am. Jour. Sci., 256, 97~110, 1958. 


3) Washington, H.S. : Am. Jour. Sci., 11, 35~59, 1901. 
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7, TEEPE ESR EERE OA RN CHS] LW IBA, 対立 する も の で ある 。 
BW ARLBAMEAM, FFENEROtH Dd, 全般 的 に より 高圧 の 下 に , まな た 
は 温度 上 昇 に と も な うぅ 圧力 上 昇 が 全般 的 に より は げ しい 状態 で , 行なわ れ た と し て る も , 
両 変成 作用 の 間 に は , この よう な 物理 的 な ちがい が ある だ け で な く , な に か , 化学 的 な 差 
も あつ た の で は な い だ ろ うか と いう 疑問 は , 当然 わい て くる で あろ う 。 こ こと では, TOM 
題 に つい て の 筆者 の 見 解 を の べ る 。 

変成 作用 の 時 の 化学 的 条件 は , で き あ が つた 変 成 岩 の 化学 組成 と , FERRE OILS 
微 と な つて , あら われ て いる で あろ う 。 し た が つて , 談 成 岩 の 化学 成 分 を 比較 吟味 する こ 
Lik, まず 第 一 に され ね ば な ら な い 。 そ の 場合 原 着 の 種類 と 化学 組成 が 。 で き あ が つた 
ERA OPH SD, わり あい 簡単 に 推定 で き て , 原 岩 の 化学 成分 の 散乱 が 比較 的 すく な い 
も の が の ぞ ま し い 。 た と えば , 頁岩 や 砂岩 の よう な も の は , お な じ 頁 岩 , 砂岩 で あぁ つて る も 
相当 化学 成分 の こと な る も の が ある らし い の で , 上 に の べた 意味 で は , あま り 可 効 で は な 
い 。 和 侍 者 は , こ の よう な 点 で 比較 的 取扱 いや すい , 塩基 性 の 火山 岸 ま た は 半 深 成 岩 , まれ 
に は 深 成 絆 を 原 岩 と する , いわ ゆる 緑色 変成 岩 を し ら べ る こと に し た 。 

その 結果 , 芽 関 石 質 広 域 変成 域 中 の 緑色 変成 岩 は , 非 藍 図 石 質 広 域 変 成 域 中 の それ ら ょ よ 
めも , 全体 と し て で Na。O に 富み , BHO, 高い Fe,0,/FeO 比 を も つこ と が わか つた e。 


Zoe Na, EO 


BWAR LRA ORES b, FEN AR LRA CRORE OREB ACE ¢ OFF 
に は , K, Ca, Al, Fe, Mg, な ど に 対す る 相対 比 と し て の Na,O に 関し て は , ほとん 
ど 差 異 は 認め られ な い 。 し か し , か つて 鈴木 が 行 つ た よ ょ うに, Na。O-SiO。 の 関係 を み 
る と , 次 の よう な こと が わか つた : 第 1 図 に 示し た よう に , BRAALRAMERE 3 
けた 緑色 変成 岩 の こ の 図 で 占め る 範囲 は 訓 隊 石 を 各 む と 含ま な いと に か か わら ず 非 藍 隊 石 
質 広 域 変 成 作 用 に よ つ て 生じ た 緑色 変成 岩 の そ れ よ りゃ も Na,O の 多い 部 分 に ひろ が つて 
いる 。 そし て , 後者 の よう な 緑色 変成 岩 の Na。O-SiO。 MCHOSMMIL, 新生 代 お よ 
びそ れ 以 前 の , アル カル 岩 が , WDDZAC TAPES OP KUBORDAMMICILE 
一 致す る の で ぁ る 。 区 因 石 質 広域 変成 作用 を うけ た 緑色 変成 岩 の 原 岩 が , アル カリ 岩 系 の 
山 岩 ま た は 半 深 成 岩 で ある 場合 が 多い と いう こと は 日 本 の 三波 川 帯 を ふく め た いろ いろ 
の 地域 か ら 知 ら 札 て いる 。 し か し , その よう な 緑色 変成 岩 の 原 岩 が , アル カリ 岩 よ り も 更 
に 多量 の Nag。O を も つて いた と いう こと を 示す デー タ は 何 も 得 られ て いな い 。 また , 第 
1 図 で わか る よう に 苑 図 石 質 変成 域 の 緑色 変成 岩 全部 が Na,O に と ん で いる の で は な 
く , その 多く は , 非 藍 図 石 質 広域 変成 作用 を うけ た 結果 生じ た 緑色 変成 岩 と ほ ぽ 同 じ 位 
の NagO を も つて いる の で ある 。 以上 の べた よう な 事実 か ら , 一 部 の 藍 隊 石 質 広 域 変成 
作用 で は , Na,O の 添加 (Na,O-metasomatism) が と も な つた の で は な いか と いう 医 
問 が 出る 。 添加 され た と すれ ば , その Na.O は どこ か ら 来 た の で あろ うか 。 緑色 岩 に と 
も な う 他 の 種 の 岩石 , た と えば , 頁岩 , 砂岩 , チャ ヤー ト な どか ら 移 動 し て 来 た の で あろ 3 
か 。 こ の 問 に こたえ る に は デー タ は あま り に も と ば し い が , BHA LRAKOAR, 砂 
岩 チ ャ ー ト 源 の 変成 岸 が, 非 藍 図 石 質 変成 域 の それ ら よ りこ と さら に 少量 の NagO し か 
HPOITWOBWEWFEIRILI MOI LIE FAENSM) BMwk3CHSo. LTS 


1) SABE: BGK, 19, 123~136, 1938. 
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第 1 図 緑色 片 娠 の SiO,-Na,O 図 と , や ゃ はり, Na,O ik, 変成 
岩 地 域 以外 の 部 分 か ら , 添加 
され た と いわ ざる を 得 な い 。 

スズ ビジ }ORWE FECL 
WLIEBA SH7ZE DE, Hh 
向 斜 堆積 物 中 に 令 ま れ て いた 
CHA う 3 海水 の Na。O に その 
起源 を も とめ る の も よい か る も 
し れ な い が が , 藍 図 石 質 広域 変 
成 作 用 が WERE ZL, ee 
基 性 岩 類 の 活動 と 密接 に むす 
びっ いで る る 
と , その Na,O は , や は り そ 
の ょ うな 内 成 活 動 に と る も なつ 
て 地下 深 所 か ら , 変成 時 に YS 
MAHTMEBATLAR LXE 


う で ある 。 
BRA YV-~xwith, & 
Sid, wt % グ ネ シオ リー ベ カ イト の 生成 


藍 隊 石 質 変 成 作用 を うけ た 緑色 片岩 が , ma OO AIT S74 ズ 
山岸 お よび 非 藍 関 石 質 広域 訟 成 作 用 を うけ た 線 色 。 へ と の 間 の 関係 に つい て は す 
片 着 よ り 一 般 に 多く の Na。gO を も つこ と を 示す 。 で に 都城 ら ! 電 まるで の ※ 


A : ABROKUEOTZ4 —VE ら ル の DR Rh 
Bo: 非 藍 因 石 質 広 域 変成 作用 を うけ た 緑色 片 加え る こと は な い 。 
DIR DS 
C : PRABRATROREHBO74—-VF, 3. Fe,0;/FeO 
FLEMIS HEC a FAR に つい て 


先 に , Na,O に つい て 扱っ 
た 緑色 変成 岩 の な か の Fe,O3/FeO を し ら べ る と , 次 の よう な こと が わか つた : JER 
関 石 質 広域 変成 作用 の 結果 で きた 緑色 変成 岩 の , Fe。O。-FeO 図 で 占め る フィ ー ル ド は , 
新生 代 お よび それ 以前 の 火山 岩の上 占め る フィ VF と ほ ば 一 致す る が , 藍 関 石 質 広域 変成 
作用 の 結果 で きた 緑色 変成 岩 は , HAE SOMOS, も た ぬ も の る も 含め て , 火山 岩 類 の 
フィ ー ル ド よ り Fe。O。 の 多い 部 分 に まで ひろ が つて いる (第 2 図 )。 すなわち , BEG 
質 広 域 変成 域 の 緑色 変成 岩 の な か に は , 非 藍 隊 石 質 変 成 域 の 緑色 変成 岩 の も つ Fe,O,/ 
FeO より も 大 きい Fe2O』/FeO 比 を し めす も の が , し ば し ば 見 受け られ る の で ある 。 こ 
の よう な , 両 型 広域 変成 作用 の 間 の , 差 は 何 に 原因 する も の で あろ うか 。 
Kila, 風化 変質 する 時 に は Fe,O3/FeO 比 が た か まる こと は 容易 に 考え られ る 
こと で ある 。 そ し て , 広域 変成 作用 を うけ る まえ に , 地 向 斜 性 火山 活動 の 産物 で ある 火山 


| 都城 秋穂 : 前 出 ) 1958 ; Miyashiro, A. and Banno, S. : 前 出 
1958. 
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第 2 図 tk & HB O Fe,0,-FeO 図 


FeO wt% 


Fe.0; wt% 


不変 成 火 山 岩 の フィ ーー ルド 

非 藍 関 石 質 広 域 変成 域 の 低 度 緑 色 片 益 の フィ ー ル ド 

藍 鐘 石 質 変 成 域 の 緑色 片岩 の フィ ー ル ド 。 BRPGRHRIOZ 
ィ ーー ル ド 全 体 に ひろ が つて いる 。 

(オタ ゴ 地 方 の 緑色 片岩 は 丸 印 で 示さ れ て いる 。 Fe,O3/FeO 比 の 
Teds 2 EB) 


OW 


物質 が ある 程度 > また は 相当 程度 , BAERS CORLL DO YREZONSILG 
ある 。 し か し , 藍 隊 石 質 広域 変成 作用 を うけ た 緑色 岩 が が , 非 藍 関 石 質 変 成 作 用 を うけ た る も 
の より も, 変成 作用 前 の 風化 分 解 が は げ し か つた 事 を 示す デー タ は 価 も 存在 し な い 。 

火 山 岩 類 の 中 で , BEKRAI, 特に 高い Fe,0;/FeO を も つて いる 。 し か し , BEA 
石 質 広 域 変成 域 の 緑色 変成 岩 類 の 源 岩 に , 霞 石 去 武 岩 が あつ た と いう こと は , いま だ に ど 
こ か ら も 知ら れ て いな い 。 

BWA, 非 藍 関 石 質 の 両 型 広域 変成 域 の 緑色 変成 岩 類 の Fe,0,/FeO の 差 は , BR 
作用 の 時 の , 物理 化学 的 条件 の 差 に 原因 が ある よう で ある 。 そ し て その 原因 は , 主として 
変成 作用 時 の 水蒸気 圧 の 高低 に 求め られ る と 思わ れる , 何故 な ら , 岩石 中 の 2Fe,0,24 
FeO+O。 の 反応 が どちら の 方 向 に た に: どの 位 の は や さ で すす むか と いう こと は , EK, FH 
石 の な か の 水蒸気 圧 に よ つ て 決定 され , 水蒸気 圧 が た か い ほ どこ の 反応 に 左 に すす むか ら 
で あぁ る 。 す な わ ち , 藍 隊 石 質 広域 変成 作用 は , 非 藍 隊 石 質 広域 作用 より も, 一 般 に , 高い 
水 恭 気圧 下 で 進行 し た の で あろ 30 

以上 の べた こと は , 変成 岩 の な か の 変成 鉄 物 の な か に も あら われ て いる と 思わ れる 。 す 
な わ ち , 灰 長 石 ブ ラス 2 分 子 の 水 と いう , 非常 に 多く の 水 を 含む ロー ソン 石 と , ロー ソン 
石 ほ ど で は な い が エ ビ ド ー ト より も は る か に 多く の 水 を も つて いて , し か る ロー ソジン 石 ・ 
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エビ ドー ト と 似 た 化学 組成 ( 水 を 除い た 時 の ) を も つ パ ペン ペ リ ー 石 は , それ ぞ れ 藍 隊 石 質 
広域 変成 域 独 持 の , また は , 藍 図 石 質 広域 変成 域 に 非常 に 出 や すい 伝 物 で ある 。 こ れ ら の 
Kit, REAR CAs, ロー ソン 石 は , 頁岩 , 砂岩 な どの 岩石 より 生じ た 変成 岩 の 
HARD, し ば し ば 報告 され て いる (この こと は , BRA, 非 藍 隊 石 質 の 両 型 の 広域 変 
成 作 用 の , 頁岩 や 砂岩 源 の 変成 岩 類 に あら われ て いる ちがい の 一 つ で あぁ ある) 。 

も ちろ ん j 藍 関 石 質 広 域 変成 域 の な か で も , ロー ソン 石 や パン ペリ ー 石 を 産 し な い 地 域 
が まれ に ある 。 た と えば , 青海 地方 の も の な ど で あ る !。 この よう な 所 の 変成 作用 で は , 
水 恭 気圧 は そん な に 高く な か つた の か も し れ な い ")。 

Mic, 非 藍 関 石 質 広域 変成 域 と よ ば れ う る よう な 地域 に パン ペリ ー 石 を 産 す る 所 が あ 
Bo = ミー ジー ラン ド の オタ ゴ 地 域 は ぞ れ か で ある や 3 か し 計 LOA TAMMTL, 7a 
ス 石 (crossite) と よ ょ ぼれ る アル カリ 角 了 関 石 が , 陽 起 石 結 晶 の 中 に 残 品 と し て (?) まれ に 
産 す る と 報告 され て いる こと は 注目 に 値する が 。 そし て , 第 2 図 に 示し た よう に , F 
タゴ 地域 の 緑色 変成 岩 の Fe。0』/FeO が , thm FR 隊 石 質 広域 変成 域 の 緑色 変成 岩 の 
Fe。O。/FeO より も 和 錦 か に 高い こと る も 注目 され ね ば な ら な い 。 オタ ゴ 地域 の 広域 変成 作 
用 は , BREE, FFENARO 200M OPN GRADER, すく な く と る も , KA 
気圧 は 相当 た か か つた の で は な いか と 思わ れる 。 

藍 関 石 質 広 域 変成 作用 の 結果 で きた 変成 岩 に は , 寺 母 類 , と くに 百 雲母 は ふつ うに 見 ら 
れる が , カリ 長石 が 非常 に まれ で , ほとん ど 見 出さ れ な いと いう 事実 も , この 種 の 広域 訟 
成 作 用 で は 水 薫 気圧 が 高い と いう こと に 原因 する の か も し れ な い )。 この 意味 で , さき に 
あぁ あげ た オタ ゴ 地 方 の 変成 岩 中 に も る も, カリ 長石 が で き て いな いと いう こと は 注 朋 すべ きこ と 
ある 8 

岩石 の な か の 水 の 量 と , 温度 条件 が 同じ で あぁ あれ ば , BEL, 水蒸気 圧 と は 平行 し て 変化 
し , BEMha <¢ und, 水蒸気 圧 も 上 昇 す る で あぁ ろう 8)。 藍 関 石 質 広域 変成 作用 が , 
一 般 に , 高 水 恭 気圧 の 下 で 進行 し た らし いと いう こと も ここ に 原因 が ある の か も し れ な 
Wo し か し , その 反面 , 水 の 量 と , WEL, 岩 左 お よび それ らい に 支配 され た 水蒸気 圧 よ と い 
うい ろ い ろ の 条件 の 差 に よ つ て 藍 隊 石 質 広 域 変 成 作用 が , また , いく つか の 型 , 相 , また 
は 亜 想 に わけ られ る 可能 性 が あぁ ある)。 
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Miyashiro, A. and Seki, Y.: Jap. Jour. Geol. Geogr., 1958, (Elfil-h 

3) Hutton, C.O.: Min. Mag., 24, 529~533, 1937; Hutton, C.O. ;: 
N. Z. Dept. Sci. Ind. Res. Geol. Mem., No. 5, 1940. 

4) Turner, F.J.: Trans. Roy. Soc. N.Z., 65, 329~349, 1935; Min. 
Mag., 25, 207~211, 1938. 

5) 端 山 好 和 : 地球 科学 , 26-27, 1956. 

6) Hutton, C.O.: N. Z. Dept. Sci. Ind. Res. Geol. Mem., No. 5, 
1~90, 1940. 

7) AO porosity OW TE, TI CIENZAW 

8) Yoder, H. S.: Geol. Soc. Am, Sp. Pap., 62, 505~524, 1955; 
Thompson, J. B. : Am. Jour. Sci., 253, 65~103, 1955. 

9) Miyashiro, A. and Seki, Y. : 前 出 , 1958. 
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も し , BRARLRAREAD, 一 般 に , BOARREOLCHbDHI THE, そ 
の よう な 変成 作用 の 結果 で きた も の で , WEA, 白雲 母 , その 他 の いわ ゆる 低温 性 佑 物 よ 
り 成 る 変成 岩 が あぁ つて る , それ を 一 概 に 低 度 変成 岩 ま た は 低温 変成 岩 と 片づけ られ る か ど 
IHRE CH SY. すなわち , BAAR, 非 藍 関 石 質 の 変成 作用 の 2 つの 型 の 開 で は , 変 
成 岩 の 変成 鉱物 組成 か ら ふ つう 推測 さ れる 温度 の 規準 の 点 で の 共通 し た 太 度 が 見 失 な われ 
SHRED So OC PGE C, PRL CS, 増進 変成 作用 に よる 倶 物 変化 を 
も る も と に し た 分 _ 帯 が で き な か つた こと ょ とう? の 原因 の 一 は , ここ に ある の か も し れ な い 。 

藍 隊 石 片 内 が た か い Fe,0,/FeO 比 を も つこ と は Dengo に よ ょ っ つて 指摘 され て いた 9。 
Bild, この こと が , 藍 関 石 形成 に 関係 が ある の で は な いか と の べた 。 Venezuela の いね 
ゆる 藍 隊 石 が は た し て どん な 化学 成分 を も つか は つき り し な い が , Dengo に よっ つて 指摘 
され た 事実 は ,「 基 山 物質 を 原 岩 と する 藍 関 石 片 岩 の Fe。0g/FeO id, 225 0K HO 
Fe,0;/FeO より も 高い こと が 多い 」 と いう 形 で , ここ で 再 確認 し た い 。 し か し , Fe,0, 
/FeO 比 の 大 きい こと が , 直接 に , 藍 関 石 唱 出 を 促し た か どう か は 疑問 で ある 。 Fe,03/ 
FeO 比 が た か けれ ば , TVAVBMAO RY CY F,0,/Al,0; DAZ URAOSOT, 
し か も, REBBOVUAWS OO MMM SH, F,0,/A1,0, ONS ERAT 0 
Omid, 逆 に さま た げ ら れる で あろ 5. FECT, BEE < BEOBEUICIOCBIS 
CHA 3 水 恭 気圧 の 高まり は , 藍 関 石 ブ ロペ パー の 形成 に 対し て は , BELO Er 
す と 考え られ る 。 す な わ ち , 藍 図 石 片 岩 と いう も の の 中 の 藍 関 石 を 広い 意味 に アル カリ 
BAB LORRI LN, 高 水蒸気 圧 に よ つ て お こつ た で あろ う 3 Fe,0,/FeO の た か 
まり は , 藍 隊 石 片岩 形成 を 促進 し た で あぁ ろう が , 「 藍 関 石 片岩 相 」 を 意味 づけ る よう な 藤 
関 石 プ ロペ パー を も つた 藍 隊 石 片岩 の 形成 に は , Fe。0。/FeO 比 の 大 きい こと は 直接 的 な 関 
係 は な いと 思わ れる 。 


AOE ven WB 
BWAR LEAR, 高圧 と いう 物理 条件 の ほか に , Na メタ ソ マ テ ィ ズム と , 
高 水蒸気 圧 と と と も な うこ と が 多い こと が , 座 成 岩 と くに 緑色 変成 岩 の 化学 組成 と , 変成 
鉱物 と も 吟味 し た 結果 わか つた 。 


AR この 報告 を まとめ る 過程 で , 東京 大 学 地質 学 教 鶴 久 野 久 迷 授 , ARATE, 
坂野 昇平 氏 そ の ほか , 岩石 学 関係 の 方 々 か らい く た の 旧 重 な 批判 を 預 い た 。 こ れ ら の 人 々 
た る ふか (RATA. 


1) Yoder, H. S. : Am. Jour. Sci., Bowen Volume, 569~627, 1952. 


2) MERE: 前 出 , 1958; BE 陽太 郎 : 前 出 1958. 
3) Dengo, C. : Bull. Geol. Soc. Am., 64, 7~39, 1953. 
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九州 第 三 紀 花 賠 岩 類 の Ra Bee * 
Radium content of some Tertiary granites in Kyushu 
isle see #§ (Hitoshi Momoi) ** 


Abstract: The determination of radium was made by the solution 
method, using the ionization chamber. The samples were collected 
from six granite bodies in Kyushu: Tsushima, Okue-yama, Ichifusa-yama, 
Shibisan, Takakuma-yama, and Osumi granite bodies. 

All of these bodies, which are composed exclusively of fine-grained 
biotite granite containing dark or light brownish-red or reddish-brown 
zircons, are intruded into Paleozoic or Mesozoic sediments accompanied 
by both thermo-metamorphic effect and pneumatolytic ore deposits on 
their north or south side, showing small circular exposures from 4 to 10 km 
in diameter. 

As regards radium content, the Tertiary granites investigated are 
distinguished from older granites by the following characters : 

(1) The Tertiary granites are richer in radium than older ones ; 

(2) The mean radium content of each Tertiary or Cretaceous granite body 
generally increases with increasing silica, while that of each Permo Triassic 
Ryoke granite body tends to decrease; (3) As to an individual granite 
body, the radium content of Cretaceous granite varies sympothetically 
with silica, but that of the Ryoke granite is in antipathetic relation to 
silica. Such relations between radium and silica contents cannot clearly 
been perceived in any Tertiary granite body, because there observed little 
variation of silica if present ; (4) The orders of intrusion of the Ryoke 
and Cretaceous granites have been known well: the former granite shows 
the tendency that radium is more concentrated in younger intrusions, while 
the Jatter in the older. In the case of the Tertiary granites, however, 
the order of intrusion has not yet been decided. 


Le, VE Aen we 

HAROCEMEIO Ra SERA RAOMRC LOC 特徴 的 に 変化 する こと , と くに 第 
SKE etic Ra 含有 量 が 領 察 期 ・ 白 聖 紀 の も の より 大 きい も の が 多い こと , BE 
びそ の こと の 原因 に つい て の 閉 察 は すでに 発表 し た りり 。 し か し 第 三 紀 花 賠 岩 類 に つい て の 
デー タ は 僅か で ある し , 西南 日 本 外 帯 に 分 布 す る この 花 賠 岩 類 は 地質 学 的 に 特異 な 存在 で 
ある し , と くに 現今 の ウラ ン 資 源 の 点 か ら る も 後期 白 牌 紀 花 賜 岩 類 と 同様 に 注目 し な けれ ば 
な ら な いも の で ある 。 今回 は この よう な 観点 か ら と くに 九州 の 第 三 紀 花 内 岩 の うち , HE 


* 日 本 地質 学会 , 西日本 支部 総会 講演 , 1958, 2 月 . 
4 九州 大 学 理学 部 地質 学 教室 
1) 桃井 音 ・ 古 貨 昭 人 : HWE, 62, 383, 1956 ; 富田 達 ・ 桃 井 斉 ・ 唐 木田 芳文 
: 岡 大 温 研 報 , 19 号 , 16.26, 1957. 
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FAY - TEER - RL SLY A GR KOI) TEESE BETO 
対称 と し た 。 EL CHEAT EMAATER EMO OO LIERL AME, その Ras 
SBC NTC OW CANS. HEOMMME MT NIZE CHS 
2. 九州 の 第 三 紀 花彫 岩 類 

FUND EE) ARERR SCE TS ECO CORBI, SREY に よる 
Pas BAS rE i SOREN TROPICS ENTS. COMREY, Cn b6 OG 
岩 類 は 西南 日 本 内 帯 各 地 の 花 周 岩 類 と は 異な り 上 部 白 程 紀 以 後 の 綱 入 に よる も の で あり , 
化学 成分 上 の 特徴 は 式 ・Mg HA, Ca が 逐 し いこ と が 指摘 され た 。 

その 後 , 富田 達 や ・ 唐 木田 芳文 が は 副 成 分 ジル コン の 群 色 に よる WIESE E IVs, = 
れ ら の 花 得 央 類 が いづ れる 第 三 紀 中 新 世 の 綱 入 で ある こと , さら に 外 帯 花 賠 岩 類 だ け で は 
な く 対 島 ・ 五 島 の 花 軸 岩 類 も 同時 期 で ある こと を 明らか に し た 。 

一 方 これ ら 花 論 岩 類 に 伴う 豊富 な 金属 鉄 床 は 木下 亀城 等 5 の 研究 に より , Sn:W・B 
に よ ょ つて 特 微 付け られ た 典型 的 な 浅 成 高温 鉄 床 で ある こと が 明らか に され な た 。 

次 に 試料 を 得 た 各 岩 体 の 性 質 を 秘 単 


に 記す 。 第 1 図 九州 第 三 紀 花 賠 岩 類 の 分 布 図 
HEERS® 長崎 県 対 島 下 県 郡 の SS 

南部 中 央 区 , 内 山 部 落 を 中 心 と する 直 

径 約 4km の 花 賠 岩 体 で あり , その 8 


一 部 は 北方 , 日 掛 部 落 附近 の 谷底 に も 
Bi ABO MERE ( 古 第 三 紀 層 ) to 
を ホル ン フ ェ ポ ヤス 化し て いる 。 これら 
の 分 布 状態 お よび 野外 の 事実 か ら 判 断 
する の に , この 花 褒 岩 体 は 北部 で は 低 Pema 
角度 で あぁ る が それ 以外 の 部 分 で は や や x 
急 角度 の 接触 を な し て いる 。 ia rosasans 
ペグ マタ イト ・ ア プラ イト 岩 脈 は 存 
在 す る が , 小 規 模 で 少な い の が 特徴 的 & shigisan 
で あぁ る 。 し か し 多量 の 石英 斑 岩 が 対 州 id 
層 群 中 に シル 状 (KARO - 18 
斜 に 調和 的 に 分 布 す る ) また は 岩 脈 状 UCHINOURA 
WHAL TWSo ater 
ELH O BEE CH 0, に 


1) 桃井 斎 ・ 古 賀 照 人 : 前 掲 , 1958 ; 富田 達 : 桃 井 斉 ・ 唐 木田 芳文 : 前 掲 , 1957. 

2) 鈴木 醒 : 地質 , 44, 625~660, 1937. 

3) 富田 達 Mem. Fac. Sci, Kyushu Univ:, Ser. D. 4, 135~161, 
1954. 

4) REC: 地質 , 61, 337, 1955. 

5) BAHFH-ARFRRM: SHR: HA, 59, 309, 1953; eA : GK, 
26, 78~89, 1941; 松隈 寿 紀 ・ 宮 久 三 千年 : GH, 41, 89~97, 173~180, 
F987. 

6) 西原 元 男 : 東邦 亜鉛 対 州 鉄 業 所 報告 (手記 ), 1954. 
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角 関 石 を 含み , BEGRGK - RORRGRGK - VAI Vv Vay StH RORBMEL THOT So 
ジル コン は その 量 上 少なく, BERRI PICAEL (> BU - EAI LL BHSO 

x OTE BE LEPROD SRE L ClEWINGKUBARBA CHV, ホル ン フ ェ エルス 帯 を 
BU CHE BEAOBAMNCHEFT SZ. EOD, 岩 体 の 西南 部 ・ 北 北東 部 に 数 多く の 小鉄 床 
群 が 存 在 し ,。Pb・Zn を 産 す る が , 他 の 金属 種 は 少 い 。 

大 崩山 花 内 岩 !) 宮崎 県 北部 に あり , その 一 部 は 大 分 県 尾平 お よび 小野 市 附近 に も 見 ら 
れる 。 直径 約 10km OBRMEACH Y, ring dikes を 伴う こと で 古く か ら 有 名 で ある 。 
秩父 古 生 層 と 時 代 未 詳 中 生 層 と に 緩 信任 で 接し , 極め て 広範 囲 に ホホ ルン フェ ルス 化 が 見 ら 
れ 北 部 で は と くに 著しい 。 石 黄斑 岩 及び 花 韻 斑 岩 の ring dikes の ほか に 顕著 な ペグ マタ 
イト ・ ア プラ イト 岩 脈 を 伴い 特に 岩 体 の 周辺 部 で 著しい 。 

岩 質 は 中 ~ 細 料 の 黒 圭 母 花 賠 岩 で あぁ ある が , と き に 百 雲母 ・ 角 図 石 を 含み , 副 成 分 鉱物 と し 
て は ジル コン ・ 磁 鉄 鉄 ・ 炎 灰 石 ・ 福 角 石 ・ 頂 格 石 が ある 。 ジ ルコ ン は 黒雲 母 中 で 著しい へ 
ロー を 生じ て いる も の と , ハロ ー を 有 有 し な いも の と の 2 種類 が ある 。 

鉄 床 は 特に 西北 部 の 古 生 層 地区 に 多く , 尾平 ・ 見 立 ・ 土 紀 久 ・ 木 浦 等 の 大 鉄山 が な あり, 
豊富 な 金属 を 伴う が 特に Sn に ょ つて 特徴 付け られ て いる 。 

紫 屋 山花 賠 岩 *) 鹿児島 県 北部 紫 尾 山 預 の 西側 に あり , 南北 に 長く , 西 に 張り 出し た 弧 
状 の 露出 を 示す 。 こ の こと は 他 の 第 三 紀 花 賠 岩 体 が 大 体 円 形 の 赴 出 を 示す の と 比べ て 抽 
が ある 。 更に 南東 方 約 4km 隔 つ た 地点 の 白田 川 部 落 附 近 に も その 続き と 思わ れる 小 赴 
出 が ある 。 周囲 の 時 代 未 詳 層 群 が 熱 変成 し た ホル ン フ ェ エル ス 帯 は 北部 で 狭 く 南 部 で 広い 。 

A AIPER ETERS CH, TERERAICKBILG Zo BS OPEL ET 9 他 地 域 の 
も の と 異 つ て 自 形 斑 状 の 正 長石 (2x5cm に 達する も の あり) PBL, BRAMWELL 
て 炎 灰 石 ・ ジ ルコ ン ・ 権 石 ・ 磁 鉄 鉄 ・ 本 極 石 ・ ル チル を 含む 。 ジル コン は 黒雲 母 と 店 接 に 
FR, ハロ ー を 生ずる こと が あぁ る 。 一 般 に 徴 料 ジ ルコ ン の 場合 に は ハロ ー が 著しい が He 
戦 的 大 きい 長 柱状 ジル コン で は ハロ ー が 見 られ な いこ と が 多い 。 

岩 体 の 匂 曲 部 に アプ ライ ト ・ ペ グマ タイ ト 脈 が 見 られ る 。 花 賠 岩 に 関係 が ぶ あ る と 推定 さ 
れる 鉄 床 と し て 白 男 川 ・ 出 水 の 両 鉄山 が あり , Sn を 産出 する が 頭 著 な 久 床 は 少 い 。 

THB WIZE) 宮崎 ・ 熊 本 両 県 境 の 径 数 km の 岩 体 で , まだ 踏査 の 機会 る な く 詳 細 
な 報告 る な い 。 こ こ に は 分 析 試 料 の 岩 質 を 略 記す る に 止め る 。 岩 質 は 細 粒 内 圭 花 賠 岩 で , 
BOSD LL CBIR YY - RR BROKE SE. ジル コン は 黒雲 母 中 で 一 般 に 
ハロ ー を みな い が , PRY VAVIEAU-—EERTCOBo ABN ERRE RD Ro 

高 隈 山花 韻 岩 や 大隈 半 鳥 垂 水町 東方 に あり , 径 約 Chm OBER 岩 体 で ある 。 
時 代 未詳 中 生 層 (あぁ あるいは 古 第 三 紀 層 ) FHS, AVY ZT ABS BMC km に 


1) 加藤 武夫 : 地質 , 39, 273~276, 1932; 鳥山 武雄 : 地理 学 , 6, 665~ 
674, 799~803, 1938; 宮 久 三千年 : 地球 科学 , 23 号 , 15~24, 1955. 

2) 橋本 勇 : 九 大 理学 部 地質 教室 卒論 。 37~39, 1952; AREA : 鹿児島 大 
学 理 科 報 告 , 第 6 号 , 83~98, 1957. 

3) 伊木 常 誠 : 佐土原 図 幅 説 明 書 , 26, 1904. 

4) HBB : 鹿児島 図 幅 地 質 説明 書 ) 29, 1896; 伊原 敬之 助 : Re 


幅 地質 説明 書 , 15~17, 1931; ABR: RAST: BIBL HHet pes 
鹿児島 県 , 1953. 年 : 高 隈 山地 鉱床 調査 報告 
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&5|\# A 4 BE 地 SiO,(9%) Ra x10-128/8 
Wo 7 i 3% 均 74.841.6 1.22+0.28 
129 | Biotite granite | BIGR TREMOR BHKE| 74.9 1.06 
130 Va 4 日 掛 W 74.5 1.65 
131 ” ” SBR AW Se 74.0 0.88 
132 ” ” ALU ee ial 72.7 | 1.43 
133 | 々 内 山瀬 川 々 床 TL OS 
A Ba LU 76 a SB sees 71 8221. 2a. 8320144 
36 | Biotite granite Ev CEA 70.0 | 9136 
37 | ma " BAAS PRR e 72.9 1.95 
38* Granite porphyry ” REM a MRE 71.0 1.61 
39 OS i ; | 1" ALAR RSH OA | 69.6 1.12 
40 Biotite granite | 大 分 県 大 野 郡 小野 市 村 藤 河内 Tio 2.09 
Ewe E xy 均 67.542.4 0.9210.32 
158 | Biotite granite | 熊本 県 ERVK LACAN 62.9 1.39 
159 ” | BE 69.2 1.01 
160 | " 1" 4dtBN 69.4 1.05 
161 | ” ” 北 67.4 0.66 
162 " | 2 湯山 一 池 元 間 | 68.8 0.47 
Bi 76 Be Ht x 均 67.441.8 1.94+0.63 
41 | Por. hor. bio. gr. | psa.) GEBEROLLMART | 66.0 1.22 
TS を | | " 久木 野 66.6 2.99 
135 | ” ” 久木 野 W | 71.3 2.48 
136 | ” / 市 野 N」 | 67.9 1.26 
137 | ” 楠 八重 | 66.1 1:75 
138 ” / js 野 | 66.7 1.94 
SMwvewR Ee 平 均 73.440.8 2.42+1.25 
a | 
116 | Biotite granite | 慶 児 島 県 垂水 市 発電 所 方 東 72.4 | 0.92 
in 4 8 Pa aie. thoN | 7436 | 1.20 
118 ” 2 fE7 KIA | 74.3 | 3.30 
119 | Tourmaline gr. " a7 th~KS A 73.3 | 2.10 
120**| Biotie granite | " FETK GEN EST UE ls i 2). 
ASAE PIE 平 & 68.2+1.2 1.58+0.70 
| ; 
114 | Hor. bio. ite 児島 県 肝属 郡 内 之 浦 町 | 66.3 0.81 
RO te RE CS 1.92 
147 に se | 68.9 0.51 
148 ” 7A Tk 68.2 2.31 
149 7 垂水 68.4 2.30 
150 | y aa 70.0 1.61 


* Ring dike 


wt Bi E 
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第 1 表 (続き ) 
a fae: ee it 地 SiO, (96) [Rax10-1/8 
その 他 の 第 三 紀 深 成 岩 類 
42 | Gabbro 山口 県 阿武 郡 須佐 町 高山 48.8 | 0.10 
43 . Quartz gabbro ” S00 artieut 0.42 
44 Gabbro 1" 50.9 | 0.13 
45 | Diorite ” 49.0% WP 0er7 
46 Granodiorite a 62.4 | 0322 
156 Quartz diorite a 足柄 上 郡 三 保 和 村 59.0 | 0.31 
157 Oligoclase granite| BURSSERE DA FIRS 67.4 | 2.70 


達し , 北部 で は 狭い 。 ペ グマ タイ ト ・ ア プラ イト 岩 脈 示 特 に 周辺 部 に 多く , ルー フ 状 に 周 
囲 岩 と 接する 所 に 著しい ペグ マタ イト が ある こと は , 大 崩山 の 場合 と よく 似 て いる 。 


岩 質 は 中 ~ 粗 粒 の 黒雲 母 花 賠 岩 


で 時 に アブ プラ イド 


“ATVI4PBORBMERT © HI 


Rak t CBRE RRA Yay - BG - RRL EA, VIIa aReeh 


Pre-Cambrian 


eis © Dogo, Oki 


第 2 図 


Ryoke-| 


ゴ - © Miyanohara 

© Tamana 

8 Itoshima 

@ Kiyosaki, Dando 

@ Mitsuhashi, Dando 


Ra-SiO, 
Ryo.3-2 


—+- OMatsuyama 
OHagata 
@Sumikawa, Dando 
§ Busetsu,Dando 
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も の や , MELO LOWS Y, 


ERR AMMY LOND 


SRILA RO MILTON LONS MR, 南部 の 方 に その 数 が 多い 。 そ の 特徴 は 種々 の 金屋 


の は か , FUCA IV TAF 


ン で あぁ ある の は 注目 され て よい 。 
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ABERBS? 大 隈 半島 の 南部 に あり , 西 雨 日 本 外 帯 花 同 岩 類 中 最大 の 分 布 を 示す 。 東 
北 一 西南 方 向 に 長く 伸び て いる が , 一 岩 体 で ある か 香 か は 疑問 で あぁ る 。 時 代 未 詳 中 生 層 を 


シレ AT DIAIEL OOS, 


その 規模 は 極め て 狭く 1km FIRTH So 


ELL CREB EOD, RICA EAA, VII TAIRA - BRO RIMA RK 
Meat Ao ジル コン は ハロー を 生じ て いる 。 
岩 体 の 東部 (AIA) と 西部 ( 伊 上 敷 ) と で は ジル コン の 和 群 色 が 異な り 前 者 は 淡 黄 色 ~ 


灰色 後者 は 紅色 を 示す 。 著 し 
3. 


ヽ 鉱 化 作 用 は 見 られ な い 。 
分 析 方 法 と 分 析 結 果 


分 析 試 料 : 各 岩 体 よ り 探 集 し た 数 箇 の 新鮮 な 標本 の 約 50~100g SHEL, 四 分 法 


に よ ょ つて 選ん だ 約 5g の 粉末 
分 析 方 法 *) : 落 液 法 に よい 
用 いた 。 分 析 結 果 は 第 1 gic 


4. 


を 分 析 に 供し た 。 
, FR TY vet (BRIER K=41.688x 10") を 
示す 通り で ある 。 


Ra He RICH SER 


第 2 表 の 結果 を , 第 2 図 3 お よび 第 3 図 に 示し て , SRORH ELKO 


Zz {6 §& 
§ 
Up. Cretaceous Up. Cretaceous Tertiary 
| (Kinki grs.) 
O Kurate O Hiei O Tsushima 44.0 
の Hirao DMikumo © Okue yama 
© Masaki @ Tanokami © Ichifusa yama 
@Katsuyama @ Shibisan e 
@ Sawara & Saga o @ Takakuma yama 
@ Kikuma + = + @Uchinoura ®@ 3.0 
o 
9 
w ° a 
es 4° ‘si ke 42.02 
s @ 6 
(c) © ® ® x 
(e) 
® 9 Oo ® 
0 fo) 
@ g 0 8 ge 0 @@ ° 
i o = 0} o ーー ® ® ie) he 
2 ® ° 9 0 
a paid ademas ates ov 
@ O° o ® 
° Sues © cop 
eo 
— a al : | Bs 
60 70 70 80 60 70 
Si02 % 
wes : Buys, 1954 に よる ) 
1) 大 塚 専 一 : 志布志 図 幅 説明 書 , 11, 1898; 井上 Zh) : 加世田 図 幅 説 


ngs, 24, 1909 ; APLRKE : 地質 , 59, 342, 1953. 


2) 中 井 敏 夫 :: 化学 実 
和 区 元素 の 化学 分 析 ・ 


BRS, 第 1 部 , 12, 141 ~ 163, 1941 ; 木村 健次 郎 : 


3) 42-3 図 に は 第 302 頁 脚 計 1) の た デー タ を 含む 。 
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‘ (A) 時 代 別 に 見 た Ra @@R 
第 3 図 時 代 絢 に よる Ra MEDAN CART FLA 3M) CBr 
な 通り , 第 三 紀 花 賠 岩 類 で は , HH 


4 TER BEC ENC Ra 含有 量 が 大 
ah, ORE きい 。 測定 値 は どの 時 代 の も の で る も 
対数 正規 分 布 を 示し , か つ 時 代 が 新 
0 a し いも る の ほど , ピー ク の 位置 は Ra 
3 Cretaceous (69) の 大 な る 方 に 移動 し , その 全体 に 対 
# 4. する 量 は 小さ きく な つて いる 。 この ご 
ce a と は 第 2 図 か ら も WRECKS. 第 
ge eA ere HRIEME CL, CAT ILC 
cage eisai bt ー ク が 2 つ あ る が , これ が MO 
RC oe 味 を も つて いる の か , HORM 
いた めか , 測定 数 が 少 い で た めか は 未 

だ 分 ら な い 。 


(B) 時 代 別 に 見 た Ra と SiO, の 関係 白 三 紀 ・ 第 三 紀 花 賠 岩 類 で は , ROY 
DLBY, SiO, が 多く な る ほど 一 般 に Ra も 多く な つて いる 。 し か し , 中 に は 領 寮 期 
の も の の よう に , 極め て 酸性 な 岩 型 で ある る の に Ra は 少 い と いう 例 る 見 られ る 。 

(C) 一 岩 体 内 に 見 られ る Ra 変化 BRERA Cd, 一 岩 体 内 で SiO。 が 多く な 
る と Ra は 減少 し て いる の に 対し て , 白 蛋 紀 の も の で は 多く な つて いる こと が 多い 。 

第 三 紀 花 韻 岩 で は , この よう な 変化 は 明瞭 で な い 。 古 期 花 賠 岩 類 で は SIO, の 量 に か な 
り の 変異 が 見 られ る が , 第 三 紀 の も の は に その 変異 が 少 い た めで ある 。 

(D) (EMAAR ORUBRL Ra 領 察 期 に 属す る 諸 岩 体 に つい て 比較 する と , 後期 
婁 入 岩 体 ほ ど Ra 含有 [ 量 は 減少 し て いる 。 (松山 り っ 波 方 , HIGH AB, WI RFF) 

FERC CRB ABA, Ra 量 は 多い CARCI RIL). Ul RKEBAS 
体 の 早良 ・ 佐 賀 で は 急 に 減少 し て いる 。 

第 三 紀 花 剛 岩 類 で は , 全部 隔離 し た 岩 体 で ある る か ら そ の 謝 入 前 後 関係 も 不明 で ある 。 し 
RMBOTCHAIMIC ES Ra 含有 有 量 変化 は 求め られ な い 。 


本 論文 の 作製 に 際 し 終始 変ら ぬ 御 指導 を うけ, 原稿 を 読ん で 糞 い た 富田 達 教授 , 種々 の 
討論 と 御 教 示 を うけ た 唐木 田 芳文 氏 ほ か , JUNE EER OBES, 分 析 の 指導 と 機会 
を 与え て 下さ つた 九 大 化学 孝幸 吉村 性 教授 , 原子 力 研究 所 石森 富太郎 氏 , 静岡 大 学 波 多 江 
ーー 八郎 氏 , 九 大 別府 温 研 古賀 昭 人 氏 の 方 々 に 心から 感謝 の 意 を 表す る 。 ま な た 足 重 な 標本 を 
BTR, ALINE, 山本 博 達 , HORPESR, 宮 久 三千年 の 講 氏 に も 感謝 する 。 
な お , この 研究 に 文部 省 科学 研究 費 を 使用 し た こと を 記し 講 意 を 表す る 。 


1) 松山 花 賠 隊 緑 府 と 呼ぶ の で ある が が , 以下 簡単 の た め 岩 体 名 だ け で 花 賠 岩 図 緑 岩 
等 の 語 を 省略 する 。 
2) この 現象 に つい て は 既に 詳し く 論 じ た 。302 ABSt 1) の 文献 参照 。 
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花岡 央 に 伴わ 泌 る 関 長 岩 の 2.3 の タイ プ (I)* 
On some types of syenite in granitic rocks (I) 


村 上 yt 英 (Nobuhide Murakami) ** 


Abstract: Some types of syenite are found in granitic rocks in south- 
western Japan. They are devided into four types, A, B, B’, and C, accord- 
ing to the combination of principal minerals. Type A is potash-syenite, 
bearing hornblende or biotite as principal minerals. Type B is composed 
mainly of pyroxene, hornblende, andradite, and albite with often relict 
of potash-feldspar, while principal minerals in B are epidote, albite and 
potash-feldspar. Type C is characterized by epidote, chlorite, albite 
and/or potash-feldspar. 

By field occurence and textural relation, the genesis of these syenites 
can be attributed to the metasomatic acition of alkali-emanation, eliminated 
as volatile vapor from the deeper granitic magmas. So, Type C might be 
produced either in shallower regions or in lower temperatures in deuteric 
stage, than Aand B. Type A and C can be found in normal granitic rocks, 
but the source of emanation in B might be more alkaline magma which 
represent the more advanced stage of granitic evolution, as thought in 
replacement pegmatite. The relationship in four rock types is shown in 


Figure 8. 


iff E 

$60 は 先 年 山口 県 檎 小野 地区 に 特異 な 関 長 岩 質 岩 石 を 発見 し , その 成因 が alkali- 
emanation に よる 花島 岩 の metasomatic replacement の 結果 生じ た も の で ある 事 を 
ML To SHILELL CROAK LADO CHO 

(1) PERSE OTE A LYE L. BABES (20 ONO 

(2) PLB OAR - MES OEM BOA REIS CAMEL, MIC mOr 
0, 細 粒 に な つた り , Biber HOR NTS Ho 

(3) 関 長 岩 が ペグ マタ イト や アプ ライ ト 脈 と 交 る 時 に る も 買 入 関係 が 何等 な く , RBA 
長 岩 化 作 用 を うけ て いる 事 。 

(4) 隊 長 岩 中 に 再 結晶 組織 が 普遍 的 に 認め られ る 事 。 

この 交代 の 事実 は 更に 其 後 関 長 岩 と 周囲 の 花 険 岩 中 の ジル コン を 調べ た 所 , 両者 共 そ の 
呈 北 に 殆 ん ど 差 異 の な い 事 か ら も 確 め られ た 。 


* 1958 年 2 月 日 本 地質 学会 西日本 支部 例会 講演 
村山 口 大 学 文 理学 部 地学 教 宰 
1) 村上 學 英 : BGK, 40, 149~154, 1956. 
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sel) は 又 人 従来 瀬戸 内 域 に 知ら れ て いな た 特殊 な 関 長 岩 類 に つい て も , その 性 状 の 類似 
か ら , 同様 の 成因 に よる も の な る 事 を 述べ , この 療 え は 現存 も 変っ つて いな い 。 然るに 筆者 
は 基 後 謀 と し て 北九州 ・ 西 中 国 の 酸性 岩 類 を 研究 中 , 類似 の 岩石 を 多く 発見 し , 関 長 岩 に 
も 種々 の タイ プ の ある 事 を 知 つ た 。 此 の 論文 で は 各 タ イプ の 関 長 の 性 状 及 び 相 十 関係 と 
人 汗 来 未 解 決 の まま で あつ な た alkali-emanation の 源 に つい て の 現在 の 推論 を 併せ 述べ る 
事 と する 。 ゃ 


pe £&eO*7w tS 

4D SNM £ Y LCRORICAI bMS 

Type A: Gsm alia - BREE, 無色 鉱物 が 主 に カリ 長石 で 特徴 づけ られ る 
もの 。 

TypeB: 有色 鉄 物 が 輝石 ・ 角 阿 石 ・ 灰 鉄 石材 石 等 で , 無色 鉄 物 が 主 に 草 長 石 で 特徴 
づけ られ る る も の 。 

Type B’ : 有色 鉄 物 に 緑 れ ん 石 が 閉 し く 多 く , Type B と 密接 に 伴う も の 。 

Type C : 有色 鉱物 と し て 緑 泥 石 ・ 紅 れ ん 石 を 含む も の 。 無色 鉄 物 は カリ 長石 に 富む 
も の も, 曹長 石 に 富む も の も , また 両者 の 中 間 の も の も ある 。 

DERBY 1 7 ORR OB RERU EM OVER COU CBBC BEET S 0 

Type A 

(1) 広島 県 佐伯 郡 宮内 kA 10km? ORAS MORES tm ae-~ANaReS 
AYER (AEA B(ER SE) OAL, 此 間 新 期 大 成 岩 脈 は 全く な く , アプ ライ ト 
・ ペ グマ タイ ト の 細 脈 六 時 折 伴わ れる に 過ぎ な い 。 AREA Em ee A <eR E-W, S 
20° is, BAW lm OF 774 SIRO, 厚 さ 0.5~1m の ポケ ッ ト 状 を な 
し て 産 す る (第 1 図 )。 7774 MURRSACIH~ MAO MEMS L, その 
外 岩 体内 に 細い ポケ ッ b CURROMRBRE SCRRHS Do MAM AVAIL PALS RIOR Fy 
ト 状 を 成 し , 大 いも の は 径 lm に 達する 。 こ れ ら の 文人 象 花 険 岩 は Shand? の 述べ て いる 
様 に アプ ライ ト の 再 結 品 に より 生じ た と 考え られ る 。 この 文人 象 花 賠 岩 中 に は ARS 
く , 履 々 角 関 石 を 含む 小さ ト ポ ケ ヶ ケット 状 部 が ある 。 こ の 部 で は 第 1 表 の 様 に 周囲 の 岩石 よ 
り 石英 量 が や や 少く , カリ 長石 も 淡紅 色 を 帯び て くる 。 小 さい 容 洞 中 に は 角 図 石 ・ 正 長石 
・ 石 英 等 の 自 形 品 が 生じ て いて , 含有 鉱物 の 性 質 は 隊長 岩 中 の も の と 殆 ん ど 変 り が な い s。 
アプ ライ ト 中 の 小さ い 文 祭 部 に も 同様 の 性 状 の も の が ある 。 こ れ ら の 部 分 る 交代 的 成因 と 
SAN, 図 長 岩 の 生成 と 略 々 同時 期 の も の で あろ 3 う 。 

拘 , 閑 長 岩 は 周囲 の 岩 体 と 全く 攻 移 的 で , 花 賠 岩 側 で は 中 粒 優 黒 質 , MRE CI 
粒 優 白質 と な つて いる 。 然し 周縁 部 に は 斜 長 石 量 の 多い 石英 モン ゾ = 岩 質 部 が あり , この 
幅 は 花岡 岩 側 に お いて 広い 。 岩 体 全 て を 通じ 再 結晶 に よる モザ イク 状 組 織 が 閉 し い が , 破 
砕 構造 は 余り 認め られ な い 。 含有 鉄 物 は 斜 長石 ・ 正 長石 ・ 石 英 ・ 角 関 石 を 主 と し , BMD 
鉄 物 と し て 福 れ ん 石 ・ チ タン 石 ・ 緑 れん 石 ・ 緑 泥 石 ・ 磁 鉄鉱 等 が 多い 。 SERIE Y= 
岩 質 部 で は 量 的 に も , 性 状 の 上 で る も 花 内 岩 中 の も の と 殆 ん ど 同 じ で ある が , BEBAMC 
近づく に つれ 量 を 減ずる と 共に 次 第 に 粒状 化し , 遂に は 正 長石 結 品 の 境界 部 に 散 点 す る 様 


1) 村上 學 英 : 地質 , 62, 382, 1956. 
2) Shand, S. J. : Eruptive rocks, 1950. 
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第 1 図 広島 県 宮内 に お ける 関 長 岩 第 2 図 WORRIES 
の 産 状 る 隊長 岩 の 産 状 
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x 
Re ne ere 
x SKA EXT XN GS % 
CR Toe US Cae 
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Sy : ARR, 
Gr: BES7tHe 
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Sy : @RMES, Sc: 粗 粒 関 長 岩 , Mz: 
BRty/=8, Gr: 困 雲 花 賠 岩 , Gg: 
MEEVEE, Ga: アル カリ 花 向 岩 質 海 移 部 , 
Pg: @AWaewaitme, Ap: 7774+ 


ABl#x LBRBAKCSU 4h ke ¢ AM (EmMaKOM Mae th 
BDA) 石英 を ン | PAPE [ROLES 角 BY ily ere aes 
| (er) | ゾ = a | BEER | CAEL) | MAE ied Zee 

f& PF awl 75 | 8.2 2.2. alee 19° 6 1) oe sOgaen) Cee 

HZ ES = | 4.8 = ss 2.3 
Se | 145 43.9 | 40.4 10.7 23.5 20.3 
bm ££ F 71.5 39.2 | Done 85.1 57.9 42.9 
ge 英 5.7 8.0 30.1 2.1 17.7 34.4 
基 他 0.7 0.7 | 0.3 0.2 0.1 0.1 


に な る 。 曹長 石化 は 殆 ん ど 行 われ て いな い 。 ERAILEF 1 TREAKC, その 光学 性 は 
FEBERD YOO EY MATEMB HO 4 OVC CHG 石英 は 間隙 充 堪 を な すか 粒状 を 
な し , 残存 鉄 物 と 見 られ る 。 そ の 量 は 全体 を 通じ て 変化 少く , 花 悦 岩 と の 境界 部 に て 急激 
に 増加 する 。 角 図 石 は その 光学 性 より hastingsite に 近い 性 質 の も の と 考え られ る 。 粒 
- 状 を な し た り , BL poikiloblast を な し た り , 双 や や 濃 集 する 事 も ある 。 周縁 部 で は 明か 
に 黒雲 母 の 外形 を 留め る る もの も ある 。 緑 泥 石 ・ 緑 れん 石 は 時 に 細 脈 を な す 事 が ある 。 
この 関 長 岩 が alkali-emanation の 交代 に より 生成 され た 事 は , 上 上述 の 産 状 ・ 鏡 下 の 
性 質 よ りり 明暗 で , emanation の 成分 は 著しく KL0 に 富む も の で あぁ つた と 想像 され る 。 
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(2) 山口 県 山口 市 嘉 川 本 山 変成 岩 に 近接 する 粗 粒 黒 雲母 花 賠 岩 (ABLE cia) 
中 に あり , その 走向 は N 20° W で 岩 体 の 境界 線 に 並行 し て いる 。 H 2 図 の 様 に 幅 20 
cm 以下 の レン ズ 状 岩 体 で , 周囲 の 花 賠 岩 に は 急激 に 移り 変る が 貫入 関係 は 全く 見 られ な 
い 。 粗 炒 優 白質 で , 鏡 下 で は 破砕 及び それ に 伴う 再 結 晶 が 著しく , 双 上 品 片 の 屈曲 ・ 破 壊 や 
粒状 化 が 普遍 的 に 認め られ る 。 然し 圧 砕 の 余り 行わ れ も て いな い 部 分 も あり, 又 圧 砕 部 が 圧 
TED REO 72 SRAINCADONAZH DDS 

含有 伝 物 は 倖 長石 ・ 正 長石 ・ 黒 雲母 を 主 と す る 。 妹 長 石 は 完全 に 曹長 石化 せる も の と , 
石灰 質 内 核 を 有する 残存 結晶 と あり , 後者 に は 懲 細 な 粒状 晶 と , 花 局 岩 中 の も の に 似 た 大 
型 員 と が ある 。 正 長石 は 含有 録 物 の 大 半 を 占め , 周囲 の 花 菩 岩 中 の も の と 光学 的 に 類似 し 
て いる 。 粗 粒 の 結晶 が 多い が , 叉 斜 長石 の 外形 を 留め る 粒状 集合 体 も ある 。 黒 雲母 は 一 般 
に 再 結 曲 を 示す 斑点 状 集合 体 を な する も の が 多く , 大 きい 結 品 は 上 少 い 。 展 々 細い 磁 鉄 鉄 や 硫 
化 鉱 物 を 多く 伴い , 鉄鉱 の みな の 集合 体 に な つて いる も の も ある 。 双 本 に 緑 泥 石化 する 事 る 
ある 。 屈折 率 は 周辺 花 韻 岩 体 中 の も の より 低い が , これ は 再 結 品 に 伴い Fe を 鉄鉱 物 と 
LOATH L RA EBA SNS 一 成分 鉱物 と し て は 粒状 の 石英 と , 長石 を 交代 する 方 解 石 
が 特徴 的 で ある 。 

以上 の 性 状 よ りみ て , BRITE 


岩 が K,0 に 富み , 少量 の NagO を 第 2 表 山口 県 亭 川 に お ける 図 長音 
伴う alkali-emanation に より 交代 と 周辺 花 剛 導 中 の 組成 讐 物量 化 

され た も の と 見 る 事 が 出来 る 。 ema- RA Rca EEE i 
nation \LHRREHIZIOW, 破砕 作用 の 黒雲 | 3 幸二 2.2 
行わ れ て いる 間 に 侵 入 し た も の で あろ a ee 5:3 | ORY 
Do Re EE, Sel) 8, 09-0 ae cee 
以上 の 様 に Type A に 属す る も の os 英 | 1.0 | 35.7 

は 比較 的 例 が 上 少く, 岩 体 も 小さ い 。 BK FE 他 | isa} | 0.2 


RE Fore alkali-emanation は 何 
れ も K20 に 富む も の で ある 。 尚 含有 
カリ 長石 は 何れ も 正 長石 で 微 斜 長石 は 見 られ な い 。 SRRMOIBEEE 3 表 に 示す 。 
Type B 

この タイ プ の も と に つい て は 既に 筆者 に より 報告 され て いる の で , その 記載 は 第 4・5 
表 に 簡単 に 取り 括 め る 事 と する 。 分 布 域 は 瀬戸 内 の 岩城 島 ・ 因 ノ 島 ・ 小 宮 島 ・ 山 口 県 檎 小 
ROR BIRR - AM EWES, 最近 吉田 り に ょ り 広 島 県 異 附近 に も 類似 岩 体 
が 発見 され た 。 主 成 分 鉱物 は 曹長 石 ・ カ リ 長 石 ・ 煙 石 ・ 角 関 石 等 で , BAB ORCI 
村 石 を 多量 に 含む も の も ある 。 草 長 石 は 展 々 所 調 chequer-structure*3) FAL, AY 
PERRY AS RH BAAS, 波 方 ・ 呉 ・ 二 上 山 驚 の 様 に 曹長 石化 を ま ぬ 示 れ た 石灰 質 内 校 
を 有する も の も ある 。 後者 で は 絹 雲 母 化 ・ 緑 れん 石化 が 著しい 。 カ カリ 長石 は 正 長石 か ら 徴 
斜 長 石 に わた り , RIK BOE MA ROSOLAUCHACH So. TEREIIENEHLOMS 


* RS LINBO RAs CORRELA Bo 

1) PABA : 日 本 地質 学会 , 西日本 支部 会 報 , 19, 14, 1957. 

2)- Battey, M. H. : Geol. Mag., 92, 104, 1955 : Gillaly; CR OS 
Geol. Surv. Prof. Paper, 175, 1933. 
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3 表 TypeA 関 長 岩 中 の 鉱物 の 光学 的 性 人 質 * 


産 地 Ly ov Se JI 広島 県 宮内 
= | fi 
| Y=1.656~1.658 a=1.690 
a fi ok Z=yellowish | et 
brown 4 
| Z=deep greenish blue 
ee | 
& £ 石 | 2Vz=79-80° = 
| 灰 草 長石 | 
Me EG An 10—25 An 10—30 
正  G| 2Vx=54-57° | 2Vx=49_51° 
ae (1) (2) 
| A 石 m 
| Y=1.662 の " 3 
| =1.674 
8—1.688 y=1.661 
有人 色 鉄 物 | Z=dark yellowish y—1,694 
brown | 2Vx=68° 
TE RR 央 | Z=dark green 
| 黒雲 
y=1.661 
S 長 石 | An20—35 An20—40 Anl5 —35 
i £ Fi 2Vx—54—59° 2Vx=62 —63° 2Vx=50—51° 


—_— 


(1) ANGREMTERA, (2) KEE * ie : 10.002, 2V: エ 1° 


を る も 併せ 考 え 残 存 鉱 物 と 考え られ る 。 MG - MAD MHAS 5 ERY 4-5 図 に 
示す 通り で , 夫々 aegirine~ferrosalite 及び hastingsite に 近い 性 状 の も の と 思わ れ 
る 。 灰 鉄 配 格 石 は 緑黄色 自 形 で 複 屈折 ・ 昧 帯 構 造 ・ 衰 片 双 品 が 発達 し , 著しく andradite 
分 に 富む 成分 の も の で ある 。 一 成分 鉱物 と し て は 福 れ ん 右 ・ チ タン 石 ・ 緑 れん 石 等 が 特徴 
的 で ある が , 岩城 島 の 様 に pectolite や eudyalite 様 録 物 を 含む も の も ある 。 MBEO 
組織 は 周囲 の 花岡 岩 と 完全 に 少 移 し , 破砕 棋 造 の 著しい 事 も ある 。 再 結 品 に よる モザ イク 
租 織 は 普遍 的 で ある 。 一般 に アル カリ 花 同 岩 質 少 移 帯 が 広く , これ は 単独 の 脈 状 体 を な す 
事 も る ある (第 3 図 )。 マグ マタ イト や アプ ライ ト る も 記 々 交代 され て いる 。 カリ 長石 の 性 質 
及び 花 賠 岩 と 隊 長 岩 と の 含有 鉱物 量 比 の 比較 より , emanation は 何れ の 場合 も Na。O 
に 和 富む も の で あぁ あつ た と 考え られ る 。 Type A.C と 異 り リー ヶ所 に 多く 群 を 成す 事 が あり , 
然 も る 岩 体 も 大 きく 幅 200~300m に 及ぶ も の が ある 。 叉 岩 体 内 に お ける 変成 分 化 作 用 の 
閉 し い 事 も 展 々 で ある 。 第 5 図 の 様 に その 分 布 は 略 々 瀬戸 内 域 に 限ら れる 。 その 大 部 分 
は 広島 花 賠 岩 に 伴わ れる が , BRO SLB CARRE ICH OD, 両者 は 生成 時 
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第 3 図 Type BMRRADEK 


tte 
ォ se ++ 
+ pets 
4-4 4 at 
ue +4 + 
> =t * 
+ + cose’ 
¥nA-2. 
fey 
SpE. 


ォ キキ イネ キイ 


1.0m 


A: JOR. B: 広島 県 因 ノ 島 Sy: Ake, Qs: 石英 
Bee, Gra: TVD Tea Gr : (Gime 


第 4 & 
A B 
a 174[ 
72h 
176 eet 
sie 
70 ト SR 
THE a 
63 | nas 
ATR 
y 
170+ 166 
2k #0 30 «60 
| A : Type B PEER 
166 Hao 
& 5 rt 
2vi 60 3 700 720 B iY Type B 関 長 岩 中 の 


FPO PE 


期 * を 異 に する も の で あろ う 。 両者 は 岩石 の 性 質 は 似 て いる が 岩 体 の 走向 は 異 り , 前 者 
が NE-SW~E-W で あぁ る の に 後者 で は NW-SE で ある 。 


* 領家 花 韻 岩 中 の も の は 広島 花 賜 岩 よ り の emanation に より 変成 され た 可能 
YERBAONSM, 図 長 岩 中 の ジル コン は 周 早 の 花 賠 岩 中 の ジル コン と 常に 同じ 色調 
を 有 し て いる 。 ジ ルコ ン の 脱色 温度 は 略 々 300°C 前 後 で 関 長 岩 化 の 温度 よ り 低 いと 
見 られ る の で , 上 述 の 可能 性 が 成立 する な ら ば 富田 (地球 科学 26-27, 36, 1956) 


の 説 に より , 関 長 岩 中 の ジル コン は 白 可 紀 の 色調 を 有する 箸 で ある 。 HO CARA 
は 周囲 の 花 韻 岩 と 同時 期 と 考え る の が 最も 肛 当 で ある 。 
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7a FF ZA ao 
第 5 表 TypeBR REED 
Be) Sea ee Su RAE S 
a=1.748 7 w=1.721 a=1.713 
| B=1.779 p=le7 21 =!.730 B=1.720 
| y=1.793 y=1.740 y=1.749 y=1.740 
2Vx=69° 2Vz=60° 2NVi2—71" | *2Vz—60° 
i 4 | X=dark green | X=dark green 
Y=brownish Y=grass green | 
ag Z=greenish | 
Z=brownish yellow | 
ag yellow | 
a= L617 a=1.692 
B=1.694 | B=1.710 
y=1.697 | y=1.712 
1 2Vx=44° | 2Vx 全 37? 
NA X=pale green | X=pal 
| g | X=pale green 
| | Y=bluish Y=bluish green 
| Sa | Z=deep greenish blue 
Z=deep | 
greenish blue 
oe | =) 寺 = | 
BBB | | 
曹長 石 | 2Vz=72-830° | 2Vz=72-81° | 2Vz=71 —84° 
灰 ~ ) j 3 
中 性 長石 
(relict) 7 
カリ 長石 | 2Vx=73—76° 2Vx=66 —72° 2Vx=64 —68° 
peer 
Wila ga) An5—25 An20—40 An5—25 
i 
ae | 
カリ 長石 2Vx=73 —78° 2Vx=74—77° | 2Vx=63 —67° 


* 屈折 率 : +0.002, 


2V : 4 


E10 


yh 9 Wb ee 
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賠 岩 中 の 鉄 物 の 光学 的 性 質 * 
ea ER REET EE Sr 
広 5 , ; ge 
= ae ON 7 ae 
@=1.712~1.714 | «=1.720 a=1.720 a=1.714 
B=1.720~1.722 | B=1.729 B=2.729 B=1.721 
Y=1.738-~1.739 | y=1.748 y=1.748 y=1.749 
2Vz=65~69° 2Vz=71° 2Vz=71° 2Vz=62° 
| X=grass X=dark green 
| as Y=grass green 
Y=yellowish ae ish 
green =greenis 
‘ yellow 
Z=light yellow 
| 
@=1.666~ «=1.684~1.685 | a=1.673 | «=1.686 
B=1.680~ | B=1.703~1.704 | B=1.688 B=1.704 
y=1.685~1.711) y=1.705~1.706 | y=1.692 =!.706 
2Vx=64~42° 2Vx=34~38° 2Vx=53° 2Vx==35° 
X=pale green-- X=pale green- | X=pale yellow) X=pale yel- 
ish yellow} ish yellow | y_ greenish lowish green 
Y=green Y=green | yellow Y=bluish green 
Z=bluish Z=deep Z=bluish Z=deep green- 
green greenish blue green ish blue 
aj=12.00 
N>1.858 
2Vz—75 —81° | 2Vz=74 —82° 2Vz=74--81° | 2Vx=74—83° 
An 20—35 | Anl5—25 An 15 —30 
| 2Vx=60 —64° "| F 
2Vx=65 —67 68 72° 2Vx=65—68 2Vx=60 
An20—55 
An20—50 20 — 30 An10 —25 Anl5 —35 
5 —25 
i 2V=60 —62° ; 
2Vx=65—67° 71 74° 2Vx=65—72 oe Xl 
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Type B’ 

FEE DACA L IY A RAED RO RN AAA RE RU URS oN So 
Type B 2 YHRU COS. 交代 を 行 つ た alkali-emanation は Type B を 生じ た ema- 
nation の 低温 部 に あたり , emanation の 移動 距離 も る 大 で あつ た と 考え られ る 。 Na,O 
に 富む も の の 外 , Bx KO に 富ん で いる 事 が ある が が, この 成分 は EMBL O RICE 
り 得 られ た も の と 考え て いる 。 主 成分 鉱物 は 曹長 石 ・ カ タリ 長石 ・ 緑 れん 石 で ある 。 草 長石 
(2Vz=76~82°) は 一 般 に 著しく 洗 濁 し , chequer-structure BHERAELNA. カリ 長 
EULER RA TC 2Vx=69~76°, 周辺 花 韻 岩 中 の カリ 長石 が 正 長 石 (2Vx—54~62°) で 
ある の と BU MKRNCHS. これ は 前 者 が 交代 的 成因 で ある 事 を 示し て いる と 思わ れ 
bo tRNA Ak Fe に 富み 2Vx=68~75° で , 展 々 自 形 品 を な し て 産 す る 。 MMA 
tL CENA + BULBS DN CH Zo 緑 泥 石 は 著しく 少 い 。 岩 体 は 普通 岩 脈 状 で 
然 も る 一 ケ所 に 群 を 成 し て いる 。 LDI4 TORBMIZOER - SBS Type B と 
C と の 中 間 階 程 の も の と 考え られ る 。 従 つ て その 分 布 も 今後 瀬戸 内 域 に 多く 期待 され . 
る 。 


y 
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8151, EVEYNF4 bORMKHRE 
に 於 ける 安定 度 の 要因 Ames, L. L., 
Sand, UN 

モン モリ ロナ イィ イト} 成分 に 於 いて 高度 の 
熟 水 性 安定 度 を 与え る 要因 に は , 1) 総 て 
の 可能 な 格子 点 が 充 た され て いる 事 , 
2) 四面 体位 置 , 八 面 体位 置 の 何れ で も 
適量 の 構造 的 置換 が 行わ れ て いて , 塩基 
交換 容量 の 極大 値 に 対し 過度 の negative 
charge が 存在 する 事 , 3) WAH zy 
(H* 以外 の ) が 存在 し 層間 負荷 を 満足 し 
て いる 事 の 三 つ が ある 事 を 確認 し た 。 即 
ち Nat が 存在 し な いと マグ ネ シ ウ ム - モ 
WE 4 ye B00 Cy 7S Siz 2. 
モン モリ ロナ イト } で 400°C の 分 解 温度 
を 示し , Nat が 存在 する 時 の 各 750°C 
及び 480°C に 比べ て 其 だ 低い . 又 sa- 
ponite の 四面 体位 置 に 於 ける 置換 が 安定 
度 に 与え る 影響 は , Al』s(750°C), Al 。。 
(680°C), Al.y,(550°C), ATT; 
Al oo (255°C) の 如く で ある の を 見 て も, 
電気 的 平衡 が 他 の 正 イ オン を 交換 する 事 
に よ ょ つて 保 た れる と し て も, MERRA 
適量 で な い 場 合 に は 安定 度 の BEERS 
を 惹き 起す 事 が 判る 。(Am. Min., 43, 
7~8, 641~648, 1958) (BS) 


8152, 水中 に 於 ける モン モリ ロナ イト 
の 有機 物質 の 吸着 及び その 訂 間 保持 
Brindley, G. W., Rustom, M. 
粘土 は Ca-, Na- 及び Mg-chlorid 
で 処理 し , 有機 物質 に は オレ イン 酸 -po- 
lyethylene glycol ester を 用 いた 。 
Adsorbed organic (gm)/clay (gm) & 
total organic (gm) /clay (gm) DMzxerx 


ik 


双曲線 を 示し , 最大 吸着 量 の 約 50% XE 
は 殆ど 直線 的 に 変化 し , total organic 
の 70% を 吸着 する 。 最大 吸着 量 90% で 
は total organies の 50% を 吸着 する 。 
これ を 110°C で 整 燥 し , X 線 回 析 図 を 
求め た 結果 , 一 層 叉 は 二 層 の 大 機 物質 層 
が silicate layers 間 に MHA れ て いる 
秩序 的 複合 体 の 形成 が 認め らち られ た 。 一 般 
に これ ら 1- 及び 2 層 (の 有機 物質 層 を 
有する ) 型 の 複合 体 は 夫々 独立 し て 混合 
物 と し て 存 し , Hewes total orga- 
nic が 30% 以下 に 於 て 純粋 な モン モリ 
ロナ イト と 1 層 型 鉄 物 の 聞 に 見 られ る の 
み で ある 。 lattice spacing は adsorbed 
organic が 0.1gm/gm clay を 超 える 
と 一 定 し , 14A 附近 と 17.5A 附近 と に 
二 種 の (001) 反射 が 認め られ る が , 前 
BL BRE, 後者 は 2 層 構 造 の 夫 で あ 
Zo iM total organic の 増加 と 共に 一 層 
構造 の 形成 より 二 層 構造 の 形成 が 優勢 に 
な り 30~4296 で は 共存 する が 50% を 
超え る と 前 者 は 消滅 する 様 に な る 。 (Am 
Min., 43, 7-~8, 627~640, 1958) [83] 


8153, READHICKIS Ht RB 
RUA AMIE BORA Wilco OV T 
Martin, T. 

或 種 の 土壌 の 示 差 熱 分 析 で は , 409% 
の 炭酸 塩 を 含ん で いて も , その 決定 が 不 
可能 な 場合 が ある 。 この 様 な 原 試 料 を 水 
で 洗っ つて みる と 明らか に RMN 
の peak が 求め られ る が , これ に 又 NaCl 
を 加え て や れ ば , 再び 殆ど 原 試 料 に 等 し 
い 反 応 が 生ずる 。 Onis TAO 
在 が 大 い に 影 響 し て いる 事 を 示す 。 更に 
人 工 的 に 雲母 , CaCO。, KCl 王者 を 種々 
に 組合 せ て 混合 物 を 作り 示 差 熱 分 析 を 行 
つた 結果 , KCl は 直接 CaCO。 の 分 解 に 
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影響 し な い が , BR Hd CEPA 
で る も 影 響 を 及ぼ す 事 , 雲母 と CaCO。 の 
混合 物 で は 原 試料 に 現われ て いる 850°C 
の 吸熱 peak が 見 られ る が , これ は Ca 
と clay に 起因 する silicate と の 反応 に 
よる も の で ある 事 , 又 これ 等 三 者 の 混合 
物 は 原 土 雷 試 料 と 同じ 反応 を 示す 事 等 を 
確か め 得 た 。 これ 等 の 事実 は 可 落 性 塩類 
が 先 づ 圭 母 に 反応 し , 次 に 此 の 一 次 生成 
物 が 炭酸 塩 の 異常 分 解 を 惹き 起す こと を 
示し て いる 。(Am. Min.,43, 7~8, 649 
~655, 1958) (ED 


8154, Tridymite & Cristobalite 
に み ら 泌 る 構造 異常 W. Eitel 

今日 まで tridymite は MOET SIO, か 
ら 5 ら 純粋 な る も る の を 作る の に は 成功 し て お ら 
ず , LRARO tridymite も 常に 微量 の ア 
VAY) 酸化 物 な どの ADE BA Clo 
40 (O*, Buerger (KIN O4FRE 
NaCaAl,Si,;O3, と 書い て いる 位 で ある 。 
結 品 構造 の 面 で , 理想 的 な high-cristo- 
balite は 三 層 構造 の くり 返し で ある が , 
tridymite は 極め て 理想 化 さ れ た Gibbs 
の 構造 か ら 二 層 の Pike LAR SANT 
いた 。 合成 及び 天然 の も の を 調べ て みる 
と 二 層 構造 の な か ら 成る も る の は な く , = 
層 , 三 層 構造 が 色々 の 割合 で 不 規 則 に ま 
ざり あつ た も の の 外 , 長 週 期 層 状 の 超 構 
造 の みる こと が 判 つ た 。" こ の よう な 超 構 
造 は 不純 物 イ オン の 存在 に 関係 が ある 。 
この よう に 不純物 イオ ン の 存在 に よ つ て 
の み 生 成す る tridymite jx, も 早 SiO, 
系 状態 図 に は 入れ る こと が 出来 な い 。 そ 
こ で tridymite と 名 づけ られ る も の は 
三 層 構造 を 相当 に 含む も の まで 広げ られ 
る べき で あり 。 性質 上 cristobalite 類似 
の も の まで 和信 る こと に な る 。 一 方 cristo- 
balite と 云う 名 は 完全 に LIA EME 
層 構 造 か ら 出 来 て いる も の に 限る べき 


で ある 。 この 外 , SiO, ic keatite, 
coesite £5 FAM HEE 0 OTD FE 
BanrdichncwoSo. (Am. Ceram. 
Soc. Bull., 36, 142~148, 1957) 
(EAI 
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8155, Sutherland,Doir’ a’ Chatha 
の amphibolite Francis, G. H. 
Durcha # amphibolite (kx MPBHO 
Moine FE PICBCKD AOD CHEL, 
BORA BARbODS, 種々 の 
EORREO MRICS BME ER 
BUS DOVE 変る 。 BH RE 
Re SUL ORG L 長石 の AAAS 
BRU appinite を 想わ せる 様 な 黒色 
と 百 色 成 分 の 混合 物 が 存在 する 。 化学 的 
及び その 他 の 証拠 か ら こ の 黒色 岩石 は 整 
AHN DEAL Te dolerite の #KCG あつ 
て , 一 方 肉眼 的 頭 徴 鏡 的 観察 か ら KAR 
ORNL 交代 作用 に よ つ て 生成 され た る も 
の で あぁ あぁ つて, Moine 片岩 の 広範 囲 に 豆 
alkali の 肖 矢 に 関係 する も の で ある 。 そ 
の 淡色 締 は 附近 の HESUS RICE SIE 
状 構 造 面 及び 岩 床 の 接 触 面 と SAAT RR 
Zin OC 岩 床 中 に 導 か れ た も の と 思 
DHA. (Geol. Mag., 95, 25~40, 
1958) CHEE 


8156, AF—A—PHABS PORE 
gi. Wager, L.R., Vincent, E. A., 
Smales, A. A. 


Skaergaard SfA(KOAAABeh Ove 
Mie (分 析 あ り ) 中 に HRAGK L BEMEKO 
小 夷 点 が 含ま れ , BOSE 0.005 % に 
及ぶ 。 これ は 原 岩 此 300 km3 HOSE 
度 を 表わす も の と みる こと が で きる 6 

また 硫化 鉄 は 大 いさ 0.4mm 位 の 集 粒 


a 
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を な し て 成層 し た 火成岩 全 層 に わた つて 
BEN, その 含量 は 0.02wt.96 に 及ぶ 。 
PuUCSKIASERSK - digenite (HLA) ・ 
RARE digenite を 交代 する 銅 藍 で あ 
る が , BAOME RULE BDD 10 fe 
WE < CGUCBAE So Ele 硫化 銅 より 
成る ARRIVED -< O RHO BAR RCE 
UC, ZnS RU R(t 
共に 集積 し た も の と 結論 し て いる 。 

m LE ORME AMA (fayalite 
ferrogabbro) に は 少量 の 黄銅 鉄 と 共に 
(BEAK 7: L) 磁 硫 鉄鉱 の 夷 点 が あり , B 
BOW 2% HDS. CORE Ce 
BUGIS ATE 不 混和 硫化 液 が で きた の 
で ある が , 最後 の 微 文 人 象 岩 質 分 上 に は 少 
量 の 黄 鉛 鉱 と 共に 磁 硫 鉄鉱 或 は 黄 鉄 鉱 の 
BER Owes 4wt. % HSENA. MIKE 
CHULA BED CH & HRB WH x 0.02 
% 及び 0.01 % 位 の 時 に 分 離し 始め た ら 
し く , Inia - Hea - Hee 
の 形成 時 に お ける BEBE C HULEAO 
次 解 度 を 表わす も の と 思わ れる 。 

東 に 分 別 が 進み BBE OpULHC YE 
解 度 が 増す と , 飽和 で 銅 0.05 %, TE 
0.03 9% に 達する 。 ZU CHK BHO 
硫黄 の 含量 が 0.06 % 第 一 鉄 が 15 % fir 
に な つた 時 硫化 鉄 matte が 分 解す る の 
で ある 。 著者 は 各 時 期 に お ける 坦 酸 塩 な 
ら び に 硫化 鉄 液 中 の 銅 ・ = ツケ ル 及 び コ 
RVI DBRSEKSOICREL, BR 
PACD BINA RABBRRCBVYS HH: 
鉄 の 硫化 物 の 落 解 度 が 増す こと を 示し て 
いる 。 

Skaergaard 硫化 鉄 に ニ = ツケ ル 含 有 硬 
の 少な い の は , この 硫化 鉄 液 が 分 離し た 
上 時 は 既に ニ = ツケ ル に は PORE CG 
に 多量 に 入 つ た 結果 , BRP IC 
人 @ な なる CatoO ER =77N 
は 銅 に 富む 硫化 液 中 に は 後期 の 鉄 に 富む 


硫化 液 程 容易 に 入ら な い が , コバ ルト は 
銅 に 富む 銚 液 に は 非常 に 濃 集 し , 鉄 に 富 
む 釣 液 に も 相当 に 入る 。 パラ ヂ ウ ツ ム ・ イ 
ン ヂ ウム 及び 人 金 の 含量 も 決定 し た が , 低 
濃度 の 場合 これら が 地 酸 塩 液 より る も 硫 . 
化 液 の 方 に よけい 入り 易い と いう こと は 
無い よう で ある 。 

Bushveld や Insizwa の 早期 分 結合 
ニ = ツケ ル 多 鉄 硫化 鉄 は 比較 的 多量 の 原 存 
硫黄 が あつ た か ら 生 じ た も の と 考え て い 
Zo (Econ. Geol., 52, 855~903, 
1957) [柴田 勇 〕 


8157, late-kinematic 77 ROR 
Marmo, V. 


花 賠 岩 類 中 late-kinematic O7E Rie 
は 最も 著しい 綱 入 形態 を 示し , すべ て の 
野外 の 証拠 は その 岩 此 起源 を 示し て い 
る 。 そ の 化学 成分 は アル カリ に 富み , 分 
(GVEA CRE db Bim ire BA ATE 
Mae BARC ET So SORA 
ERA BSRABLUARC, LOR 
石 の 組合 せ は Tuttle (1952) の 実験 か 
SBR LAE DZ. 微 斜 長 右 は 低温 
型 で 比較 的 遅く 形成 られ, 正 長石 は 高 
過 型 で 比較 的 速く 形成 せら れる 。 MS 
系 の カリ 長石 か ら 三 斜 品 系 の それ に 転化 
する 中 間 型 が 認め られ る ( 例 ラッ プラ ン 
FORM, F2% CTE RBS) o LAD 
高い triclinicity % % OMB AIK 初生 
の も の らし い (A Synkinematic BL 
び late-kinematic © fifi). ive 
(Pl 眼球 状 片 麻 岩 , FAPQS) ices— 
サイ ト が が 現 出 し , 中 に は BHR AR 交代 す 
る も の が ある 。 BRERA N—V4 ble 
斜 唱 系 の カリ 長石 の 中 間 過 程 を 経 な いで 
直接 つく られ る 。 late-kinematic DH 
長石 花 賠 岩 (曹長 石 を 含み 正 長 石 を 含ま 
な い ) は 疾 融 状態 で は BIO Bats 
5 teams LMAO BAER LE 必 し る も 矛盾 し 
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な い 。 Sosman に よれ ば 5% DIKES 
む 花 賠 岩 質 成 分 の 塊 は 完全 な 流動 性 を も 
Do 本 花 賠 岩 お よび それ に 殿 う ペグ マタ 
APBEUCTS IA PX, BE 
TORSO PAGE AZAR, 水 が 重 要 な 役 
割 を し た 事 を 示す 。 か くし て 著者 は 次 の 
様 に WANA. late-kinematic の Efe 
の 貫入 は 固 相 状態 で 起 つ た 。 充分 な 量 の 
水 に よっ つて mobilize され た 。 こ の 時 期 に 
は 多分 物質 は 分 子 及 び イ オン の 有形 で 動い 
Tro 正 長 石 の 代り に BR RAO 生長 に 適 
当 な 条件 で ぁ つ た 。 MASH? MAIR 
いて は 明か で な い 。 (Schweiz. Min. Pet. 
Mitt., 38, 19~42, 1958) (FED 


8158, カリ フ オ ル こ ニヤ 州 Ebbetts 
Pass 地域 の プア プロ ピラ イト 化 作用 
Wilshire, H.G. 

AYTAN=-* M Alpine County, 
Ebbetts Pass 地域 の late Miocene st 
は early Pliocene の 火山 岩 類 は Sierra 
Nevada O75 MEIKE 2 BV, ite 
灰 岩 に 始 り 二 回 の RUEO BRR 
SiR He SCRE ARK BLU IES 
を 噴出 し , ASVMMES LU BRR 
BOK-LRBALK FAUT ME 
作用 は 初期 の KARE NS. 本 
VELEN RUE CHS MW WRS~ YA 
岩 に も 認め られ る 。 プロ ビラ イィ イト 化 の 二 
次 生成 鉄 物 に 就 い て の 詳細 な 記述 が な さ 
れ て いる 。 此 等 岩石 は 種々 な 段階 の 変質 
程度 を 示し て いる 。 同一 の MASK 2K 
代 し た 二 次 的 銚 物 の 割合 が 論じ られ る 。 
此 等 の 変化 は (1) MACKMO 成分 の 相 
FL, (2) 岩石 と 作用 する 落 液 の 成分 の 局 
部 的 変化 , (3) 薄 片 に よる 見 掛 の 差異 に 
原因 し て いる 。 EAC REA S 
よび それ に 近接 する 塩基 性 岩 に 限 らち れ 
る 。 こ の ご 二 次 鉄 物 の 相 異 は 岩石 中 の 初生 
鉱物 の 成分 の 相違 , KO お よび Na,O 


或 は Na,O の 運動 に 帰す られ る 。 本 地 
域 の 地質 学 的 証拠 は 種々 の プロ ピラ イト 
化 作 用 の 成因 仮説 (autohydration, & 
BERD 5D BORE, 或 は 鉱 化 溶液 に よ 
る 熱 水 液 の 作用 等 ) を 排除 は しない が , 

その 主要 成因 は 火山 角 春 岩 中 に 含ま れる 
地下 水 が 火 山 活動 の 晩期 の BA eae k 
つて 熱せ られ る 事 を 強く 支持 する 。 MK 
BA ALKSO BRO 6 BAT SNR 

Ld LKR © 凝結 する EERO IR 
は 判ら な い 。 COMBA 7X74 +b 
化 作 用 の 原因 と し て autohydration は 
#R ENV. (Univ. of California 
Publ. im Geol. Sci., 32, 243~272, 


1957) CFE) - 


8159, Cyprus £ 超 塩 基 性 xt ee 
Gass, I. G. 

Troodos OKRA ER OAL ERC 
は pillowed flow +7JOr“REREBA 
CIE es CBRE AIS BATE ee OAS 7 
岩 体 が 点々 と 見 られ る 。 (OBA 
質 な 玄武 岩 質 石 基 中 に IPRIC BE 
右 夷 品 を 持つ 特徴 ある 岩石 で 、 導入 し た 
る も の と BH LED LO MARGE 
So 分 析 結 果 か ら Cyprus の EAI Ee 
ん だ 岩石 は , COSE 2 MRBEEOA 
に 超 塩 基 性 の 化学 組成 を 示し , peridotite 
の それ に 近似 する 。 分 析 結 果 か ら 石 基 の 
成分 を 算出 する と 石 基 は 玄武岩 の 組成 に 
相当 する 。 Hawaii, Kilauea の picrite 
basalt 中 の 横森 石 の 組成 は Fayy~Fagg 
で ある が , dunite 中 お よび 玄武 岩 の in- 
clusion 中 の も の で は Fag マ Faji.o で 
HOT, Cyprus OAEAORRIX Fag.。 
で 後者 に 近似 する 。 LOBARERES 
AD O HEAREGLD settling に よる 
も の で な いと する と , peridotite mantle 
に 由来 する も の と , peridotite layer Jy 
至 地 表 に より 近い peridotite BrRoOK 


i> 
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融 に 由来 する も の と の 二 つ の 場合 が 考え 

られ る が , 著者 は 後者 を 支持 し て いる 。 

(Geol. Mag., 95, 241~251, 1958) 
【 植 田 〕 


8160, 関 亜 鉛 鉱 の 示 差 熱 分 析 Kopp, 
LC, Kes PE 


関 亜鉛 鉄 の 示 差 熱 曲 線 と , その Fe & 
SB FER LO 間 に は BORD ZR 
認め られ , 1) Fe 含量 と 熱 曲 線 で は Fe 
0.1% 以下 の も の で は その 発熱 ピー ク は 
821°C, 0.3% : 811°C, 2.59 : 793°C, 
6.996: 770°C, 13.29%: 769°C FH 
し , Fe 含量 の 増加 と 共に その BRE — 
ク は 低温 部 に 移動 し , A, Fe 7% 迄 は 急 
激 に その 発熱 温度 が 低下 する が 79 以上 
含む 試料 で は 発熱 温度 の 移動 は も は や 認 
め ら れ な い 。 2) Debye-Scherrer #&iz 
より その 格子 常 数 を 求め た 結果 , Fe 含 
量 0.196 以下 の 試料 で は 5.4082A, 
0.39% : 5.4087A, 2.596: 5.4103 A, 
6.9%: 5.4160A, 13.29%: 5.4196A 
を 示し , Fe 含量 に LIL TC BP RRS 
大 と な り , 発熱 温度 と は , 逆 に 反比例 の 
関係 を 示す 。 更に , 示 差 熱 分 析 の 最終 産 
物 と し て は TEP ALAR INGL AS 生成 され る 
が , Troy 産 関 亜鉛 鉄 (Fe 6.9 96) 等 で 
VK Br Otic zinc ferrite 或 は 磁 鉄 
鉱 の 生成 が 認め られ る 。 (Am. Min., 43, 
732~748, 1958) CRIBB 


8161, Nevada }\| Gobbs の Victory 
鉱山 に お ける RB EMARa PO KB 
BB Humpbrey, Fred L., Michael 
Wyatt 

Victory $k —-#iUESBREMCRT 
SBLBRUASBL, nS kiero 


DEABY 2 FHLBR BENZ TEMES 
岩 が 分 布 す る 。 GRE IO TER PIE 2 
体内 の 破砕 整 に 生じ た 長石 化 作 用 を 愛 け 
た 部 分 に 存在 し , 灰 重 石 を 産 す る 。 この 
BREIL © この 火成岩 の 導入 時 或いは その 
や や ゃ 後 の 強 い 圧縮 に より , Tk LORE 
界 附 近 に 生じ た も の で ある 。 火成岩 の 近 
C CEBLSls tactite Le), Be 
hornfels 人 / ヒ し て いる tactite yt Si, 
Na 及び Al, F RU W を 共々 添加 す 
SS EMORRVEARD, その 後者 の 
2 ALIS (EMPIRES RO ore-type 交代 
VER RU IKE ASMGPERNC MISTS. 花 
mealies PCs PRR IC IO, UD 4 
階 の 交代 作用 が 行わ れ て いる 。 1) 長石 化 
作用 一 石英 が 長石 に より 交代 され , ER 
右 及 び 終 長石 を 生じ , その 末期 に は 正 長 
石 を 終 長 石 が 交代 し て いる 。2) ore-type 
交代 作用 一 この 作用 は 正 長 石 が 斜 長石 化 
する 部 分 に 多く 見 られ , 著しい 事 は 種々 
の 鉄 一 満 俺 鉱物 が 生成 し て いる 事 で あ 
る 。 即ち も 主 な る も る の は 透 輝 石 ), ヘイ ステ ィ 
YT APSA, WG, PRR, RRR 
の 他 で ある 。 3) 灰 重石 鉄 化 作用 一 これ 
は ore-type 交代 作用 と 同一 母 岩 中 で 
し か る も ore-type 交代 作用 を 受け た 部 分 
が 更に 破砕 され た 所 に 主 に 灰 重 石 が 導入 
され た 作用 で ある 。 この 両者 は 後者 が F 
及び W を 伴う 以外 は 同一 の 化学 作用 で 
あぁ る 。 4) 石英 脈 の 生成 一 最後 の 段階 で 
行わ れ た 作用 で 電気 石 を 伴う 。 以上 と は 
別に その 後に 鉱床 北部 に 紅 柱 石 を 生じ た 
変質 作用 が 存在 する 。 

この 長石 化 及 び 灰 重石 の 生成 は TEBE 
時 代 の 末期 又は 気 成 時 代 の も の で , 構成 
鉱物 の 変化 は 溶液 の 物理 化学 的 性 質 及 び 
母 岩 の 変化 に よる 。 鐵 床 附近 に は ペグ マ 
タイ ト が 見 られ る が , この ペグ マタ イト 
叉 は 熱気 残 禁 と 苦 土 岩 が 反応 し , tactite 
変質 の 第 1 段階 で の BARU BALE 
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AAU, その 結果 CaO ABEL T, ペグ 
V4 }RBAEDEO Al,O;, Na,O と 共 
(TEMPURA EL, 長石 化 作用 を る も 
た らし た 。 そこで 更に SiO。, K,O ae 
REL, 右 英 脈 及び 紅 柱 石 を 生ずる 変質 作 
用 と な つた 。 紅 桂 石 は 長石 化 作 用 より 後 
に , より 低温 で , 多分 同一 根源 か ら の BOK 
液 か ら 生 じ た 。 以上 の 如き 変質 は 単なる 
水 成 岩 と 火成岩 の 接触 に よる 反応 で は な 
CC, SLBA SA SAO block 
OEM Pees Pic 捕獲 され て 生じ た も の 
と 考え られ る 。 

Victory 鉱山 の 灰 重 石 は 長石 化 帯 に の み 
生じ て お り , 種々 の 留 断 に よる 破砕 帯 , 

半 花 賠 岩 の 破砕 帯 中 へ の 貫入 , See 
OMSL, 長石 化 帯 中 の MBS CBS 
れ て いる 。 半 花 賠 岩 は 長石 化 さ れ た 部 分 
に 対し て 路 岩 状 で あり 7 多 ぐ の 場合 | ore- 
type 交代 作用 と 灰 重 石 鉱 化 作用 は 半 花 
周 岩 の 下部 で 行わ れ て いる 。 (Econ. 
Geol., 53, 38~64, 1958) (AJ 


8162, Hong Kong ([c#It4 タン グ 
AF YGitER Davis, S.G. 


“4D Vv TAF VSI ERARIRTE 
MA EM RIC FRI DOC, ペグ マタ イィ 
bal, 石英 脈 型 , 交代 型 の 三種 に 分 類 さ 
れる 。 1) ペグ マタ イト 型 の EH MoM 
は 鉄 マ ン ガ ン 重 石 , 正 長 石 , Ba, REE 
BAEC, 正 長 石 は 不 規則 形 の 鉄 マ ン ガ ン 
HAI LOC RNS. 2) AiR 
型 で は 鉄 マ ン ガ ン 重 石 と 石英 の みよ りな 
り , 長石 は 全く 認め られ ず , 石英 は 晩期 
生成 物 で ある 。 3) 交代 型 の も の は 鉄 マ 
ン ガ ン 重 石 ) 右 英 と 共に 高 品位 の Bee 
伴っ つて お り , これ は 明か に 早期 品 出 の る 
DC, KVYAVHRA, 右 英 が され に 次 
いで いる 。 そ の 1 部 に は 柄 極 石 を 伴 つ て 
いる 。7 Wiz Castle Peak x6 Beery wv 
重石 の 分 析 値 は WO, 65.279, Sn 2.14 


%, As 0.0296, Bi 1.879%, S 0.1296, 
Mn 3.389% を 示す 。 (Econ. Geol., 53, 
481~488, 1958) CBERZAI 


8163, —##m New Mexico Eg yr 
Di ARROW Ames, L. L. 
ARE 

結 品 成長 の 媒介 物 で ある 液体 包 裏 物 の 
aye Roedder ARI. £Y DAL 
た 。 FRICL AZM eRIMMeSn, —10 
~+48mesh の も る も の lkg を と る 。 こ 
Ne pyrex U #12 An, deionized 
water を 取 か えな が ら 表 面 に 吸収 され た 
ion を 除く Ke CM WHE SNe BRS 
deionized water と 共に alundum ball 
mill 中 で 24 REGIE S So COW RE 
試料 か ら ion を 分 離す る Alc, 3 com- 
partment electrodialysis cell を 用い, 
ion の 95% 以上 を 回 収 す る 。 その 
cathode 液 か ら Ca, Al を 除去 し , Na, 
K, Li, Rb, Cs を 分 光 々 度 計 に より 分 
析 す る 。 M anode 液 中 の 塩化 物 , 硫酸 
塩 は 重量 分 析 法 で 決定 され る 。 

ZX 2 Clik Portales RY Alamo fe 
山 の 窪 際 中 に 生じ て いる HK, BAA 
BRUBAI OWT FOR. た だ Alamo 
GKUNIRADALETS. CNnSerRit 
Pennsylvanian age の 石灰岩 中 に PG 
し , PEASY VSR ICHAT A こ 
nee Mes S 事 に より Portales pees 
BARU Bie, Alamo #REOaRM 
OFDEE IAS 90~ 100°C, 130~ 
140°C, 105~115°C と な る 。 WayHrHs 
果 か ら Na/K を 見 る と Portales 産 方 
Sok, Hida, A 及び Alamo peG 
wKX 2.3, 1.8, 01 RYU O1 EX, 
先 の 温度 低下 と 相 士 関係 を 有する 。 Rh 
度 低 下 と 共に 概して 液体 包 裏 物 は 稀 薄 と 
な る 。 Cl は 方 鉛 鉄 中 に 著しく 高い が , = 
NS ¢ EE MELT Pb が も た 
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5 SNREBEHORKRLRDNS. Cag 
全体 的 に 著しく 少 で い の は , これ 等 KMO 
沈 小 に 先 だ つ 廷 化 作 用 が 母 岩 の BBE X 
え ぎ つた RC, この 事 は この 方 法 に 対す 
ERBOMES 考慮 する 必要 を な くさ し 
OTS. 以上 の 両 鉄 床 は 90 Minzkn 
て いる に る も BOF 包 裏 物 成 分 の 類似 か 
ら , 同一 環境 及び 根源 に よる も の と 者 え 
られ る 。 (Econ. Geol., 53,473~ 480, 
1958) (ANI 


8164, Brazil, Jacobina に お ける ウ ウ 
ラン を 伴う 含 金 reef 
Bateman, J.D. 

Jacobina は Serra de Jacobina {lj 
地 の 南 部 に 位置 し , その 附近 に Canavi- 
eiras 鉄山 が ある 。 筆者 は この 地帯 の 金 
を 伴う reef の HAAG 1953 年 に 放射 
RES BH Lo この 附近 に は 原生 代 の 
Minas series に 対比 され る Jacobina 
series が が 分布 する 。 Sil MIT cix Jaco- 
bina series (LBRO Bat fF Ie 
URE ERTES £) %S Canus group 
t, その 上 部 の massive 77H £Y 7% 
る Serra group に 分 けら れる 。 ご の 地 
方 の 金 を 伴う reef は Canus group に 
属す る 。 この conglomerate reef は 
Flaherty に より Piritoso 及び Chabu- 
type reef に 分 けら れ , 前 者 は glassy 
quartz pebble か ら な り , MVEA 
母 よ りな る 石 基 は 黄 鉄鉱 々 化 作用 を 受け 
CW. BER BARE AL 金 を 産 す る 
の は この reef で あぁ ある 。 Chabu-type の 
も の は 磁器 の 様 な 風化 し た 白色 の BAO 
pebble 及 び cobble と 砂 質 の 石 基 か ら な 
So 含 金 層 の 中 で は 金 , ウラ ン , BRM 
の 聞こ に は 関係 が あぁ る 。 地下 の Res Cis 
reef は 約 5 RO MEAL, Rekissels 
1 ounce/ton, reef の 平均 品位 は 0.45 
oz/ton, 0.0159 Us, Og CHEGKIX 3~ 


5% で あぁ る 。 SKA O pALKRIs 未 決 
定 , Th は 痕跡 程度 で , White に よれ ば 
放射 能 鉱 物 は 関 ウ ラン 鉄 で ある 。 
Jacobina @kpRYx alluvial origin と 
BRAEMAR, Rand RU Blind River 
DB—-V7VBRE EMTS, tn 
等 の 問 に 著しい 差 は なく, 地質 学 的 様 
相 は 類似 し て いる 。 Eb Rand, Blind 
River で は reef を 伴う 水 成 岩層 で あり , 
Jacobina も レン ズ 状 reef を 伴う 。 何れ 
も 基 毅 岩の上 に Blind River で は 200 
IRDLAY, Jacobina で は 1,800~ 3,000 
BR, Rand Cis HFARIZ 7c) reef & 
有 し , KBB LE CED 
を 伴う reel の 発達 が 良好 と な る 。 WH 
球 化学 的 に も U, Th, 内 化 水素 の 存 非 
NE EA EN Wo CLG ED 
成因 に つい て は , 地球 化学 的 な 面 か ら は 
簡単 に 鈴 床 は 同時 性 で ある と いう 事 は 
出来 な い 。 一 方 熱 水 液 に よる と いう 事 も 
出来 な い 。 即 ち も 同 生 的 か , 後生 的 か は 断 
言 出来 な い が , ある 地質 時 代 に 限ら れ た 
沈 積 性 に 関係 し た GK AR DO Ais O Be 
で ある と いう 事 は 確か で ある 。 (Econ. 
Geol., 53, 417~425,1958) 【〔 鈴 木 ] 


8165, Austrailia, Nairne pyrite 
formation 一 堆積 性 硫化 鉱床 一 の 地質 及 
び 変 質 作用 Skinner, B. J. 

Nairne pyritic formation (x AWA: 
De Bea VeaeSromo, これ ら は 
BPSK, 磁 硫 鉄 鉄 , 時 に 隊 亜 鉛 鈴 , 黄銅 
St, Fixegh, PAGE ZA CWSo Bh 
床 は 1) BR 50~100 フィ ー ト , #1 
延長 65 マイ ル に 達し , HERR ble 2k 
平 , 整合 的 で 2) その 構成 々 分 は 石英 一 
白雲 母 一 FRA-GARA— RRA 
REA &, 石英 一 白 圭 母 一 曹長 石 一 ( 紅 
HABA) 一 黄 鉄 鉱 一 磁 硫 鉄 鉱 相 の 
2 相 の みよ りな り , RRM BRAS, 


$530 eB GD OR FR GB 


Bit Sk EEA ROD 調和 関係 は 極 
め て 良く 3) HRAMOME (0.5mm~ 
0.03mm) EBUESMOP Eh Lik BIH 
似 の 値 を 示し て いる 事 が 知ら れ て いる 。 

硫化 伝 物 の 内 , BERBER (Feo.gag S, Fe 
47.35 mol96) に つい て Arnold の FeS 
-FeS, 系 平衡 図 上 に 検 す れ ぼ ば 275°C で 
黄 鉄 鉄 と 平衡 で ある 事 が 判り , PSK 
(Zn 55.1%, Fe 9.0%, Mn 2.3%, 

FeS 15.2mo0l%) に つい て Kullerud 
の FeS-ZnS 系 平衡 図 を 適用 すれ ば 約 
500°C を 示す 。 上 記 の 諸事 実 よ り , 4K 
床 は 浅海 性 の 環境 で 含水 硫化 鉄 の 化学 的 
VORA DN, 爾 後 深海 堆積 に 及 ん で 変 
質 作 用 を 柚 り 変質 時 の 圧力 は 2000 バー 
VIELE 5000 バール に 達する も の と ょ と 推 穴 
され る 。 (Econ. Geol., 53, 546~562, 
1958) CBA 


へ 
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8166, 堆積 地形 一 範 例 と 仮説 Van 
SICIeN LS 


MBF AY AD AYYNTT AAT y 
後期 , CB MMO DS BRERN 
と isopach map に より 氷 さ れ た 。 そ の 
断面 図 を 見 る と , 堆積 状態 は top-set, 
fore-set, bottom-set を も つた デル タ の 
堆積 形態 に 似 て お り , Rich (1951) の 
undaform, clinoform, frondform の 
堆積 環境 論 の 概念 が 見 事 に 適用 され る 。 
TRIS OREO 中 で , GRE IK 
岩 が undaform 上 に 追跡 され , Mie 
clinoform 下 に うす さく 消 失 す る の が よく 
認め られ る 。 こ の 石灰 岩 は undaform の 
外 端 に 沿う て 厚く な り , undaform-edge 
reef を 作る 。 これ は 海水 面 が 上 昇 し た 時 
に 生じ た も の で , 海水 面 が 下 つ た 時 に は 


粘土 と 砂 が 洗 積 し た 。 この 二 つ の 特徴 的 
岩 体 は , 何 度 る 海水 面 の 昇降 を 繰り 返す 
堆積 輪廻 の 中 で の 重要 な BR CHS. 
undaform 上 で は その 波浪 作用 と 海流 の 
作用 に より , 供給 物 は 異な つた fraction 
に 分 れ , 一 種 の sedimentary differen- 
tiation を 行う 。 こ の sedimentary dif- 
ferentiation に 加え て , MRE より 芸 い 
undaform が 海 の 方 に 前 進 す る こと に は よ 
り , 所 調 地 向 斜 型 の 堆積 過程 と 同一 の 垂 
BWBRRATETS. BFS, この 
よう な 層 序 関係 は , 波浪 作用 の 行わ れる 
深度 以下 の ACERS あり さえ すれ 
は さよ いい SENS 

堆積 地形 を 考察 する こと は , ある 堆積 
盆地 内 の 層 位 上 の 対比 その 堆積 作用 と 
FER ae 再 認 識 さ せる こと に 役立つ で あ 
全う se 

叉 石油 探査 の 上 か ら は , stratigraphic 
trap SHEA S—- HIKE RET SZ. 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
42, 1897~1913, 1958) (Hal 


8167, 地層 区 分 単位 に 於 ける 垂直 変化 
図 の 適用 Krumbein, W. C., Libby, 
W. G. 


今日 まで 地層 区 分 の RIMM HAE 
状 図 ) の original section + ima 
相 の 同一 の も の を まとめ て 岩 相 図 と し て 
いる が , いろ いろ の 面 で その 地層 の 断面 
な ど を 表わす の に は 不 充分 で あり , その 
HERD BBA SINHA LW AR 
Wo 少し で も 以上 の 問題 を よく 示す た め 
VOHEE AEM & 統計 的 な 取扱 い を も つて 
地層 の 同一 岩 相 を まとめ る こと を 避け て 
original の まま で その 岩 相 を 忠実 た 示 そ 
うと し た 。 MLL CAH Ess 540inch 
の 中 に 砂岩 の 挟み が 5 枚 あ り , 20, 20, 
40, 20, 20inch DMF も つて いる 場 
合 , その center of gravity, relative 


> 
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center of gravity, approx. variance, 
approx. std. deviation, rel. std. 
deviation を 計算 する 方 法 と , center 
of gravity map, standard deviation 
map の 画 き 方 を Wyoming ji] ORE 
紀 砂 岩 に 応用 し 実例 を 上 げ て 説明 し た 。 
最後 に center of gravity と spread 
より 同 地 域 の 垂直 変化 模様 図 を 示し , 今 
日 まで の conventional facies maps よ 
り は vertical variability maps の 方 が 
より 以上 に 堆積 の 場 を よく 示し て お り , 
NTO BS I CEA CHSo (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 41, 197~211, 
1957) [阿部 


8168, テキ サス 海 地 San Antonio, 
Mesquite HMI BMW 
Poole, D.M. 

テキ サス 州 の メキ シコ 湾 に 面 し た San 
Antonio, Mesquite 両 落 か ら 控 取 さ れ 
た 165 個 の 底 質 試料 (San Antonio ¥F 
121 点 , Mesquite w 44 点 ) に つい て 
BAM EAS, 両 洲 に 於 ける 分 布 を 
比較 し た 。 試料 を BRL 0.025N の 
Na。(PO。) 。 に 浸し , 次 いで malt-mixer 
CHHL 0.061 ~ 0.210mm の Sand- 
size fraction を 得 , “ne BARMAN 
供し た 。 Howls = と し て acetylene 
tetrabromide (2.89) で 分 離し , chi- 
square test を 適用 し て MHI Mere 
の 分 布地 域 を 統計 的 に 区 割 す る BASH 
た 。Mesquite Cis 海底 の 地形 と KA 
が 上 比較 的 単純 で , 1) St. Joseph, Ma- 
tagorda 鳥 (barrier island) に 近い 外 
Hf, FABSG (ho) 4296, 不 般 明 鉱物 (opa) 
3296, 電気 石 (tor) 996, 2) 中 間 地 帯 , 
ho 359%, opa 37%, tor 10%, 3) 
NW-SE FMM REZ we, ho 32%, 
opa 469%, tor 7%, 4) 湾 の 北西 隅 の 地 
#, ho 11%, opa 5696, tor 239%6 と 


4# つ の 地域 に 分 けら れ , これ ら は 堆積 物 
の 尊 度 分 布 と も 一 致し て いる 。 一 方 San 
Antonio 深 で は , PE OHIZY EY 
HEC, 重 鉱 物 の 組成 か ら 1) 南端 部 の 地 
帯 , ho 319, opa 45%, to 109, 2) 
南東 部 の Matagorda 鳥 編 辺 の 地帯 , ho 
229, opa 509%. to 10%, 3) 西 縁 部 
の 地帯 , ho 18%, opa 56%, to 169%, 
4) 北部 及び 西部 の 地帯 , ho 149%. opa 
6396, to 1196, 5) 中 央 部 及び 西端 部 
の 地帯 , ho 8%, opa 689, to 10%, 
EWS つの 地域 に 分 けら れる が , 夫々 
の 関係 は Mesquite WO Rez FRR C7 
( 又 堆 積 物 の 粒度 分 布 に も 一 致し な い 。 
これ ら の 重 鉄 物 の 変化 に つい て の 地質 学 
的 関係 は , ここ で は 論議 され て いな い が , 
IS ty. AARipeo 堆積 物 に 多く , 

barrier island か ら 主 と し て 風 と over- 
wash に よ ょ つて 運ば ぱ ばれ た も の で あろ I 

(Jour. Sed. Pet., 28, 65~74, 1958) 

(iA 


8169, REwe DEMS OR 
Lovey iG 

スコ ッ ト ラ ンド の Duddingston 地域 
に 発達 する 下部 石炭 紀 の Pumpherstone 
Ceil shale の 地層 に 無数 の 微粒 の 黄 鉄 鉱 
が 含ま れ て いる 。 BBW 2~ 304 の 
framboidal texture を 示す 球形 で , 特 
に 地層 の 薬理 面 に YO CT SSBC SL, 
また この 球体 は 般 過 光 で は 一 様 に 黒色 で 
HSM, 反射 光 で は Le 以下 の 硫化 鉄 の 
自 形 結 品 の 集合 か ら な つて いる 。 この 徴 
粒 黄 鉄鉱 を bromoform で 分 離し 硝酸 で 
溶解 し 検 さ た と ころ , Onis Mon 
な い FEO 微 化石 が 明 ら か に 硫化 鉄 中 に 
含ま れ て いる ご と が 認め ちら れ た 9 BS 
Pyritosphaera, pyritella の 2 つの 新 し 
い 属 が 記載 され た 。 この こと は 硫黄 化合 
物 の 嫌気 性 分 解 の 副産物 と し て の 硫化 水 
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素 の 生成 と 同 生 黄 鉄 鉄 の 生成 と は 本 質 的 
に 関連 する も の で あり , 特に 黒色 頁岩 の 
堆積 環境 に 於 ける 黄 鉄 鉄 の 生成 に 重要 な 
役割 を な する も の で あろ 50 (Quart. Jour. 
Geol. Soc. London, 113, 429~440. 


1958) (島田 ) 
8170, 粘土 鉱物 と その 供給 源 並び に 堆 
積 環境 と の 関係 Milne, I. H., 

Earley, J. W. 


Mississippi 河 下 流 , 及び その デル タ 
地域 , St. Bernard sub-delta 並び に 
Mississippi Sound-Mobile yin 
PMOL & 検討 し た 結果 , モン モ 
UE Ca Po er Sra 
組合 せ は , その 供給 源 地域 の 特徴 に 支配 
され る こと が 明か に され た 2。 

Mississippi 河 及び その デルタ 地区 の 
沈 積 物 中 に は モン モリ ロナ イト が BH 
で ある が , これ は 明か に Mississippi 河 流 
RAO LERUBAD BULA kA stable 
な 産物 で ある 。 —A Mississippi Sound- 
Mobile 湾 地 区 の 沈 積 物 は 元 来 Appala- 
chian province に 由来 する る もの で ある 
が これ は か な り の カオ リナ イト を 含む 。 
これ ら の 2 種 の 沈 積 物 の 型 の PRM HF 
も 認め る こと が で きる 。 
これ ら の 粘土 鉱物 の 変成 過程 は , 堆積 速 
度 が 低く 且つ 海水 よそ れ と の 化学 平衡 の 
た め の 充 分 な 時 間 が あれ ば 認め る こと が 
で きる 。 こ れ に 反し て 泥 の 沈 積 の 速 か な 
地域 で は , これ を Bd CURT SHEA 
物 が blanket と な り , 粘 土 と entrapped 
water と の 間 の 化学 反応 を 妨げ る こと に 
な る で あろ う 。 

Mississippi 河 沈 積 物 は 海水 域 で は 
shelf edge 以外 で は BALE MAH 
い 。 この 沈 積 速度 の 緩 漫 な 地域 で は イラ 
イト が BA BH CHA. St. Bernard 
sub-delta 地域 で は , 過去 400 4erc HY 


低 度 の 玲 積 地区 で ある こと が 知ら れ て い 
る が , FELRMO 変成 過程 と し て は , こ 
OVER AS 表層 酸化 環境 に あつ た こと が 
知ら れる 。 

これ に 反し て Mississippi Sound 深 
及び Mobile 溶 地域 で は 粘土 は 海水 域 に 
入り 速 か に 変質 を うけ て いる 。 . Hb 
の 一 部 は モン モリ ロナ イト 一 有機 物 複 合 
体 と な る が , これ は 塩 基 性 の 海水 環境 下 
で 生成 され た も の で あろ う 。 

yc Louisiana, Scott Bay の Pleis- 
tocene Dye (深度 560 RRU 1547 aR) 
で は 上 記 の も の に EEL Bari 4 74 b TS 
至 clay mica が 多い が , これ は 時 間 と 
恐らく 圧力 と の 要因 に よる 加里 の 吸着 更 
に shelf-edge 沈 積 物 と の 関連 性 が 暗示 
され よう 。 また Gulf Coast 地方 の ' Frio 
砂岩 の 夫々 上 下位 に み ら れる Anahuac 
頁岩 (Miocene) 及び Vicksburg 頁岩 
(Oligocene) に つい て は , 前 者 は Missi- 
ssippi 河 の も の と 類似 し , 後者 は みえ オリ 
ナイ ト に 富み Mississippi Sound-Mobile 
WOCNIHAL その 供給 源 の 相 異 を 意味 
する 。 

これ に 反し て , Los Angeles basin の 
upper Mioceen の 砂岩 と 頁岩 と の 交 層 の 
ATOR ls EE Varian ie 
富む に 反し て 砂岩 の 部 分 で は 緑 泥 質物 質 
に 富む 。 多孔 質 な 砂岩 が , 他 の 岩石 の 圧 
緊 に よる 広範 な 部 分 か ら の 逸 脱 深 液 の 通 
路 と な りう る 点 で , 岩 相 差 に よる 選択 的 
な 変成 過程 を 意味 し て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 42, 329~338, 
1958) [加藤 ] 
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